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　美しい音色を閉じ込めたオルゴールのように、大切な記き憶おくはふとした瞬しゆん間かんに溢あふれる。




　夏の日差しを遮さえぎるように大きく枝葉を広げた木の下が、二人のお気に入りの場所だった。

　外で遊んでおいでと、優やさしい笑え顔がおで母は送り出してくれたけれど、元気よく走り回るには日本の夏は暑すぎる。二人で肩かたを寄せ合って座り、風の心ここ地ち良さに息をついた。

　日本の夏は「うだるような暑さ」と表現するらしい。その言葉を知って「うん。うなりたくなるほど暑いね」と言うと、意味が違ちがうよと優しい友人に目を細めて笑われた。

（でも、うなりたくなるよ……）

　木こ陰かげと風は心地いいけれど、むわりと熱く重たい空気と耳を塞ふさいでも響ひびいてくる蟬せみの声からは逃にげられない。それでも、この蟬の鳴き声を聞くと、ここは日本なのだと実感する。

　詩し音おんにとって日本は、大好きな友達──史ふみ人と──と年に一度だけ会える大切な場所だ。

　じっとしていても流れてくる汗あせをぬぐうと、小さなメロディが聞こえてきた。

「また聴きいてるね」

「何度だって聴くよ。詩音が俺のために作ってくれた、大切なオルゴールだからね」

　隣となりに座る史人が嬉うれしそうに微笑ほほえみ、喜んでもらえた事に詩音も幸せな気持ちになる。

　史人の手にあるのは、詩音が組み立てた小さな手回し式オルゴール。彼がハンドルを回す音と流れてくる音色に、詩音は目を閉じる。すると、その頰ほおにあたたかいものが触ふれた。

「お礼のキスだよ」

　驚おどろいて目を開くと、史人がいたずらっぽく笑った。

　祖父や母が挨あい拶さつとしてキスをする光景は、日本では珍めずらしい事らしい。母が「詩音の事が可愛かわいくて大好きだからキスするのよ」と史人に教えると、彼まで自分にキスしてくるようになった。

　恥はずかしいけど、大好きな史人に好きだと表現される事が、嬉しくないはずがない。

「でもね、オルゴールを作ってくれたのはおじいちゃんだよ」

　自分にできたのは祖父が作ってくれたオルゴールと箱の組み立てだけ。

　全部自分で作りたいと言ったけど、あと二十年はかかるだろうなと笑われた。二十年後は二十五歳。そんな先の事、想像もできないし、大好きな史人にすぐにでもプレゼントしたかった。

「詩音が俺のために作ってくれたことが嬉しいよ。未来のオルゴール職人の第一作だ」

　一生大切にするよ、と頭を撫なでられ、嬉しさと共に早く自分でオルゴールを作れるようになりたいという想おもいが膨ふくらむ。

　──オルゴールは大切な人へ安らぎを贈おくることができる、宝物なんだよ

　オルゴール職人である祖父は詩音にそう話してくれた。その言葉を聞いて、詩音は史人のために自分で作りたいと思った。そうして出来上がった物が彼の手にある。嬉しさと同時に、もっと上手うまく作れるようになりたい、祖父のような職人になりたいと願う気持ちが大きくなった。

（もっともっと、がんばろう）

　そうしたら、きっと史人はもっと喜んでくれる。そう思ったとき、ふと音が止まった。

「史人様、詩音さん、こちらにいらっしゃったのですね」

　慌あわてた様子で走ってくる深緑色のエプロンを着けた女の人は、この屋や敷しきの家政婦だ。

　表情を引き締しめた彼は、すっと立ち上がり背筋を伸のばす。

「史人様、誠せい一いち郎ろう様がお呼びでございます。すぐにお屋敷へお戻もどりください」

　家政婦の言葉に、一いつ瞬しゆんだけ彼は眉まゆを顰ひそめたが、すぐに笑顔になる。

『まったく。詩音と二人っきりの時を邪じや魔まされたくないのに、空気を読めないジジイだな』

　にこやかな笑顔からは想像もできないような言葉に、詩音はぎょっと目を見開く。だが、史人が口にしているのはフランス語だ。家政婦は「え、え」と戸と惑まどっている。

『いつもいつも都合のいいように扱あつかわれて、俺がそんなに聞き分けのいい子だとでも思ってるんだろうか。だとしたら、都合良すぎるね』

「あの、史人様。申し訳ありませんが、私にはフランス語が分からなくて……」

『そ、そうだよ史人くん。どうしたの？』

　驚いて詩音もフランス語で言うと、史人は笑みを深くし、家政婦に軽く頭を下げる。

「失礼しました。先さき程ほどまで詩音とフランス語で話していたのでつい」

　……それは噓うそだ。史人との会話はずっと日本語だったし、詩音は史人がフランス語を話せるなんて知らなかった。史人がどうしてそんな噓をつくのか分からない。困って史人を見上げると、彼はしーっと人差し指を唇くちびるの前に立てる。

「詩音を部屋まで送ったらすぐに叔父おじ様のところへ行きます。そう伝えていただけますか」

「……かしこまりました。お早めにお願いいたします」

　そう言って、家政婦は来たときと同じように足早に去っていく。

「……史人くん。あんな言い方、ダメだよ」

「怖こわがらせた？　せっかく詩音と一いつ緒しよに居るのを邪魔されたから、ついね」

「フランス語、いつ覚えたの」

「まだ勉強中だよ。詩音ともっと話せるようになりたくて覚えたけど、役に立ったね。堂々と内ない緒しよ話ばなしをしてるみたいで面おも白しろい」

　そう言って、史人は口元を吊つり上げた。たまに、史人はこんな顔をして笑う。この顔をする時の史人は少しだけ怖くて、どうしたらいいのか分からなくなる。でも、詩音が困っていることに気づくと、史人はすぐにいつもの笑顔に戻って、優しく詩音の髪かみを撫でた。

「明日には、詩音はスイスに帰るんだよね」

「……うん」

「もっと、ずっと一緒に居られたらいいのにね」

　優しい史人の言葉に、詩音は無言で頷うなずく。

　日本での滞たい在ざいは明日で終わり。夏だけしか会えない大切な友達。次に会えるのは来年の夏だ。

　別れるときはいつも寂さみしくて、胸がぎゅっと苦しくなる。

　優しく髪を撫でながら、いつもより低い声で呟つぶやいた彼も、きっと同じ気持ちだ。それが分かるからこそ、詩音も泣きたくなるほど寂しい。

「詩音は可愛いから、離はなれている間に他ほかの男にとられたりしないか、心配だな」

「とられるって、そんなこと絶対ないよ」

　別れ際ぎわ、いつも同じ心配をする彼に詩音は笑った。

「いつか俺も、自分で時計を作れるようになって、詩音にプレゼントするよ」

「うん。楽しみにしてる」

　そしていつか、二人で一緒に作ろう。

　それは、別れの時に必ずする未来の約束。

　時計職人の彼の祖父と、オルゴール職人の詩音の祖父。国境さえも越こえて堅かたい友人関係で結ばれた祖父同士のおかげで、詩音は彼と友達になることができた。二人が共同で作ったという懐かい中ちゆう時計型のオルゴールは、いつか自分達も同じ物を作りたいという憧あこがれであり、未来に繫つながる約束だ。

「俺が一人前になったら、その時は詩音を迎むかえに行くよ」

　そう言って、史人は詩音の頰に優しくキスをした。

　蟬の声に混ざる、優しくて低い声と、可愛らしい音色。

　大好きな音だけを閉じ込めた記憶のオルゴールは、心の奥底に眠ねむっている。
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「ありがとうございました。また是ぜ非ひお越しください」

　流りゆう暢ちような日本語で明るく言って頭を下げると、満足げな表情を浮うかべた観光客達は大きく手を振ふりながら博物館を後にしていく。

　日本人はシャイだ、なんてよく言うけれど外国への旅行は気を大きくさせるのか、はたまたスイスで日本語ガイドを受けられる事が嬉しいのか。ほんの一時間ほどのガイドツアーなのに、観光客と打ち解けることができ、楽しい時間を過ごせたと思う。

（子供扱いっぽいけどね）

　ガイドのお礼です、と言って渡わたされたクッキーを見て、詩音＝アルトナーは苦く笑しようした。

　今年で二十三歳になるというのに、日本人とスイス人のハーフのせいか、それとも一六〇センチ台前半で成長を止めてしまった身長のせいか、詩音はいつも実じつ年ねん齢れいより下に見られてしまう。

　ミルクティーのような柔やわらかい髪色と不似合いな黒い瞳ひとみは中性的な顔立ちだとよく言われ、幼い頃ころは十人に会えば九人から女の子と誤解された。さすがにこの歳になって女性に間ま違ちがえられる事はなくなったが、今でも十代の学生だと思われることが密ひそかな悩なやみだ。

　オルゴールの町として発展してきたサントクロワにあるアンエールオルゴール博物館は、この町の誇ほこりであり歴史そのものだ。見学者に必ずガイドがつき、一つ一つのオルゴールを解説しながらその音色まで楽しんでもらう。どのような想おもいで作られたオルゴールなのか、それぞれのオルゴールの特色を丁てい寧ねいに語る詩音の姿は観光客からも好評で、近ちか頃ごろ日本人観光客が増えたと嬉うれしそうに教えてくれたのは、この博物館館長のイヴァンだ。

　詩音がこの博物館で日本語ガイドをはじめたのは丁度一年前。普ふ段だんはアルトナーオルゴール工こう房ぼうで働いている詩音だが、とある事情で別の仕事を探していたとき、日本人観光客が来たときの臨時アルバイトとして働いてみないかとイヴァンが声をかけてくれた。元々日本語の知識があり、ガイドをする事を決めてからは、改めて日本語を猛もう勉べん強きようした。おかげで、読み書きには自信がないが、日常会話ならほぼ問題なくできる。

　オルゴールと関かかわるだけでなく、数年ぶりに日本語が使える機会を、詩音は楽しんでいた。

『お疲つかれさん』

『お疲れさまです、イヴァンさん』

　最後の客を見送り終えると、隣となりに立っていたイヴァンから声をかけられた。

　仕事を終えれば、会話はすべてフランス語だ。

『嬉しそうだな、詩音。なにかいいことでもあったか？』

『今日のお客さん、ガエルさんが作ったオルゴールを買ってくれたんです。オルゴールの音色を気に入ってくれたみたいで』

『そりゃあよかった。ガエルも喜ぶだろうな』

　あいつもいいオルゴールを作るようになったと、手入れされた顎あご鬚ひげを揺ゆらしながら、イヴァンは豪ごう快かいに笑った。八十歳を超こえても変わらない元気な声。彼からすれば詩音も、そしてガエルも子供扱いだ。歴史が詰つまった古いオルゴールも、新しい職人が作り出した物も、どれもこの町の宝だとイヴァンは言う。

　三階建ての博物館には、一八〇〇年代初期のオルゴールから、歴史と共に変化を遂とげた様々なオルゴールが展示されており、一階では今もこの町で作られているオルゴールの販はん売ばいも行っていた。その中には、アルトナー工房で作ったオルゴールも含ふくまれている。

『それじゃあ、追加で納品させてもらっていいですか？　今日売れた分と、もういくつか』

　詩音がガイド役から商売人の顔つきに変えて笑うと、イヴァンは軽く肩かたをすくめる。

『詩音にそう言われたら、断れないな。来週には団体の予約も入っているから、いつもより多めに発注してやるよ』

『やった。ありがとうございます』

　期待以上のイヴァンの言葉に、自然と声が弾はずむ。そんな詩音に、イヴァンは目を細めた。

『この町に残る工房も、もう詩音とラウテルのところだけになったな』

『……そうですよ。だから、しっかりお客さんを呼んで、しっかり売らないと』

『はっは。そうだな。詩音が早く一人前の職人になってくれれば、この町の未来も明るいぞ』

　しっかりやれよと力強く背中を叩たたかれ、その勢いによろけながらも詩音は頷く。

『それじゃあ、また仕事があれば是非よろしくお願いします』

　そう明るく言い残し、詩音は博物館を出た。

　高地独特の冷たくて澄すんだ空気を胸いっぱいに吸い込み、肩の力を抜ぬく。

　ジュラ山脈に位置するサントクロワは、雨や霧きりが多い。だから、こうしてカラリと晴れた青空を見ると、それだけで気分が明るくなる。

　登山やウィンタースポーツ目的で訪おとずれる人を迎える観光の町となっているサントクロワだが、十九世紀前半までは精密機械工業の町と言われ、多くの時計職人やオルゴール職人が暮らし、数多くの製作工房が存在していた。

　中でも、オルゴールの最さい先せん端たんと言われていた頃は、この小さな町にいくつものオルゴール製造会社が存在し、人口の半数がオルゴール関係の仕事に従事していたと言われている。

（その頃の町を、見てみたかったな）

　自然豊かでのどかな今の町並みも好きだけれど、それだけ技術者で溢あふれていた光景も一度は見てみたかった。安価で大量生産が可能となった現代では、ほとんどのオルゴール会社や技術者は廃はい業ぎよう。今では博物館と小さな工房が二箇か所しよ所残るのみだ。

　博物館から歩いて十五分。町の中心から少し離れた場所にあるアルトナー工房。

　通りに面した建物はオルゴールの販売や展示を行うアトリエで、奥に工房がある。普段は工房に籠こもるガエルだが、詩音が不在の時は来客があっても困らないようアトリエに居るはずだ。

（お客さんが居なかったら、ガエルさんと一緒にちょっと休きゆう憩けいしようかな）

　観光客に貰もらったクッキーを手に、詩音はアトリエのドアを開けた。

『出て行け！』

『うわっ』

　ドアを開けるなり響ひびいた怒ど声せいに驚おどろき、詩音は目を見開いた。

　アトリエの中を見ると、そこに居た二人の男性から視線を向けられ、思わず後ずさる。一人はガエルだ。だが、もう一人の人物は知らない。

（だ、誰だれ……？）

『詩音、丁度いいところに！』

『あの、えっと……』

　詩音に気づいたガエルに、アトリエの中へ引っ張りこまれた。もつれる足で見知らぬ男性の前に立たされ、思わず息を吞のむ。

（う、……わっ）

　目が合った瞬しゆん間かん、怯ひるみそうなほどの迫はく力りよくに目を瞠みはる。一いつ拍ぱく置いて、目の前の男性がとびきり美形だと気づいて思わず凝ぎよう視しした。

　端たん整せいなルックスとピシリと整えられたスーツが似合う長い手足。小こ柄がらな自分が見上げるほどの身長で、抜ばつ群ぐんのプロポーションと言っていい。

（……日本人、なのかな）

　黒い艶つやのある髪かみと顔立ちは間違いなく日系。だけど、詩音が今まで出会ってきた日本人の誰よりも背が高い。

『詩音、この日本人を追い返してくれ！　これ以上こんなやつと話もしたくない！』

『ちょ、ちょっと待ってください。お客さんじゃないんですか!?』

　普段からガエルは短気だが、こんな風に客に対してまで怒ど鳴なるような男ではない。

　今年で三十五歳になるガエル＝ラドクリフは職人としてのプライドが人一倍高く、殊ことオルゴールに関しては非常に頑がん固こだ。

　だが、客に対してここまで激げつ昂こうしているのははじめて見る。かといって、彼に見覚えはない。

「……詩音」

「え？」

　ガエルの声とは違ちがう、低くハスキーな声に呼ばれて驚く。呼びかけるようではなく、確かめるような響きを持ったゆっくりとした声に、なぜか胸が跳はねた。

　さっきからガエルが何度も自分の名前を口にしているが、それでいきなり人の名前を呼ぶとは思えない。それに、彼に名前を呼ばれた瞬間、頭がビリッと痺しびれた気がした。

　男の整った目に何かを思い出しそうになって目が離はなせない。相手も、逸そらそうとしない。

（この人……）

　初対面だ、と思う。こんな人、一度でも会っていたらきっと忘れない。そう思うのに、どこかで会った事がある気がする。どこかで──　>>>♥

『詩音、何ぼけっとしてる！』

　ガエルの声にビクリと肩が跳ね、詩音は慌あわててかぶりを振り、目の前の男性に向き直る。

『あ、あの、何があったんですか？』

「彼にオルゴールの修理を断られたんです」

　日本語での返答に、もう一度男の顔を見る。さっきまでの雰ふん囲い気きが一変し、彼は笑えみを浮うかべた。穏おだやかな表情のはずなのに、この場にそぐわない気がして戸と惑まどう。

　日本語分かりますか、と確かく認にんされ頷うなずくと、男は続けた。

「こちらが修理の依い頼らいにオルゴールを持ち込んだのですが、彼から修理はできないと拒きよ否ひされましてね。でも、せっかくここまで足を運んだのですから、オルゴールを購こう入にゆうして帰ろうかと思ったのですが、気に入るオルゴールがありませんでした。それを正直に彼に伝えただけです」

『どこで作ったかも分からないオルゴールを押し付けてきたかと思えば、俺の作ったオルゴールを見て、この程度かとか言いやがった。スイスの職人も大した事ない、これなら日本でも買えるってな。こんなヤツを客として扱あつかう必要はない！』

　期せずして繫つながった二人の言葉に、なんとなく状じよう況きようを理解する。

　男の言こと葉ば遣づかいは丁寧だが、ガエルの言い分と合わせれば、言っている内容はかなりひどい。

　この工房のオルゴールを見下されたような言い方には正直腹が立つ。だが、それ以上にガエルがここまで怒おこっている理由が分かり、それはまずいと顔が引き攣つった。

（それ、思いっきりガエルさんの地じ雷らいだ……）

　元々ガエルは日本嫌ぎらいだ。その上、男の言動はガエルが日本嫌いになった原因を掘ほり返すような内容になってしまっている。

「あの、フランス語も話せるんですか？」

「あまり得意ではありませんね。日本語と英語の方が得意です」

　そう言って、男は僅わずかに笑みを深くする。

　どうにかこの場を丸く収めたい。そう思って視線を動かすと、男が持つ木箱が目に入った。

　蓋ふたには花はな柄がらのレリーフが飾かざられており、飴あめ色いろに色づいた箱の風合いから、それなりの年数が経たった物に見える。おそらくこれが修理に持ち込んだというオルゴールなのだろう。

（このオルゴール、どこかで……）

　また、だ。男の姿といいオルゴールといい、どうしても何かが引っかかる。オルゴールから視線を逸らせずにいると、「見覚えがありますか」と言われて顔を上げた。

「どうして、そんなことを聞くんですか？」

「いえ、なんとなくそう思っただけです」

（初対面じゃない、のか……？）

　もしかして、自分はこの人に会った事があるのか。確かめようと口を開きかけると、鋭するどいガエルの声に遮さえぎられた。

『何を話している、詩音。さっさと追い返せ！』

　内容の分からない会話に焦じれたのか、ガエルが苛いら立だたしげに机を叩いた。

　今にも殴なぐりかかりそうな様子のガエルに一層焦あせる。

（だけど、どうしても気になる……）

　彼も、そしてそのオルゴールも。どうしようと、考えてひらめいた。

　詩音はガエルを振ふり返り、『えっと』と言葉を選ぶ。

『この人が、不慣れなフランス語で気づかず失礼な事を言ってしまったのかもしれない、と謝っていて。それで、あの、このオルゴールが修理できない理由を知りたいと』

　咄とつ嗟さに出た噓うそだったが、日本語が全く分からないガエルなら誤ご魔ま化かせるはず。

　彼の方がどこまでフランス語を話せるのか分からないが、得意ではないと言った。それでも、噓をついていると知られないように小さな声で早口にガエルに伝える。

　だが、彼は小さく笑った。

「なるほど。悪くない誤魔化し方だ」

「す、すいません！」

「いいよ。続けて」

　完全に見み抜ぬかれた。でも、彼は気分を害すどころか、楽しそうに笑っている。

（なんか、こういうの前にもあったような……）

　唐とう突とつなデジャヴ。でも、今はこの場を切り抜ぬける方が優先だ。

『僕も、このオルゴールの音を聴きいてみたいですし、勉強のためにもどうしてガエルさんが修理できないと判断したのか知りたいです。……ダメですか？』

『……本当に、この男がそう言っているのか？』

『は、はい』

　疑いの目を向けられ冷ひや汗あせが出たが、今さら後には引けない。

　ガエルは鋭い目で男を睨にらんだが、やがて怒いかりを抑おさえるように大きく息を吐ついた。

『その男に伝えろ。ろくに話せもしないフランス語で偉えらそうな事を言うなとな』

『え、あ……』

「訳さなくていいですよ。すいませんでした、と形だけ謝っておいて」

　そんなこと言えない。曖あい昧まいに笑って誤魔化すと、詩音は彼が持つオルゴールに視線を向けた。

「お借りしてよろしいですか？」

「どうぞ」

　彼からオルゴールを受け取り、手近なテーブルの上に置く。ガエルに視線を向けると、『好きにしろ』と言われた。詩音は頷き、オルゴールの蓋を開ける。

　流れ始めたメロディに耳を傾かたむけながら、詩音は真しん剣けんな目でオルゴールを見る。

　七十二弁シリンダー式オルゴール。一回転毎ごとにシリンダーが動くロングタイプだ。曲調の変化から、一曲を長く演奏するタイプではなく、三種類の曲を演奏するタイプだろう。柔やわらかい音色と澄すんだ高音の響ひびき。かなり精せい巧こうをきわめた音の響きだと聴くだけで分かる。

　シリンダーの動きも滑なめらかで、肉眼ではピンの乱れもない。

　見習いではあるが、詩音もオルゴール職人として働き、修理の依頼はほぼすべて詩音が引き受けている。オルゴールをじっくりと見て音を聴けば、どのような修理が必要か大体分かる。

（でも、これは……）

　きっちり三曲分の音を聴き終えると、詩音は重い息を吐く。

『修理ができない理由は分かったな』

『……はい』

　ガエルの言葉に、詩音がゆっくりと頷いた。だったらおまえが説明してやれ、と言われ詩音は顔を上げ、彼と視線を合わせる。

「お聞きしたいのですが、どうしてこのオルゴールを修理に持ってきたんですか？」

「特別壊こわれているような箇か所しよはありません。ただ、以前と比べて音が狂くるってしまったようで。それで、調整をお願いできればと思って持ってきました」

　やっぱり、と彼の言葉を聞いて肩かたを落とす。

「申し訳ありませんが、このオルゴールをこちらで修理する事はできません」

「その理由は？」

「このオルゴールの曲は、日本の曲ですか？」

「ええ。三曲とも日本では有名な曲です」

「ですが、僕達はその曲を知りません。知らない曲の、微び妙みような音の変化を修理する事は、かなり難しい事なんです」

　オルゴールの音を作るのは櫛くし歯ばだ。櫛歯の一本一本を調律し、ピンがその歯を弾はじく事で音を響かせる。彼が言うように音が変わったというならば、原因はほぼ確実に櫛歯の調律だろう。

　だが、詩音もガエルも音の違い和わ感かんに気づかなかった。

　オルゴールは原曲そのままを音にできるわけではない。オルゴールが表現できる音色に合わせ、曲のアレンジを行い、それを形にする。知らない曲の譜ふ面めんを取り寄せ、どのようなアレンジが行われていたのか推測し、そしてどの音の調律が乱れているのか探さぐり当て、それからようやく修しゆう繕ぜんが行える。考えただけでも途と方ほうも無い話だ。

「ですので、申し訳ありませんがこの工こう房ぼうでは修理をお受けできません」

　日本で有名な曲ならば、日本での方が修理できる可能性は高い。そう説明すると、彼は真っ直すぐな目で詩音を見つめた。

「本当に、知らない？」

「え……」

「詩音は、本当にこのオルゴールの音を知らない？」

　また名前を呼ばれた。敬語を使わない口調と笑みを消した表情が何か引っかかる。

（やっぱり、この人、どこかで……）

『もう話はついたな。さっさと帰らせろ』

　苛立ちを孕はらんだままのガエルに遮られ、詩音は振り返る。

『修理はできない。買う気のない客の相手はもう十分だろう』

『ガエルさん、でも……』

『それにもう、閉店時間だ』

　ガエルが指し示した壁かべ時計を見ると、言葉通り閉店時間の十七時を過ぎていた。これ以上、彼を引き止めておくわけにはいかない。

（でも、気になる……）

　このまま別れていいと思えない。オルゴールの事も、彼自身の事も。どうしよう、と躊躇ためらっていると、彼から肩を叩たたかれる。

「これ以上ここに留とどまっても君に迷めい惑わくをかけそうだね。今日のところはこれで」

「……失礼ばかりで、すいません」

　彼の方から帰ると言われれば、いよいよ詩音に引き止める理由はなくなる。それでも、もっと彼と話したい。あと少しでも話ができれば、何かに気づきそうなのに。

　引き止めたい。でも、できない。

　もどかしさで唇くちびるを嚙かむと「変わらないね」と小さな声で囁ささやかれた。

「……あなたは、誰だれなんですか。僕の事知っているんですか」

「さあね。俺も君に聞きたいことがあるけれど、ちょっと彼が邪じや魔まだな」

　そう言って、彼が一いつ瞬しゆんガエルに視線を投げる。すると、彼は潜ひそめた声で詩音に囁いた。

　言われた言葉に驚おどろきつつも、詩音は彼の目を見て頷うなずいた。

『それでは、失礼します』

　詩音の反応に笑えみを浮うかべた彼は、オルゴールを持ち、アトリエを出て行った。

　彼が出て行くのを見届け、さらにはドアに鍵かぎまでかけてから、ガエルは詩音を見た。

『最後にあいつと何を話していた』

『特別な話は、していません。修理ができないことを謝罪しただけです』

　詩音の言葉を疑うように眉まゆを寄せつつも、ガエルはそれ以上の追つい及きゆうはせずに息を吐く。

『無む駄だな時間を使った。作業に戻もどるぞ』

　ガエルの言葉に頷き、詩音は工房に足を向けた。アトリエを閉めてからも十八時までは工房で仕事をする決まりで、詩音にとっては大事な練習時間だ。

　ガエルに対して噓を重ねることになったが、噓をついたことよりも、彼が残した言葉への好こう奇き心しんの方が勝まさり、詩音は沸わき立つ胸を抑え、必死に平静を装う。

　彼の残した言葉は「また夜に会いに来るよ」だ。







　スイスの店は閉店が早い、とよく観光客がぼやいているのを耳にする。

　アトリエの閉店は十七時。工房も十八時には閉め、ガエルは家へと帰る。詩音にとってはそれが当たり前の事だったが、国によって違ちがうのだろう。

　間接照明に照らされたアトリエの中、詩音はオルゴールの蓋ふたを閉め、音を止めた。

（何度作っても、じいちゃんの音に近づけないんだよな……）

　今日作ったオルゴールも、ガエルからの合格点はもらえなかった。自分自身でも納なつ得とくのいく仕上がりになっていないだけに、やるせなさで頭が痛い。

　物心つく前から祖父の作るオルゴールの音色を聴き続けてきたからか、詩音は音感が鋭するどく、中でも祖父が作った音の記き憶おく力はずば抜けていた。

　──さすが私の孫だ。詩音は必ず、将来立派な職人になるぞ

　そう言って、満面の笑みを浮かべた祖父が、自分を抱だき上げ頰ほおにキスをする。そんな幸せな光景は、今も思い出すだけで胸が苦しくなる。

　祖父の音を誰よりも覚えているからこそ、祖父との技術の差を感じて気が遠くなる。

　大好きな祖父も、母も、父も、そして職人としての道も。時折何もかもから逃にげたくなる。

　──いつか、二人で一いつ緒しよに作ろう

　ふと、誰かの声が蘇よみがえった。

（誰かと……、約束した？）

　その時、微かすかなノックの音が響いた後、アトリエのドアが開いた。

　その音を聞いて、詩音は立ち上がる。

「待っていてくれた、と思っていいよね」

「……本当にいらっしゃるとは思いませんでした」

「また会いに来るって言っただろ？」

　当然のようにアトリエに入ってきた男の姿に、どくんと跳はねた胸を押さえる。

　立ち去ったときに残した言葉通り、日本人の男は再び現れた。彼を真っ直ぐに見つめ、詩音は聞きたかったことを口にする。

「あの、僕は以前あなたにお会いした事があるんですか？」

　名前を呼ばれたことも、こうしてわざわざガエルの居ない時間に再び会いに来てくれたことも、理由がないとは思えない。彼と彼のオルゴールに対しての違和感は、何度も反はん芻すうする内に既き視し感かんへ変わった。自分は、あのオルゴールも、そして彼の事も、知っている。

「その様子だと、まだ思い出してはいない、ということかな」

「……すいません」

「いいよ。俺も、確かめたかったから」

　そう言うと、彼はアトリエの中に入り詩音の前に立った。

「君は、詩音＝アルトナーで間ま違ちがいないよね」

「そう、ですけど。なんで……」

「……へえ、やっぱりそうなんだ」

「んっ!?」

　腕うでを引かれた、と思った瞬しゆん間かんに唇が重なっていた。

　目を見開くと、顎あごを支えるように角度を変えられ、さらに深く重ねられる。

（なんで……、なんでっ）

　理解できず頭がパニックを起こす。どうして、急にキスされているのか、わけが分からない。

「や、やめっ……、んっ」

　とにかく逃げようともがくと、さらに腰こしを強く抱だき寄せられる。

　熱い舌が入ってきた瞬間、未知の経験に身体からだがビクンと震ふるえた。怖こわい、怖い、その感情ばかりが頭の中を埋うめ尽つくし、眦まなじりがじわりと濡ぬれる。

「怖くないよ」

「ん、はっ……」

　心の中を読まれたように、一瞬だけ離はなれた唇が囁いた。

　──俺の事が好きなら、怖くないよ

　幼さを残した男の子の声が、頭の中で囁いた気がした。

　包み込むように抱きしめられ、熱い舌にくちゅくちゅと口こう腔こうをかき混ぜられる。こんなキスは初めてだと思う。それなのに、自分はこの感かん触しよくを知っている。

　混乱と長いキスで酸欠になり、頭の芯しんがぼーっと痺しびれ始めると、腰を抱いていた腕が身体の線をなぞる様に動き出す。

「んんっ！」

　その瞬間、妖あやしい手つきで股こ間かんを撫なでられ、目の前の男を全力で突つき飛ばした。

「なっ、何をするんですか！」

「なんだ、やっぱり男か」

「当たり前ですっ！　なんですか、いきなり！　警察呼びますよ！」

「それは困るな。いい加減思い出してくれないかな。キスすれば思い出してくれるかと思ったけど、そう旨うまくはいかないか」

　全く動どう揺ようを見せない男の態度に、じりじりと距きよ離りを取る。でも、さほど広くはないアトリエの中、離れるのも限界がある。

「ああ、いいね。詩音は怯おびえた顔も可愛かわいい」

　男の笑顔にぞわりと身体が震える。

　とにかく逃げたほうがいい。アトリエの出口は男の背中。工こう房ぼうに続くドアには鍵がかかっている。どうすれば無事に逃げられるのか。

　混乱する頭を必死に回転させ逃げ道を模も索さくしていると、男が大きく息を吐はいた。

「やれやれ。これ以上苛いじめると本当に通報されそうだ」

「あ、当たり前です！」

「多た賀が城じよう史人」

「……え？」

「その名前に聞き覚えはない？　子供の頃ころ、何度も一緒に遊んだと思うけど」

　その言葉に真っ先に思い出したのは五月蠅うるさいほどの蟬せみの鳴き声。そして、優やさしく微笑ほほえみかけ、手を引いてくれる男の子。

「……史人、くん」

　ぼんやりとしたまま名前を呟つぶやくと、彼──多賀城史人──は深く、笑った。
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　詩音がはじめて日本に行ったのは、三歳の時。

　母の里帰りも目的だったが、一番日本に行きたがっていたのは祖父だ。日本には、時計職人として働く友人であり、共に仕事をしている仲間が居るのだと、祖父は嬉うれしそうに話してくれた。でも、詩音が一番興味を持ったのはその後の言葉。

　──友人には、詩音と歳が近い孫が居る。きっと、友達になれるよ

　友達、という言葉に期待が膨ふくらんだ。

　詩音には友達と呼べる相手が居なかった。小さな町では日本人の存在は珍めずらしく、母譲ゆずりの黒目がちな瞳ひとみと小こ柄がらな体格は同世代の中で浮ういてしまい、積極的に近づいてくる子は居なかった。

　自分は周りの子と違う。その自覚が詩音を消極的にさせ、自らも周囲と距離を作っていた。

（日本なら友達ができるかな）

　そんな期待は、日本に行く前から詩音の胸の中でパンパンに膨らんでいた。

　だから、初めて会った時から優しい表情で笑いかけ、たどたどしい詩音の日本語も根気よく聴いてくれた史人の事を好きになるのは、一いつ瞬しゆんだった。

　──はじめまして、詩音。よろしくね

　その柔やわらかい笑え顔がおと、緊きん張ちようしていた手を優しく握にぎってくれる感触が、すごく嬉しかった事を今でも覚えている。五つの年の差は友達と呼ぶには大きかったが、詩音の中で史人はすぐに大好きなお兄ちゃんになった。

　史人もまた詩音を可愛がり、大事にしてくれた。だからこそ、詩音はますます史人に懐なついた。

　毎年夏になると日本へ行くのがアルトナー家の決まりになった。母方の祖父母にも会っていたし、観光地へも行った。それなのに、日本の事で詩音が覚えているのは史人の事ばかりだ。

　もっとずっと史人と一緒に居たい。お互たがいの夢を話し、未来の約束ができる事が幸せだった。こんな幸せな夏がずっと続くのだと、詩音は心から信じていた。

　別れは、四年目の夏。

　その日は、顔を合わせた瞬間から祖父同士の様子がおかしかった。

　祖父が一度も笑わないほど苛いら立だっていて、側そばにいるのも怖かった。その苛立ちは、史人の祖父に会ってから一層激しさを増し、どうしたらいいのか分からなかった詩音は、史人の背中に隠かくれるようにして祖父を見上げた。

「……おじいちゃん」

　小さな声で呼びかけた詩音を守るように、史人が一歩前に出る。

「おじい様、俺は詩音と一緒に部屋で遊ぼうと思いますが、よろしいですか」

「そうしなさい。今日は天気が悪いから決して外には出ないように」

「はい」

　史人はいつもと同じ穏おだやかな笑みで一礼し、詩音の手を取った。

「行こう、詩音」

「でも……」

「行きなさい、詩音。いい子でいるんだぞ」

　抑よく揚ようのない祖父の声こわ音ねにビクリと肩かたを震わせると、史人が握る手に力を込めてくれた。すがるようにその手を握り返し、詩音は史人と共に祖父の側から離れた。

　史人の住む家は迷子になりそうなほど広い。だから、家の中を歩くときはいつも史人が手を引いてくれた。その手が優しくて心強くて、なぜかじわりと涙なみだが浮く。

　何度も入ったことのある史人の部屋に着いたとき、耐たえきれなかった涙があふれた。

「詩音、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……おじいちゃん、怖かった」

　素す直なおな気持ちを言葉にすると、次から次へと涙が流れた。すると、あたたかい史人の胸の中へ抱きしめられる。

「うん。怖かったね。でも、もう大丈夫だから」

「あんなおじいちゃん、見たことない。史人くんのおじいちゃんと、ケンカしたの？」

「仕事のことで、ちょっとだけケンカしたみたいだね。大丈夫、きっと仲直りしてくれるよ」

　しゃくりあげる詩音の背中を優しく叩たたき、慰なぐさめてくれる。だが、史人が低い声で「そうじゃないと困るな」と呟く声が聞こえ、肩が跳はねた。

　優しく頭を撫なでながらも、史人はいつもとは違ちがう口元を歪ゆがめた笑みを浮かべたまま続ける。

「今の俺にはなんの力もないからね。せめて自分の力で詩音に会いに行ける年ねん齢れいになるぐらいまでは、あの二人にも仲良くしてもらわないと困る」

「……ごめんなさい。よく、分からない」

　たまに史人が言う言葉は難しくて分からない時がある。いつもと雰ふん囲い気きの違う史人が怖くなって肩を強こわ張ばらせると、分からなくていいよと額の辺りに優しくキスされた。

「詩音は、俺の事好き？」

「うん」

　迷いなく答えて頷うなずくと、史人は目を細めて笑い、今度は頰ほおにキスをされた。

　軽く触ふれてすぐ離はなれた一瞬のキスに、詩音は頰を手で覆おおう。

「史人くんは、キスしすぎ！」

「まだ足りないぐらいだけど？」

　これでも足りないなんて、信じられない。家族と挨あい拶さつのキスをするのもほんの数回。だけど、史人からキスされる回数は家族との一年分ぐらいある気がする。

　最初の頃はちょっとくすぐったくて嬉しいキスだったのに、近ちか頃ごろは史人にキスされる度たびに胸がドキドキするようになって落ち着かない。家族との挨拶と、どこか違う。

　困っていると、頭を撫でられた。

「詩音の事が好きで可愛いから、本当はもっと他ほかのところにもキスしたいと思っているよ」

「……他のところって？」

「ここ、とか」

　言いながら、史人の人差し指が唇くちびるに触れ、詩音は目を丸くする。

「唇のキスは本当に好きな人とするって、ママが……」

「詩音は俺の事本当は好きじゃないの？」

　悲しげな目をされて、慌あわてて首を振ふる。史人の事は本当に好きだし、特別だ。

（だけど、男同士でもするの？）

　唇でのキスは、両親が交かわしているのを見たことがあるだけだ。どうして唇でキスするのか聞くと、これは好きな人とする特別なキスだと教えられた。好きな人、だったらいいのか。

　それに、唇同士のキスがどんなものなのか、興味はある。

「ちょっとだけ、なら……」

　ドキドキしながら頷くと、途と端たんに強く抱だきしめられ、唇が重なった。

「んっ、ん──！」

　柔らかくて、温かくて、湿しめった感かん触しよくに頭がいっぱいになる。少し触れたらすぐに離れると思っていたのに、史人はきつく抱きしめたまま少しも離そうとしない。角度を変えながら唇を喰はまれ、どうしたらいいのか分からなくなる。

（く、苦しい……）

　されるがままになっていると、息が苦しくなってきた。どこで息をしたらいいのかも分からない。少しだけ怖こわくなって、詩音は史人の服を引っ張った。

「怖くないよ」

「え、あ……」

　唇が離れ、優しく溶とけるような声で囁ささやかれる。熱くなった目で史人を見上げ、何度も呼吸を繰くり返す。

「俺の事が好きなら、怖くないよ。ね、力を抜ぬいて」

　柔らかく微笑まれ、身体からだの力が抜けた。こくんと頷くと、もう一度唇が重なる。

　優やさしく何度も唇が触れ合い、胸が痛いほどドキドキしているのに、足元がふわふわと浮いている気分になる。頭の中がすべて史人の事でいっぱいになって、他の事が何も浮かんでこない。

　その瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん大きな音が部屋に響ひびいた。庇かばうように史人に抱きしめられ、何が起きたのか前が見えない。

『私の孫に触さわるな！』

　祖父の声だ。それが分かると同時に史人の身体が突つき飛ばされ、今度は祖父の大きな身体が詩音を抱かかえ込んだ。

『おじいちゃん！　苦しい！　離して！』

『黙だまりなさい！　私の孫に何をしていた！　汚けがらわしい！』

　祖父が激しく怒ど鳴なり、一層強い力を込めて詩音を押さえ込む。

　すると、そこに史人の祖父まで飛び込んできた。

「何をしている！」

『もうたくさんだ！　お前もお前の孫の顔も二度と見たくない！』

『自分の考えが古いとなぜ分からない！』

『古いだと？　職人の誇ほこりも持たないお前に何が分かる！』

　これはおそらく、二人のケンカの延長だ。口を挟はさむ隙すきのないまま激しくなる言い争いを祖父の腕うでの中で聞き、詩音は震ふるえた。祖父の腕の中から史人を見ようともがくのに少しも動けない。

『もう金輪際お前と仕事はしない！　日本になど、二度と来るものか！』

『おじいちゃん！』

　祖父の言葉に詩音は叫さけぶ。だが、激げつ昂こうした二人の言い争いは激化する一方だった。

　詩音の言葉も史人の言葉も一いつ切さい聞かず、祖父は嫌いやだ嫌だと泣き叫ぶ詩音を引きずるように無理やり連れ帰った。スイスに帰国してからも祖父の怒いかりは収まらず、両親からしばらくは祖父の前で日本の話はしないように、とまで言われた。

　あんなに近くに居たのに、史人が一気に遠くなった。それでも、きっと来年の夏まで我が慢まんすれば史人にまた会える。何事もなかったように、また優しく笑いかけてもらえる。

　そう信じていられたのは、ほんの数ヶ月だった──
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「でも、さすがにショックです。まさかずっと女の子だって勘かん違ちがいされていたなんて」

　互いの近きん況きよう報告や思い出話が盛り上がり、すっかり夜になってしまった。

　二杯はい目のコーヒーを準備しながら言うと、史人が苦く笑しようする。

「仕方ないだろ。あの時の詩音は誰だれがどう見ても美少女だったよ」

「それ、あんまり嬉うれしくないです」

　ずっとコンプレックスだったんですから、と笑いながら返す。

「僕も、史人さんがこんな意地悪な人になってるなんて思いませんでした」

「言ってくれるね。でも、それはお互い様だよ。俺だって、素直で可愛かわいかった詩音が、あんなに上手うまく噓うそをつけるようになっているなんて思わなかったよ」

「十六年も経たてば、僕だって少しは大人になりますから」

　十六年ぶりの再会にはじめは戸と惑まどった。最後に会ったのは詩音が七歳、史人が十二歳の時だ。

　たとえ兄のように慕したうほど大好きな友人でも、十六年の歳月は容姿だけでなく当時のイメージと性格まで変えてしまっている。どういう距きよ離り感かんで話せばいいのか迷いそうな年月を一いつ瞬しゆんにして埋うめたのは、あの衝しよう撃げき的過ぎるキスのせいだと思う。

「でも、いきなりキスするなんて酷ひどいですよ。いくら思い出させようとしたからって」

「一応、俺だって二十年間女の子だと思っていた相手が、再会したら男だったなんて、それなりにショックだったからね。だから、ちょっとした仕返しかな」

「……僕が通報したら、史人さんは犯罪者だったんですからね」

「でも、通報しないんだろ？」

　詩音は優しいからね、と意地悪に笑われる。悔くやしいけれど、キスの衝撃は再会の喜びで上書きされてしまったし、名前を聞くまで全く思い出せなかった後ろめたさもあり、本気では責められない。

　幼い頃ころは史人に何度もキスされていた。たった一度だけ、誘さそわれたまま好こう奇き心しんに負けて交わした濃のう厚こうなキスの記き憶おくも思い出した。でもそれが、女の子と思われていたからだと知ると、男同士だと分かっていてキスを受け入れた自分の方が恥はずかしくなってくる。

　それでも、さすがにあの頃のように「史人くん」と気軽に呼べるような雰囲気ではなく、悩なやんだ末に呼び方は「史人さん」に落ち着いた。

「でもまさか、アルトナーさんだけでなく、ご両親も亡なくなっていたなんてね……」

　史人の視線をたどり、その先にあった写真を見て詩音は小さく頷いた。

「じいちゃんは五年前。母さんと父さんは、最後に史人さんに会った年のうちに……」

　飾かざってある写真には、祖父と両親、そして七歳の詩音が写っている。これが、最後の家族写真になるなんて、思いもしなかった。

　祖父同士の対立により、詩音は多賀城家と関かかわる事を固く禁止された。普ふ段だんは優しい祖父だったが、職しよく人にん肌はだの頑がん固こな一面もあり、詩音がどんなに泣いても史人へ連れん絡らくを取る事を許してもらえなかった。それは史人も同じだったようで、なんの連絡もできないまま日々は過ぎた。

　それでも、次の夏が来れば母が日本へ連れて行ってくれるかもしれない。そんな僅わずかな希望は、母が病死した事で詩音の中から消え去った。

　元々母は身体が弱い人で、日本の祖父母は母がスイスで暮らす事に反対していたらしい。母の死をきっかけに日本の祖父母とも疎そ遠えんになり、母が亡くなってしまった事の悲しみに沈しずみ込んだ詩音は、自然と日本の事を思い出す事も口にする事も避さけるようになった。

　追い討うちをかけるように、同じ年の内に父が登山中に事故死。母を心から愛していた父の憔しよう悴すいぶりを見ていた人から、自殺ではないかと噂うわさされ、詩音はますます塞ふさぎこんだ。一時期は、誰とも口をきかなくなるほど心を閉とざした。その深く傷ついた期間が、幼い頃の記憶をより深くに閉じ込めてしまったのかもしれない。

　でも、そんな詩音を励はげまし、支えてくれたのは祖父だ。

　オルゴールの音色が響く部屋で、祖父は詩音を抱きしめながら言った。

　──いつか、詩音が安らぐようなオルゴールを作ってやるからな

　祖父はそれ以来いくつものオルゴールを作っては、その音色を詩音に聴きかせた。『安らぎを届けるオルゴールを作りたい』。その祖父の想おもいはいつしか形となり、祖父の作ったオルゴールには癒いやしの力があると噂され、『奇き跡せきのオルゴール』と呼ばれるようになっていった。

「こうして史人さんに会えたのも、祖父が会わせてくれたのかもしれませんね」

　そう言って、詩音はテーブルの上に置いていた、古いオルゴールを撫なでた。

　史人が持ってきたオルゴールは、かつて祖父が作った物だった。祖父が、史人の祖父へとプレゼントした物だったらしく、オルゴールムーブメントを外してみると、箱の底にメッセージが書かれていた。

　──友へ　共に夢を叶かなえる日まで　トニー＝アルトナー

　個人的な贈おくり物だったから、祖父は商品用のロゴを入れなかったのだろう。それでも、そのメッセージを目にしたとき、音に対する既き視し感かんも腑ふに落ちた。

「でも、史人さんはどうしてスイスに？」

「ちょっと仕事でね。そのついでにこのオルゴールの修理ができればと思って持ってきたけど、来てよかったよ」

　修理、引き受けてくれるんだよねと確かく認にんされ、詩音は力強く頷うなずく。

「正直、どこまでできるか分かりませんけど、じいちゃんの作ったオルゴールなんですから、やっぱり僕の手で直してみたい」

　祖父の聴かせてくれた音はどれも身体からだに根付いている。知らない曲の再調律は非常に困難なことではあるが、きっと祖父の作った音を再現できるとすれば、自分だけだ。

「でも、ガエルさんには黙っててくださいね。一度断ったものを僕が引き受けたと知られたら、きっといい気はしないと思うので」

「心配しなくても、俺があの人と話す機会はないと思うよ。それに、俺としてもせっかくなら詩音に修理してもらえた方が嬉しいからね」

　史人の言葉に、詩音は苦笑する。

「ガエルさんの事、すいませんでした。普段はあそこまで短気な人じゃないんですけど」

「別に気にしてないよ。彼がこの工こう房ぼうの職人なんだよね」

「はい。僕はまだまだ見習いなので。基本的に製作の仕事は全部ガエルさんが行ってます。一応僕もガエルさんに教えてもらって練習はしてるんですけど、なかなか……」

　今日も指し摘てきを受けたオルゴールを横目で見て、詩音は言葉を濁にごす。

　──詩音は耳がいい。だから、あとは自分が望む音を表現できる技術力が必要だ

　そう言われても、どうしても自分が作りたい音に仕上がらない。ガエルから認めてもらえず、自分自身でも納なつ得とくできていない物を売る事はできない。だから、今でも詩音は見習いのままだ。

「じゃあ、詩音はいつもあのガエルという職人と二人で働いているのかな」

「そうですね。僕は雑用ばかりですけど」

　祖父が亡くなって五年。ずっと二人だけで働いてきた。ガエルが祖父の弟子でしとして働いていた頃から知っているだけに、詩音にとってガエルは家族のようなものだ。

「……へえ。それは、おもしろくないね」

　なぜか低くなった史人の声に、詩音はそんなことないですよ、と首を振ふる。

「ガエルさんは厳しいけど優やさしいところもありますし、少しずつ修理以外の仕事も任せてもらえるようになっていますから」

　面おも白しろいこともあります、と返すと、一瞬だけ目を丸めた史人はややあって笑い出した。

「僕、何か変なこと言いました？」

「いや、詩音は本当に変わってないなと思っただけだよ」

　ひとしきり笑った史人に懐なつかしむような優しい目で見つめられ、僅かに胸が跳はねる。

「ところで詩音、明日は何か予定あるかな？」

「明日は工房がお休みの日なので、特に予定はないですけど」

　明日は日曜日で工房も博物館も休みだ。

「それなら丁度良かった。詩音に見て欲しい物があるんだ」

　明日の時間をもらえないかと誘われ、旧友との再会を喜ぶ自分に断る理由はない。

　史人からの誘いに、詩音は迷うことなく頷いた。
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（さすがに、人が多いな）

　通行人の邪じや魔まにならないよう壁かべ際ぎわに立った詩音は、行き交かう人波を見ながら息を吐ついた。

　待ち合わせ場所はジュネーブ・コルナヴァン駅。観光客も多い栄えた市街地は、のどかな山村に住む詩音にとっては、慣れない都会だ。

「ごめん、詩音。待たせたかな」

「あ、史人さん」

　いつの間にか俯うつむいていた顔をあげると、目の前に史人が立っていた。

（やっぱり、カッコイイ……）

　昨日は上下かっちりとしたスーツを着こなしていたが、今はストライプのシャツにブラックデニムとラフな服装だ。それなのに、大人の雰ふん囲い気きと色気があり、華はながある。

　昨日史人が帰ったあと、詩音は幼い頃の記憶をいくつも思い出した。大人になったら、史人と同じ年ねん齢れいになったら、きっと彼のように格好良く成長できる。そう思い描えがいていた夢は、再会したことで崩くずれ去った。

（僕だって、今日はちょっと気合入れてきたのに……）

　少しでも大人っぽく見えるように今日の詩音も、ブラックデニムと白い襟えり付きのシャツと、普段よりキレイめな服装を選んできた。それなのに、不運にも同じブラックデニムのせいか、足の長さの違ちがいを目まの当たりにして非常に悔くやしい。

「それじゃあ、行こうか」

　複雑な想いを押し殺し、詩音は頷いて史人の隣となりを歩いた。

　ほとんどの店が閉まっているローヌ通りは人通りもまばらだ。しばらく歩くと、一軒けんの店の前で史人が足を止め、ついたよと微笑ほほえむ。

「ここ、ですか？」

「そう、ここ」

　笑え顔がおで振り返る史人に詩音は思わず『冗じよう談だんだよね』と呟つぶやいた。

　世界的にも有名な高級ショッピング街。有名ブランドや高級時計メーカーの直営店が並ぶこの通りを、詩音は歩くことさえはじめてだった。ここに来るまでも、バリーやピアジェ、ブッフェラーなど、詩音では一生手が出ないような高級ショップばかりが並んでいた。それなのに、その一角にある店を前にここが目的地だと言われても、詩音には噓うそとしか思えない。

　石造りの壁かべにシックな黒い扉とびら。目立った大きな看板はなく、扉の上にはシルバーのプレートでシンプルな『Re.Fureu』の文字。その文字を見て、詩音はさらに息を吞のんだ。

　それは近年急成長し、このスイスにまで名前を知られるほど有名になった日本の時計ブランドの名前だ。

　高い技術を証明するようなスケルトンボディに、機械的な歯車を彩いろどるように埋うめ込まれた宝石。宝ほう飾しよく的な価値を持つ時計が高く評価されるスイスでRe.Fureuの時計は、まさに職人の技術と宝石の輝かがやきを見事に融ゆう合ごうさせた芸術品だと絶賛された。

　価格は一万フランを超こえる物ばかり。とてもではないが、詩音にとっては異次元の話だ。

「む、無理です。こんなお店、僕には入れません！　それに、今日はお休みみたいですよ！」

　元々こういった最高級時計の直営店はひやかしで入る事はできない。店の呼び鈴りんを鳴らし、玄げん関かんの鍵かぎを開けてもらってから入るシステムだ。史人の付き添そいで入るにしても、こんなラフな服装で入っていい店ではない。

　ドアにはクローズのプレートが下げられており、一見して店が休みだと分かる。

「大だい丈じよう夫ぶ。話は通してあるから」

　そう言うと、史人は電話をかけた。いくつか短い言葉を交かわして電話を切ると、すぐに店のドアが開いた。大きく開いたドアに詩音は目を見開く。

「お待ちしておりましたよ、社長」

「休日出勤だと散々抗こう議ぎした男の言葉とは思えないな、塚つか原はら」

　店の中から現れた男性に、史人は苦く笑しようを返す。

　上下黒のスーツに身を包み、フレームのないシンプルな眼鏡とすっきりとした顔立ちは、史人とは違ったタイプの美形だ。歳も、史人と同じぐらいか少し上に見える。

「社長って……？」

　思わず後ろを振り返ってしまうが、ここには自分と史人しか居ない。

「俺のことだよ、詩音」

「え、ええ!?」

　まさかと思って史人を見上げると、にっこりと笑い返される。

（社長って、史人さんが？　なんの？）

　訳も分からずに狼狽うろたえていると、塚原が軽く頭を下げる。

「とりあえず中へどうぞ。ご要望の品はすべて揃そろえてありますよ」

「だ、そうだ。おいで」

　優しい力で手を引かれ、恐る恐る中へ入った。

　シックな内装で整えられた部屋の中には、外観から予想していたように、いくつもの時計が展示されていた。すべてガラスケースに入り、値段の表記さえないディスプレイ。靴くつで踏ふむことを躊躇う毛足の長い絨じゆう毯たんに、足が震ふるえる。

（これが、お店……？）

　まるで立派な応接室のようだ。きょろきょろと視線を動かすことさえ緊張する空間に身体を硬かたくしていると、史人から背中を叩たたかれた。

「俺の店だから、そんなに緊張しなくていいよ」

「俺の店って、この店がですか？」

「そう。とりあえず、座りなよ」

　呆ぼう然ぜんとしたまま勧すすめられたソファに腰こし掛かけると、塚原は一礼して席を外した。

　二人きりにされ恐おそる恐る史人に視線を向けると、安心させるように優しく微笑み返される。

「本当に、史人さんのお店なんですか」

　そんな風に言われても、現実感がない。すると、史人がネームカードを出して見せてくれた。

　Re.Fureuというブランド名とは違う、『シャトーウォッチ株式会社』という社名と史人の名前が記されている。そういえば、Re.Fureuはシャトーウォッチという時計会社の一ブランドだった。シャトーは日本語で城。そう考えて、「あ！」と声をあげる。

「……史人さんのおじいさんの、会社の名前？」

「正解。今は俺の会社だけどね」

「ええっ！」

「去年祖父が社長から会長になってね。俺が会社を貰もらったんだよ」

　なんでもない事のようにさらりと返され、ただ瞬まばたきを繰くり返す事しかできない。

　史人の祖父が日本で有名な時計会社の創設者だった、というのは何となく覚えている。ただ、当時はスイスではあまり知られていない会社だった上、幼い頃ころはブランド名や会社名を聞いても理解できず、とにかく偉えらい人でお金持ち、という認にん識しきで止まっていた。だが、今ならそれがどれだけすごい事なのか分かる。

「ここは先月オープンしたばかりの、スイスでは唯ゆい一いつの直営店でね。驚おどろいた？」

　声も出せず、ただ頷うなずくしかない。

　史人が有名企き業ぎようの社長。その事実に、驚くだけでなく少しだけ寂さみしくなる。

（世界が違う人、みたいだ……）

　再会を喜んだばかりの友人に距きよ離りを感じてしまう。場ば違ちがい感に身を縮めていると、先さき程ほど塚原と呼ばれていた男性がコーヒーを用意して戻もどってきた。

『申もうし遅おくれました、自分は社長の秘書をしております、塚原誠せい悟ごと申します』

　綺き麗れいな発音のフランス語だ。でも、さっきは史人と日本語で会話していたはず。

「えっと、日本語で大丈夫ですよ。詩音＝アルトナーです。はじめまして」

　塚原に頭を下げられ、詩音も慌あわてて名乗る。すると、塚原は驚くように目を見開いた。

「あなたが詩音さん、ですか？」

「そう、ですけど……」

「大変失礼ですが、男性、ですよね？」

　いくらなんでも、今では女性と間ま違ちがえられるような容姿はしていない。

　戸と惑まどいながらも頷くと、塚原は史人に視線を向ける。

「あなたが話していた詩音さんと、別人というわけでは……」

「ないな。正しよう真しん正しよう銘めい、俺が話していた詩音だ」

「ということは……」

　もう一度塚原に視線を向けられる。話が見えず首を傾かしげると、塚原の肩かたが震え始めた。

「塚原、笑いたいなら席を外せ」

「いや、ちょっと限界」

　くるりと塚原が背中を向けたと思ったら、それと同時に彼は声を上げて笑い始めた。それまで、冷静で物静かなタイプに見えた塚原の大笑いに、詩音は目を瞠みはる。

「え、えっと。僕、なにか変なこと言いましたか？」

「気にしなくていいよ。塚原は、仕事は優ゆう秀しゆうだが笑い上戸なのが欠点でね」

「……笑い、じょーろ？」

「上戸、だよ。笑い出すと止まらないはた迷めい惑わくな性格という意味だね」

　史人は慣れているのか、冷静にコーヒーを飲んでいる。そんな笑われるようなことは言ったつもりないのに、と詩音は眉まゆを寄せた。

「笑われているのは俺だから気にしなくていい」

「そう、なんですか？」

　笑われているのが自分ではないことに一いつ瞬しゆん安心するけれど、社長を笑い飛ばしている状じよう況きようの方が問題ではないのかとすぐに気づいて、一層焦あせった。だが、史人には気にしたそぶりは一いつ切さいない。塚原にある程度笑う時間を与あたえてから、史人は深く息を吐つく。

「塚原、その辺にしておけ。詩音が驚いている」

　史人が淡たん々たんとした声を投げかけると、思いっきり笑って満足したのか、塚原はようやく笑い終えた。すると、さっきまで爆ばく笑しようしていたことが噓のように「そういえば」と振ふり返る。

「社長宛あてにデザイナーの芝しば峰みねさんから急ぎのメールが届いていました。ご要望の品を用意している間に、少し目を通して頂けませんか」

「……俺は今日オフのはずだけど？」

「同じくオフの予定だった私が社長命令で仕事をしているのですから、あなたも一つぐらい仕事をしてください。時差を考えれば日本も休日です」

　塚原がそう言うと、史人は息を吐いて立ち上がった。

「ごめんね、詩音。少しだけ待ってて」

「は、はいっ」

　詩音に笑えみを向けると、史人はそのまま別室の方へと入っていった。

　突とつ然ぜん初対面の塚原と二人っきりにされ、呆あつ気けにとられたまま塚原に視線を向ける。

「先程は大変失礼いたしました」

「いいですけど、何がそんなに面おも白しろかったんですか？」

　恭うやうやしく頭を下げる彼がさっきまで大声で笑っていたなんて、本当に噓うそみたいだ。でも、おかげで少しだけ緊張が解けた気がする。思い切って笑った理由を聞いてみると、塚原は苦笑した。

「詩音さんは、社長が、その、あなたの性別を」

「女の子、と思っていたことですか？　それは昨日史人さんから聞きました」

　言いにくそうに話すので、塚原の言葉を遮さえぎって詩音は言った。すると塚原はまた笑いだしそうなほど肩を震わせ、耐たえるように咳せき払ばらいをする。

「実は、私は社長の秘書ですが従兄弟いとこでもありましてね。史人が詩音さんと会っていた頃の彼を知っているんです」

「そうなんですか？」

　そう言われてみれば、塚原と史人にはどことなく似ている雰ふん囲い気きがある。プライベートでは社長ではなく史人と呼び捨てにしているようで、先程の親し気なやり取りにも納なつ得とくがいく。

「当時、史人はあなたに夢中でした。あの頃は史人も辛つらい立場にいましたからね、無む邪じや気きに懐なついてくれる詩音さんの存在が、彼にとって唯一の癒いやしだったのでしょう」

「辛い立場って、史人さんが？」

　問いかけると、答える意思がないことを示すように、塚原が笑う。

「史人にとってあなたは特別だったんですよ。なんたって、忘れられない初はつ恋こいの人ですからね」

　それがまさか男性だなんて、と塚原は震える口元を慌てて手で覆おおう。

「……初恋って、僕が、ですか？」

「ええ」

「ええ、って……、え、えぇ？」

　頭の中が疑ぎ問もん符ふで埋うめ尽つくされる。初恋の人？　誰だれが？　僕が？　史人さんの……？

「噓、ですよね」

「残念ながら噓じゃありませんよ。自覚ありませんでしたか？」

　笑いながら問いかけられ、詩音は大きく首を振る。

　そもそも、自分が女の子だと誤解されていた事を知ったのも昨日だ。その上初恋の相手だったなんて言われても、信じられない。

「史人はあの容姿ですからそれなりに女性にも人気でした。それなのに、特定の相手をつくろうとしないので理由を聞いたことがあるんですよ」

　──容姿と権力に釣つられる女に興味はないね。俺にとっての女は詩音だけだ

　かつて史人が口にしたという言葉を塚原から聞かされ、詩音は熱くなった頰ほおを押さえる。

「初恋をこじらせるにも程があるとは思いましたけどね。十六年間の内に、過か剰じように思い出を美化しているだろうと。でもまさか、男性だったとは」

　話しながら、塚原は口元をひくひくさせている。たぶん、笑いを堪こらえているのだろう。

　でも、詩音にとっては笑える話ではない。女性と誤解されていただけならまだしも、恋れん愛あい対象に見られていただなんて……。

　微び妙みような表情を浮うかべていた事に気づかれたのか、塚原から「どう思いますか？」と聞かれた。

「……あの、とにかく申し訳ないです。史人さんみたいにかっこいい人の初恋が僕だなんて」

「申し訳ない、ですか？　社長が一方的に勘かん違ちがいしていただけなのですから、迷惑だとはっきり言ってもいいんですよ」

「……そう、なんですかね。でも、それより僕のせいで史人さんの出会いの機会が減ってしまったかもしれないって思うと、その方が悪い事をしたなって……」

　あんなにかっこよくて素す敵てきな人なのだ。ちゃんと自分が男だと分かっていたなら、自分を恋愛対象に見る事もなかったはずだろう。

「……なるほど。社長から向けられる好意は嫌いやではない、と」

「嫌とは思ってないです。それに、今は誤解も解けて普ふ通つうに友人として接してくれていますし」

　もし今でも誤解を引きずったままなら、史人はこんな風に自分を誘さそってくれなかったと思う。女性だと間違えられる事はこれまで何度も経験してきた。男と分かっても普通に友人として接してくれるなら、詩音にとっては些さ細さいな誤解だ。

「僕にとって、史人さんはとても大切で、特別な友人だという事に変わりはありませんから」

　兄みたいに思っていたことは恥はずかしくて言えない。友人と呼ぶのはおこがましいのではないかと思うほど、今の自分と史人の間には差を感じているが、それでも十六年ぶりに再会した今でも、史人は自分にとって特別な友人だと心から思う。

　素す直なおな気持ちを打ち明けると、塚原はなるほどと頷うなずく。

「社長があなただけに執しゆう心しんする理由が、少しは分かった気がします」

「え……？」

「打算も、愛人の子だという偏へん見けんもなく。社長をただの史人として慕したっているのですね」

　穏おだやかな笑みを向けられ戸惑いながらも、塚原の言葉に引っかかり詩音は眉を寄せる。

「愛人の子って、史人さんが……？」

「ああ、余計なことを言いましたね。忘れてください」

　あまり広めていい話ではありませんからと言われてしまえば、それ以上聞くこともできずただ頷くしかない。

（僕って、史人さんの事、何も知らないんだ……）

　会わない十六年の間に変わった事だけでなく、当時の自分も知らなかった事を今になって知ってしまい、どうすればいいのか分からない。自然と俯うつむくと、塚原が息を吐く。

「少し話し過ぎましたね。申し訳ありません」

　塚原の言葉に何も返すことができず、詩音は無言のまま頭かぶりを振る。

「お詫わびに、一つだけ詩音さんに忠告です。もし社長の事を少しでも嫌だと感じる事があれば、全力で逃にげる事をお勧すすめします」

「逃げるって、史人さんから？」

　どういうことかと塚原の方を見ると、彼は笑顔のまま頷く。

「ええ。全力で拒きよ否ひして全速力で逃げてください。そのぐらい、あの人は怖こわい人ですよ」

「怖い、ですか？」

　詩音の中には、史人が怖いというイメージはない。多少強ごう引いんなところや、少しばかりきつい物言いをすることがあっても、それを怖いとは感じない。

「彼は、目的のためには手段を選ばない人ですからね。彼があの若さで社長に就任したのは、このRe.Fureuというブランドを成功させた実績から会長が彼を指名して決まった事ですが、ただ実績があるだけでは、社長に選ばれる事はなかったと私は考えています」

「他ほかに何か理由があるんですか？」

「……余計な話はそこまでにしておこうか」

　背後から聞こえた低い声に驚おどろいて振り返る。

　いつからそこにいたのか、ドアの前で腕うでを組む史人に驚いて思わず立ち上がった。だが、塚原は気づいていたようで、悪びれる様子もなく肩かたを竦すくめてみせる。

「先さき程ほど、耐え切れず詩音さんの前で笑ってしまいましたからね。失礼のお詫びに、いくつかお話しさせていただいただけです。あと、少しばかり助言を」

「俺に一言ぐらい断りがあってもよかったんじゃないか？」

「ああ、そうですね。次からはそうします」

　二人共穏やかな表情で話しているのに、会話の端はし々ばしに刺とげがある気がする。口を挟はさむこともできず窺うかがうような視線を史人に向けると、視線に気づいた史人が息を吐ついて詩音の頭を撫なでた。

「無む駄だ話をしていないで、早く例の物を持って来なよ」

「かしこまりました」

　恭しく頭を下げた塚原が、別室へと入っていく。その背中を見送ると、史人が振ふり返った。

「何を聞いたのかな？」

「……えっと」

「まあ、後で塚原から聞き出すけど」

　ここで答えなくても同じだという事だ。でも、結局塚原から聞いた話は断だん片ぺん的過ぎて、何とは言えない話ばかり。とりあえず、史人に直接聞いて確かめたいと思った事を口にする。

「あの、僕が初恋の人だったって本当ですか？」

「ああ、その話か。本当だって言ったら、どうする？」

「どうするって言われても、すいません、としか……」

　男ですいません、と謝るしかない。自分を女の子と偽いつわったつもりはないけれど、初恋の相手が再会したら実は男だった、なんて分かってしまったらかなりショックなのではないだろうか。

　ぐるぐると悩なやんだ結果とりあえず謝ってみると、史人は声を上げて笑った。

「俺が勝手に勘違いしたんだから、詩音が謝る必要はないよ」

「で、でも」

「冷静に思い出してみれば、詩音が男だと気づく出来事もたくさんあったはずなんだ。でも、あの頃ころは俺も子供だったからね。好きになったのだから、女の子で違ちがいないと思い込もうとしてたんだろうね。今考えれば、どっちでもいいようなことなのにさ」

「どっちでもいいって」

　どういう意味なのか聞こうとすると、「お待たせしました」と戻もどってきた塚原に遮さえぎられる。

　塚原が持ってきたのは、懐かい中ちゆう時計のようだ。黒いトレーの上に三つ並んだ懐中時計を詩音の前に置くと、塚原は一歩下がる。

「これは……？」

「これが詩音に見せたかった物だよ」

　三つの懐中時計はどれも同じデザインで、銀色の蓋ふたには見事な花はな柄がらの彫ちよう金きん細工が施ほどこされており、花の縁ふちを彩いろどるように、ストーンが並んでいる。三つの違いと言えばそのストーンの色ぐらいで、クリアの物と赤、青と三つ共それぞれ色が違う。

（シルバー？　プラチナ？　石はたぶん宝石なんだろうけど……）　>>>♥

　残念ながらそれを目め利ききできる自信はない。これを自分に見せてどうしたいのか。意図が分からずに史人に視線を向けると、クリアの石をはめ込んだ懐中時計を手に取った史人が、それを詩音に差し出してくる。

「開けてみて」

「う、うん」

　どう見ても高級品であろうそれを、緊きん張ちようしながら受け取り、詩音は蓋を開けた。

「……オルゴール」

「その通り」

　蓋を開けると共に、可愛かわいらしいメロディが流れ出す。

　文字盤ばんに埋うめ込まれたシリンダー型のオルゴールが動く様に目を奪うばわれ、じっと見入った。文字盤そのものはシンプルなデザインで、それが却かえって金色のオルゴールムーブメントを引き立てている。流れてくるメロディはショパンのノクターンだ。

（すごい……）

　十七弁式のオルゴールはどうしても音が硬かたく、単調になりがちだ。それなのに、一つ一つの音が丸みを持って柔やわらかに響ひびいている。真しん剣けんに流れてくるメロディを聴きき、ふと顔をあげるといつの間にか史人と塚原が真剣な眼まな差ざしを詩音に向けていた。

「えっと……」

「三つとも聴いてみて。聴き比べてくれるかな？」

　そう言われて、ようやく意図が分かった。

　史人の言葉に頷いて二つ目の蓋を開くと、流れてくる曲は同じノクターンだ。

（だけど、さっきと音が違う）

　おそらく、オルゴールムーブメントを作った会社が違う。

（見た目の価値とかは分からないけど、これなら……）

　目利きには自信がなくても、利き耳となれば話は別だ。物心つく前から祖父のオルゴールの音を聴き続けてきたし、耳の良さはガエルも認めてくれている。

　三つの懐中時計を順番に聴き、最後にもう一度最初に聴いた懐中時計の音を聴くと、詩音はゆっくりと顔を上げた。

「どうだった？」

「どれもすごく丁てい寧ねいに作られたオルゴールだと思います。でも、音の優ゆう劣れつをつけるとするなら、最初に聴いたものが一番良かったです」

　クリアの石が埋め込まれている懐中時計を指し示すと、塚原はなるほどと頷き、史人もまた納なつ得とくしたように頷く。

「さすが、サラス社のオルゴールですね」

「サラス社って、日本の有名なオルゴール会社ですよね」

　日本の高級オルゴール会社の名前を出され、驚いた。ある意味商売敵がたきとも言えるオルゴール会社の名前は、詩音も知っている。その中でも、サラス社と言えば日本だけでなく海外からの評価も高い、人気のオルゴール会社だ。

「最後にもう一つ、聴いてもらってもいいかな」

「いいですよ。……え？」

　返事と同時に、大きな手に両目を覆おおわれた。突とつ然ぜん奪うばわれた視界に戸と惑まどうと、「目を閉じて、音だけを聴いて」と囁ささやかれる。

　その手の熱さにドキドキしつつも、流れてきたメロディに詩音は息を吞のんだ。

「これ、同じ懐中時計型、なんですか？」

「そう。懐中時計型で十七弁式。条件はほぼ同じだよ」

　曲も同じノクターンだ。それなのに、同じ懐中時計型のオルゴールとは思えない。

（すごい。音の柔らかさが全然違う……）

　そもそもオルゴールの音は小さなものだ。木箱のようなケースに入れて音を反はん響きようさせることで、音に広がりを持たせている。そのため、懐中時計のような金属製の小さな空間にオルゴールを入れると、どうしても音は硬く尖とがった音色になる。同じ条件でも、サラス社の音は柔らかく良くできていたと思う。でも、今流れてくるメロディはそれ以上だ。それに──

「この音、聴いたことがある……」

「その通り。さすが詩音だ」

　ゆっくりと両目を覆っていた手が外されると、詩音は史人が持つ懐中時計を見て呟つぶやいた。

「じいちゃんが作った、オルゴール……？」

「よくわかったね。これは十八年前、アルトナーさんとうちの会社が作った懐中時計だよ」

　他ほかの三つとは違う、少し古さを感じさせる色合いの懐中時計。見た目の記き憶おくはないけれど、音の記憶には自信がある。

　史人からその懐中時計を受け取り、ムーブメントをよく見るとそこにはアルトナーのロゴが入っていた。

「アルトナーさんが作った懐中時計も含ふくめると、どの音が一番いいと思った？」

「それは……、じいちゃんが作った物が一番いいと思います。身内だからではなくて、職人としても純じゆん粋すいに、アルトナーの音が一番いいと思いました」

「だろうね。俺もそう思う」

　史人の同意が嬉うれしくて、詩音は笑った。

　小さな懐中時計の中で鳴っているとは思えない柔らかな音の響き。職人を目指し練習を続けている今だからこそ、祖父の職人としての素す晴ばらしさを改めて感じ、誇ほこらしいとも思えた。

　アルトナーの懐中時計を三つの懐中時計と共に並べると、史人は真剣な目を塚原に向ける。

「やはりアルトナー社以上の音でないのなら、いくらサラス社の物でも商品化することはできないな」

「ですが社長。今いま更さら計画の中止はできませんよ」

「分かっている。だからわざわざスイスまで足を運んだんじゃないか」

　ね、と意味深に微笑ほほえみ、史人は詩音の手を取った。

「……あなたの計画は狂くるったものと思っていましたが」

「さあ、それはどうだろうね」

　訳の分からないやり取りに目を丸くすると、史人は詩音を見つめにっこりと笑った。
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　今日のお礼に、と連れてこられたのは旧市街地にあるレストラン『レザミニエール』だ。

（ものすごい高級店とかに連れてこられなくてよかった……）

　史人にエスコートされるがまま来てしまったが、店内のアットホームな雰ふん囲い気きに、心底ほっとした。家庭的なスイス料理が楽しめるレストランのようで、メニューも定番料理ばかりだ。

　あからさまに安心した表情を浮うかべていたのか、さっきは緊張させたからねと史人に微笑まれ、自分の庶しよ民みんっぷりが恥はずかしくなる。

「今日のお礼だからね。好きな物頼たのんでいいよ」

「そんな大したことはしてないですけど」

「そう言わずにさ」

　この店のシュペッツレは美味おいしいよと勧すすめられ、史人がこの店に来るのは初めてではない事を知る。気になった料理を注文し、史人と同じワインを頼むと意外そうな目を向けられた。

「あ、飲まない方がよかったですか？」

「いや、詩音とお酒を飲むなんて不思議な感じでね。ちょっと驚おどろいただけだよ」

「それは、お互たがい様です」

　詩音だって、史人がお酒を飲むのは意外だ。それだけの年月が経たっている事を実感しつつ、くすぐったいような懐なつかしさで笑う。

　乾かん杯ぱいをし料理が出で揃そろった頃には、緊きん張ちよう感かんもすっかり解けていた。

「それじゃあ、史人さんはオルゴール職人を探すために、このスイスに来たんですか」

「まあ、そういうことになるかな」

　先さき程ほど史人が見せてくれた三つの懐かい中ちゆう時計は、シャトーウォッチが来年の春に発売を考えている新商品の試作品らしい。創業当時、シャトーウォッチは懐中時計型オルゴールの製造を行っていたが、会社の方ほう針しん変へん更こう等により、製造を休止していた。だが、Re.Fureuブランドの名前が広がると共に時計ファンから是ぜ非ひRe.Fureuから懐中時計型オルゴールの再生産を、という声が増えてきたらしい。そのため、来春に懐中時計型オルゴールの販はん売ばい再開を目指し、史人は動いているのだと言う。

「せっかくスイスにも支店をオープンできたのだから、また再さい販はんできればと考えて準備を進めてきたはいいものの、どうにもうまくいかなくてね」

「どうしてですか？　すごくいい時計だと思ったんですけど」

「時計は、ね。問題は音の方さ」

「オルゴールの方に問題がある、ということですか？」

「詩音だって感じただろう。アルトナーの、以前作られていた物の音が一番いいと」

　そう言われて、躊躇ためらいながらも頷うなずく。

「二十年ぶりの再販なのに、以前の物の方がよかった、なんて言われるわけにはいかないからね。ちょっと行ゆき詰づまっているんだ」

　慣れた仕草でワインを飲みながら、史人は続ける。

「この懐中時計の話が決まる前もその後も、俺は詩音を探していたんだよ。でも、女性のオルゴール職人として探したせいか、見つけられなくてね」

「僕を探してくれたんですか？」

「もちろんだよ。この懐中時計の話が出た時も、オルゴールの作り手を探す中で、真っ先に思い浮かんだのは詩音のことだった。でも、残念ながら見つけられなかったし、正直、詩音が別の職業を選んでいる可能性もあると思っていた。だから、こうしてオルゴール職人を目指している詩音と再会できたのは、運命だと思ったよ」

　そう言うと、史人はグラスを置いて真っ直すぐに詩音を見つめる。

「詩音、約束を覚えてるかな？」

「約束……？」

「そう。別れるとき、いつも約束しただろう。覚えてない？」

　穏おだやかな声こわ音ねと優やさしい笑え顔がおが、幼い史人と重なる。

「……いつか、二人で一いつ緒しよに作ろう」

「よかった、覚えていてくれたんだ」

　でも、今までずっと忘れていた。

　嬉しそうに笑う史人にそんなことは言えず言葉を飲み込む。

「ねぇ、詩音。よければ君も作ってみないか？」

「作るって、何を……」

「もちろん、懐中時計型のオルゴールを」

　なんとなく予感はした。それでも、史人の言葉に詩音は慌あわてて首を振ふる。

「嬉しいけど、僕には無理です。まだ見習いで、ちゃんと売れるようなオルゴールを作れたこともないし。僕みたいな見習いじゃなくて、ガエルさんなら」

「あの職人のことだね。でも、彼が俺からの依い頼らいを受けてくれるようには見えなかったけど」

「それは、その……。すいません、ガエルさんはあまり日本のことが好きじゃなくて」

「理由を聞いてもいい？」

　史人に言われ、詩音は僅わずかに眉まゆを寄せる。

「……今の主なオルゴール生産国がどこなのか、史人さんなら分かりますよね」

「日本、だね」

　詩音は頷き、息を吐つく。

「元々ガエルさんは職人としてのプライドが高い人で、オルゴールが日本で安く大量生産されていることにあまり好意的ではなかったんです。でも、今みたいにあからさまに日本を嫌きらうようになったのは、一年ぐらい前からです」

「何かあったのかい？」

「……日本の会社から、取引を打ち切られたんです」

　アルトナー工こう房ぼうのオルゴールはスイスだけでなく、ドイツやアメリカ、日本でもアンティークショップなどで販売されていた。祖父アルトナーの死後、取引先は激減したがその中でも一年前に取引を打ち切った日本企き業ぎようが残した言葉は、ガエルのプライドを深く傷つけた。

　──残念ながら、あなたが作ったオルゴールはほとんど売れていません。今では日本の企業の方が安く優すぐれたオルゴールを製作していますからね

　その言葉にガエルは激げつ昂こうし、それ以来今まで以上に日本のことを悪く言うようになった。

　安物で満足しているような相手に売るオルゴールはない。この程度の音で満足しているような日本人に、スイスオルゴールの良さが分かるはずがない。

　あからさまに日本を嫌うガエルの態度に詩音は傷ついたが、彼に対して強く言えなかった。

　祖父が亡なくなったとき、詩音はまだ十八歳だった。いつか祖父の仕事を手伝いたくて、詩音もオルゴール職人を志していたが、一人で工房を引き継つぐにはあまりに未熟。そんな詩音を助けてくれたのが、祖父に弟子でし入いりしていたガエルだ。

　ガエルも当時まだ三十一歳。職人としての経験は浅いものの、祖父から才能を見込まれており、すでに一人前の職人としてオルゴール作製を行っていた。そのため、祖父が亡くなった後も、なんとか工房を存続する事ができた。

　アルトナー工房を引き継ぐ、という重責にガエルが苦しみ、余よ裕ゆうをなくしていく様を詩音は間近で見てきた。元々短気だったが、目に見えて周囲への当たりが厳しくなり、祖父が存命だった頃ころより仕事が減った現状に、ガエルが焦あせりと苛いら立だちを感じている事は詩音も分かっている。

　詩音が博物館での仕事をはじめたのは、そんなガエルの負担を少しでも減らしたいと思ったからだ。職人として未熟な上に、たとえ一人前の職人になったところで、仕事がなければ意味はない。だったら、自分にできる事は他ほかの働き口を見つける事だけだと思った。

　日々経営が苦しくなっている現実もよく分かっていたし、綺き麗れい事ばかりで商売はできない。

「本当は、分かっていたんです。長年職人として活かつ躍やくしていた人まで仕事が無くなって廃はい業ぎようしている今、新しい職人なんか求められてないって。それでも、ガエルさんが居てくれたし、じいちゃんの残してくれた工房を守りたかったから」

　祖父亡き後も工房を続ける。それはかなり無む謀ぼうな決断だった。なんとか仕事の流れを整えることができた今でも、いつまでもこの状態を保てないことぐらい、心の中では分かっている。

「詩音は、アルトナーさんと俺の祖父が対立した理由を知ってるかい？」

　突とつ然ぜん話題を変えられ、戸と惑まどいながらも詩音は首を振った。

「い、いいえ。聞いたんですけど、じいちゃんは話してくれなくて」

「そうか」

　そう言うと、史人は自分の腕うで時ど計けいを外し、テーブルの上に置いた。

「この時計は、俺がシャトーウォッチに入社する時に祖父から貰もらった物だ。大体どのぐらいの価格の物か、予想できる？」

「そんなこと、急に言われても……」

　史人が外した腕時計を手て渡わたされ、受け取りながらも詩音の手は震ふるえた。

（宝石がついているようには見えないけど、でも、絶対高い……）

　中の構造が見えるスケルトンムーブメント。細かな歯車が時を刻む動きを実際に見ることができ、なだらかな曲線のクッション型ボディは柔やわらかい輝かがやきを放っている。それなのに、作りは薄うすくて軽く、実用性にも優れていると感じる。

「全然分からないんですけど……、一万フラン、とか」

「惜おしいね。売値だと一万五千フランぐらいかな」

　さらりと言われた値段に息を吞のんだ。驚おどろいて震えた手に慌ててそっとテーブルの上に腕時計を戻もどし、手を離はなす。一万五千フラン、日本円だとおそらく二百万近い金額だろう。

　高いだろうと予想していたものの、それを当然のように身につけていた史人に、改めて驚く。

　狼狽うろたえる詩音に微笑ほほえみかけ、史人はまた腕時計をはめた。

「す、すごいですね」

「そう？　じゃあさ、詩音はこういう価格の時計をどう思う」

「どう思うって言われても……」

　何万、何十万フランもする時計が存在する事は知っている。そして、ここスイスではそのような高級時計が多く製造され、世界各国の富ふ豪ごうが買い求めに来ているという事も。

「すごくかっこいいし、素す敵てきな時計だなって思います。でも、僕にとっては一生手が届かない物みたいに思えます。遠い存在というか……」

　むしろ、欲しいと思うことさえ恐おそれ多い。こういう物を買える人が居ることも、詩音にとっては信じられないような話だ。

「そうだね。詩音の考えが一いつ般ぱん的なものだと思うよ」

　当然の様に高級品を身につけている相手から肯こう定ていされるとは思わず、史人の返答に戸惑う。

「俺の祖父も元々職人だったからね。はじめは一点一点手作りにこだわった。当然、一つあたりの価格は跳はね上がり、作る商品は一般的な客層は手が出せないような高級品ばかりだった」

「……そうなりますよね」

「祖父はそれを変えたかった。いい品をもっと多くの人が手に取れる価格で作ろうとした。一点一点の手作りをやめ、部品の大量生産を行う事で一つあたりの価格を下げようとした」

　だからこそ、シャトーウォッチはカジュアルラインの時計製作にも力を入れていると言う。カジュアルラインの価格は三百フラン前後。それなら、少し頑がん張ばれば詩音でも手が届く価格だ。

「でもそれは、手作りにこだわり続けたアルトナーさんとは正反対の考えだった。当時からすでにオルゴールの量産化は進み、安いオルゴールが出回っていたけれど、アルトナーさんは快く思ってなかったみたいでね。同じように量産化を目指す祖父の考えが許せなかったんだろう」

　それはまるで今のガエルと同じだ。

　量産化と一点物へのこだわり。平行線をたどった対立の結果が今だと思うと、切なくなる。

「だったら、史人さんのおじいさんの方が、正しかったということですね」

「どうしてそう思う？」

「だって、結果を見れば分かるじゃないですか」

　悪化していく一方のアルトナー工房の経営とは反対に、史人の会社はスイスに直営店をオープンさせるほど成長している。どちらが成功者かなんて、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「安くていい物が手に入るなら、それが一番なんです。僕のところみたいな小さな工房は、もう必要ないのかもしれません……」

「俺はそうは思わないな」

　力強い声に顔を上げた。

「だったら、どうして今になって俺が懐かい中ちゆう時計を作ろうとしていると思う？」

「どうしてって、それはファンからの要望があるからって」

「そう。アルトナーさんが作った音色をもう一度聴ききたい人が居る。求めている人が居るから、俺はもう一度作りたいと思った」

　会社経営が安定してきたことで、シャトーウォッチは以前のような一点一点の手作り製造を再開するようになり、その結果誕生したのがRe.Fureuだ。そして、Re.Fureuの誕生が、シャトーウォッチをスイスに出店できるほどまで成長させた。

「安くていい物も、一点物も、どちらにも需じゆ要ようがある。どちらかだけでいいなんてことはない。両方必要なんだと、俺は思うよ」

　どちらかだけではなく、両方。その言葉に胸が熱くなる。すると、テーブルの上に置いていた詩音の手に、史人の手が重なった。

「ねえ、詩音。俺と一いつ緒しよに作ってみないか？」

「でも……」

「今すぐに返事をしなくていいよ。俺は四日後の朝に日本に帰る。その時にまた返事を聞かせてくれないかな」

　すでに社長として自信を持っている史人とは対照的に、自分はまだまだ見習いで、職人になることにもどこか消極的になっていた。

　祖父の音色を超こえる物を自分が作る。そんなこと、できるなんて思えない。

「もちろんこれはビジネスだから、詩音が作った物を本当に世に出せるとは限らない。だけど、俺はできることなら詩音と作りたい」

　強い言葉に背中を押されるように、詩音は「考えてみます」とだけ呟つぶやいた。




　＊　＊　＊




　その日の夜、詩音は夢中になってオルゴールを作っていた。

　史人と話している中で、思い出したことがある。

　温かい光が差し込む工こう房ぼうで、出来上がったばかりのオルゴールの音を詩音に聞かせながら、祖父はこう言った。

　──オルゴールは大切な人へ安らぎを贈おくることができる、宝物なんだよ

　だからこそ、一つ一つ優やさしい音になるように心を込めて作るのだと。

（そうだった……）

　両親が亡なくなり、祖父の仕事を手伝う中で、祖父の役に立つために自分もオルゴール職人を目指そうと思った。それが、オルゴール職人を志したきっかけだと。

　だけど、違ちがったのだと今なら分かる。

（史人さんのために作りたい。それが最初だったんだ……）

　大切な人のために、安らぐような音のオルゴールを作りたい。それがきっかけで、幼い頃ころの自分は祖父にオルゴール作りを習い始めた。その後、日本に行かなくなったことや両親の死で、幼い頃の気持ちなどすっかり忘れていた。

　でも史人と話して、もし本当に自分が懐中時計を作ることになったらと考えた時、純じゆん粋すいに史人が喜んでくれる音を作りたいと思った。

　作りかけだったオルゴールの櫛くし歯ばを試し聴ちよう機にセットして、音を確かく認にんする。

（これじゃダメだ。もっと柔らかい音で、しっかり響ひびかせないと）

　小さな懐中時計の中に入れても、柔らかな響きを持った音にしたい。そのためにはどうしたらいいのか、何度も何度も音を聴いて、そのたびに音を調整していく。

　削けずりすぎたら後には戻れない。だからこそ慎しん重ちように、丁てい寧ねいに。低音には鉛なまりを塗ぬって、音と音がぶつからないように少しずつ削って。

（聴く人が安らぐような音……）

　その音を作るためにはどうすればいいかをひたすらに考えて、気づけば朝になっていた。







『……どう、ですか？』

　試聴機にセットした櫛歯の音をガエルに聴いてもらい、詩音は緊きん張ちようしながら問いかける。

　ひたすら櫛歯の調律に集中し、正気に戻ったのはガエルが出勤してきてからだ。朝になっているのにも気づかないほど夢中になっていた事に呆あきれられたが、出来上がった櫛歯の音を確認して欲しいと言うと、ガエルの顔つきが変わった。

　何度も音を確認し、険しい表情を浮うかべるガエルに恐る恐る聞くと、彼は大きく息を吐ついた。

『アルトナーさんの音に、近づいたな』

『本当ですか？』

『ああ。今まで作った中で、一番いい音だ』

　ガエルが手放しでただ褒ほめてくれるのは初めてだ。今までで一番集中して作っただけに、ガエルの言葉が心底嬉うれしい。

　それなのに、ガエルは厳しい表情で詩音の櫛歯を睨にらんだまま、それ以上何も言おうとしない。

『あの、何か気になることがあるなら言ってください。その方が勉強になりますから』

『いや。特に言うことはない。せっかくいい櫛歯に仕上がったんだ。このままオルゴールを一つ完成させてみたらどうだ』

『あ、はい……』

　それだけを言って、ガエルは自分の作業台へ移動してしまった。

　黙もく々もくと仕事をはじめ、何も話そうとさえしない。

（……何か気に障さわるようなことしたのかな）

　ガエルが仕事に集中して口数が減るのはいつものことだ。

　だが、今日のガエルはいつもと違う。黙々と作業をする背中からは、話しかけづらい雰ふん囲い気きを感じ、詩音もまた何も言わずに自分の仕事をする。

　終業時間になると同時にガエルは何も言わずに帰っていった。

　息が詰つまるような緊きん張ちよう感かんからようやく解放され、詩音は大きく息を吐いた。

（ガエルさん、何かあったのかな……）

　気き疲づかれも含ふくんだ疲ひ労ろう感かんに詩音は作業台にうなだれる。おまけに昨晩は無意識とはいえ徹てつ夜やしてしまった。ずっしりとした疲労と眠ねむ気けに同時に襲おそわれ、大きな欠伸あくびが出る。

（でも、時間通り帰ってくれて助かった）

　実は昨日の別れ際ぎわ、史人がオルゴール修理の様子を見てみたいと言い出したのだ。作業を見られることはかまわないが、ガエルの居るときだと困る。日中は史人も仕事があると言うので、ガエルが帰った後の時間を狙ねらって、史人が工房に来るという形で話はまとまった。

　万が一にも鉢はち合あわせしないようにするため、約束は終業時間の一時間後。

　それまで、もう少しオルゴールの作製を続けよう。そう思って、詩音は欠伸を嚙かみ殺した。







　約束の時間ぴったりに、史人は工房に現れた。

　軽く挨あい拶さつを交かわした後、詩音は引き出しの中に隠かくしていた史人のオルゴールを取り出す。

「修理、はじめますね。音を聴いて、違い和わ感かんがある箇か所しよを教えてください」

　いくらアルトナーのオルゴールとは言っても、詩音が知らない曲であることは変わらない。アトリエや家をくまなく探したが、このオルゴールの楽がく譜ふどころか、当時の資料さえ見つからなかった。となれば、スムーズに修理をするためには、史人の協力が必要だ。

　流れる音に耳を澄すまし、史人が違和感を指し摘てきしたのは十六箇所。違和感のある場所と櫛歯の動きを何度も何度も確認し、調律が狂くるったであろう歯にあたりをつける。

（うん。耳も思い出してきた）

　繰くり返し音を聴くうちに、記き憶おくの奥底に眠ねむっていた祖父の音が蘇よみがえってきて、詩音にも音の違和感が分かるようになってきた。調律が狂っている歯はおそらく三本。これならば自分にも修理できそうだと、ほっとする。

「分解させてもらいますね」

　念のため一言声をかけてから、詩音はムーブメントを外し、一つ一つのパーツに分解していく。細かな部品をなくしたりしないよう、すべて木製のトレーの上に並べ、念のため他ほかの部品にも傷や傷いたみがないかを確認していく。

「さすが、手て馴なれているね」

「基本的に、修理は全部僕の仕事ですから。退たい屈くつじゃないですか？」

「全然」

　黙々と作業する詩音の手元を、史人は興味深く見ている。

　こんな作業見てもつまらないだろうと思っていたけれど、かなり興味があるようで、タイミングを見計らってパーツに関しての質問もされた。そういえば彼の祖父は時計職人だったし、彼自身も今は時計会社で働いている。こういう構造には関心があるかもしれない、と思うと史人を少しだけ身近に感じて嬉しくなった。

「史人さんも自分で時計を作る事はあるんですか？」

「一流の経営者は一流の職人であれ、という祖父の教えでね。二年間ドイツに留学して修しゆ業ぎようしたな。今でも集中したい時は、自分で作りたくなる」

「そうなんですね。いつか史人さんが作った時計も見てみたいです」

「いつか必ず詩音に作って贈るよ。それも約束しただろう」

「史人さんは本当によく覚えていますね」

　史人の言葉をきっかけに詩音も幼い頃の事を思い出すが、逆に言えば史人に会うまではあの頃の事なんてほとんど忘れていた。

「僕だけ忘れていて、なんだかすいません……」

「俺の方が五つも年上なのだから、詩音より覚えていて当然だよ。それに、忘れるぐらい辛つらい事があったんだから、無理もないさ」

　優しい表情でそう言ってくれる史人に少しだけ気持ちが和やわらぐ。

　取り出した櫛歯の状態を確認し、試聴機にセットして改めてどう調律すればいいか、頭の中で何度もシミュレーションを繰り返す。

　その時、ふとオルゴールのメロディが響いた。振ふり返ると、棚たなに飾かざっていたオルゴールを手に取った史人が笑う。

「勝手に聴きいて悪いね。これ、詩音が作ったもの？」

「よく分かりましたね。下の棚にあるオルゴールは、大体僕が作った物です」

　練習作だからあまり見ないでくださいと苦く笑しようを浮かべると、史人から聴きたいと返される。

「作業の邪じや魔まになるかな？」

「慣れているから大だい丈じよう夫ぶですけど……」

「じゃあ、聴かせてもらうよ」

　そう言うと、またオルゴールのメロディが響き始める。聞こえてきたのはパッフェルベルのカノンだ。

（ちょっと、恥はずかしいな……）

　自分が作るオルゴールはまだまだ完成度が高いとは言えない。今史人が聴いているオルゴールも、櫛歯は自分で作ったが、シリンダーはガエルが作った物を使用している。

（釘くぎ打うち、練習しないとな……）

　オルゴール製作工程で詩音が一番苦手としているのはシリンダーの釘打ちだ。それはガエルの得意分野でもあり、修理が主な仕事の詩音ではなかなか練習する時間を作るのも難しい。

（とりあえず、今は修理に集中しないと）

　小さく息を吐いて手元のオルゴールを見つめなおす。やるべき事は、目の前のオルゴールの美しい音色を取り戻もどす事。そう気持ちを切り替かえると、余計な音は詩音の意識から消えた。







「……史人さん？」

　集中力が途と切ぎれたタイミングで顔を上げると、工こう房ぼうの中がひどく静かな事に気づいた。

　くるりと振り返った先。椅い子すに座っている史人の姿を見て、詩音は思わず口元を押さえる。

（眠って、る……？）

　木製の椅子に深く腰こし掛かけた史人の目は閉じられていて、首が少し傾かたむいている。

　手にしたオルゴールは落ちないようしっかりと持っているが、どうやら眠りは深いようで、耳をすませば規則正しい寝ね息いきまで聞こえてきた。

（疲つかれてるのかな……）

　考えてみれば、史人は仕事のためにこのスイスに来ているのだ。そんな中、自分と会う時間を作るために、無理をしているのかもしれない。

（なんだか、懐なつかしいな）

　自分の記憶よりもずっと大人でかっこよく成長した史人に戸と惑まどってばかりいたが、こうして眠っている姿を見るとふと幼い頃ころを思い出した。

　覚えているのは、すごく大きな史人の家と、その庭にある大きな木。その木の下に並んで座り、日本の事やスイスの事、時計やオルゴールの事、いろんな話をした。勉強や習い事ばかりで忙いそがしいという史人は、自分の隣となりでよく転ごろ寝ねをしていた事を思い出す。

（でも、誰だれかが来るとすぐに起きてたんだよね）

　自分以外の人が居る所で史人が寝ている所を見たことがない。詩音にしか寝顔を見せたことがない、なんて冗じよう談だんっぽく言われ、自分だけが史人の特別なようで密ひそかに喜んでいた。

（だから、史人さんにオルゴールを作りたいって思ったんだよな）

　自分が居ないときでも、史人がゆっくり眠れますように。そんな願いを込めて自分ははじめてオルゴールを作ったのだ。

　物音を立てないようにそっと史人に近づくと、自然と頰ほおが緩ゆるむ。偶ぐう然ぜんかもしれないが、今史人が手に持っているのはシリンダーも櫛くし歯ばも、すべて自分一人で作ったオルゴールだ。

　この音で、史人が少しでも安らいでくれたのかもしれない。そう思うと、すごく嬉うれしい。

「でも、ここで寝ると危ないですし、風邪かぜひきますよ？」

　こんな硬かたい椅子の上では、寝にくいだろう。

　驚おどろかせないように、詩音はそっと史人の肩かたを叩たたいた。

「……詩音？」

「起こしてすいません。でも、ここで寝ると危ないですよ」

　疲れているなら、アトリエの方に客用のソファがある。そう言うと、史人は自分の腕うで時ど計けいに視線を落とし、驚いたように目を丸くする。

「俺は、寝ていたのか？」

「はい。ほんの少しとは思いますけど」

「そう、か……」

　何をそんなに驚くことがあるのか、史人は何度か瞬まばたきを繰り返し、手元のオルゴールに視線を落とす。その姿を見て、詩音は「そうだ！」と作業台へと戻った。

「僕、史人さんに聴いて欲しい物があるんです」

　そう言って、詩音は作業台の引き出しから一つのオルゴールを取り出し、史人の元へと戻った。それは、昨日徹てつ夜やで作ったオルゴール。

「まだ完成はしてないんですけど……」

　出来上がったのは櫛歯だけで、他は有り合わせのパーツで組み立てただけだ。ムーブメントだけの剝むき出しのオルゴールの螺ね子じを巻き、流れ始めたメロディと共に史人に笑いかける。

「きらきら星……」

「はい。覚えてますか？」

　幼い頃の史人が好きだった曲で、そして詩音がはじめて作ったオルゴールの曲。

「昨日、史人さんと話して思い出したんです。僕が最初にオルゴール職人を目指したきっかけは、史人さんにオルゴールをプレゼントしたいと思ったからだって。史人さんが安らげるような音を自分で作りたい。そう思って、僕はオルゴール職人を目指すようになったんです」

「……安らぐ音？」

「はい。オルゴールは人に安らぎを贈おくることができる物だって、じいちゃんが教えてくれたんです。だからあの頃の僕は、史人さんにオルゴールを贈りたいって思ったんです」

　詩音が覚えている史人は、いつもどこか無理をしている様に見えていた。自然体の史人とはどこか違ちがう、何かを作っている様な印象。さすがに今ではそんな無理をしていないとは思うが、社長という立場は、自分の想像よりもきっと責任が重く大変な立場だと思う。

　だからこそ今の史人に対しても、あの頃と同じようにオルゴールを贈りたいと素す直なおに思えた。

　オルゴールの音色がゆっくりと止まり、詩音は小さく笑った。

「このオルゴールが完成したら、もらってくれますか？」

「俺がもらっていいのかい？」

「もちろんです。そのために作ったんですから」

　史人の事だけを考えてできた音だ。他のパーツも自分の手で完成させて、それから史人に贈りたい。そう言うと、史人は真しん剣けんな目でオルゴールを見つめ、ふっと息を吐ついた。

「やっぱり、俺にとって特別なのは詩音だけだ」

「……史人さん？」

「正直、詩音に会わないべきだと考えたこともあった。詩音を探せるぐらいの力を持てた時にはすでに何年も経たっていたし、すぐには見つからなかったからね。このまま会わないのも一つの選せん択たくだと、そう思った時もあった」

　だけど、会ってよかった。史人が低い声で囁ささやき、その大きな手を頰に添そえられた。

　突とつ然ぜんどうしたのか。戸惑いながら顔を上げると、強い力で身体からだを引き寄せられる。

「んっ！」

　ぶつかる様に唇くちびるが重なり、驚いて震ふるえた身体を強い力で抱だきしめられた。

（キス……、なんで……？）

　唇で感じる熱と濡ぬれた感かん触しよく。唇を舐なめられ、慌あわてて史人の身体を押す。

「な、っん……んん！」

　抗こう議ぎの声を上げようとすれば、その隙すきをつくように熱い舌が口こう腔こうに入ってきた。身動きできないほどきつく抱きしめられ、もがけばもがくほど口腔を荒あら々あらしく貪むさぼられる。苦しさに耐たえ切れず、混ざり合った二人分の唾だ液えきを飲むと、強い酒でも飲んだように身体中が熱くなった。

　やっと唇が解放される頃には足に力が入らず、詩音は震える手で史人の腕うでを摑つかんだ。

「史人、さん……」

　どうしてキスをされたのか、まるで分からない。

　恐おそる恐る史人を見上げると、彼は「分からない？」と口元を吊つり上げる。

「俺の初はつ恋こい相手は詩音だって、聞いたよね。その気持ちが変わってないとしたら？」

「え……」

「俺は今も変わらず、詩音が好きだよ」

　真っ直すぐに見つめられたまま告げられ、その熱い視線と言葉にどくんと胸が跳はねる。

「詩音が男だと知って驚いたのは事実だけど、正直そんな事は些さ細さいな問題なんだよね。俺にとって詩音が特別だって事は変わらないから」

　目を丸くしたまま何も言えずにいると、史人が笑う。

「信じられない、って顔をしているね」

「あ、当たり前です」

「でも、詩音は子供の頃、男同士だと分かっていたのに俺とのキスを受け入れていただろう。それは俺の事意識してくれていたからじゃないのかな？」

「それは、友達として好きだったのと、あとは好こう奇き心しんで……」

「好奇心でキスしていたんだ。詩音も結構大だい胆たんだね」

　くすくすと笑われ、余よ裕ゆうな態度の史人に詩音は狼狽うろたえる。

　何も言えずに居ると、今度は頰に音を立ててキスをされた。

「だったら、これから意識して。俺の事好きになれるか考えてみてよ」

「好きになれるかって、だって男同士なのに……」

「男とか女とか関係なく、俺は詩音が好きだよ」

　きっぱりと言い切られ、言葉に詰つまる。

「それとも、俺とのキスは嫌いやだった？」

　少しだけ悲しげな顔をされ、一いつ瞬しゆん胸が痛む。

　史人との唇でのキスは、これで三度目だ。祖父に見み咎とがめられた時、再会した時、そして今。どれも驚いたし、怖こわいと感じたこともある。それなのに……。

（僕、嫌だって思って、ない……？）

　男同士でキスなんて、気持ち悪いと思うし絶対に嫌だ。それなのに、史人相手だと嫌だと感じない。そんな自分に気づいて、胸がざわつく。

　史人の感触が残っている唇を舐めると、顔がどっと赤くなった。

「その顔は、期待しても良さそうだね」

「き、期待なんて……」

「すぐに答えが出せるなんて思ってないよ。だから、俺の事意識してちゃんと考えてみてよ。俺は詩音に好きになってもらえるように、口説くから」

「く、口説くって……」

「悪いけど、俺は詩音を諦あきらめるつもりはないよ」

　口元を吊り上げて笑う史人に、宣戦布告されている気分になる。唐とう突とつに、塚原から言われた言葉が思い浮うかんだ。

　──もし社長の事を少しでも嫌だと感じる事があれば、全力で逃にげる事をお勧すすめします

　嫌なら全速力で逃げるべき。その言葉の意味が、ここに来て少しだけ分かった気がする。史人の目は、獲え物ものを狙ねらう目だ。そして、獲物は自分。

　嫌だと感じたら逃げるべき、でも、嫌だと感じなかったとしたら……。

「それとも、口説かれるのも嫌だと拒きよ絶ぜつする？」

　自分が友人として心から慕したっているからか、史人からの好意を拒絶なんかできない。

　少しだけ考えてゆっくりと首を振ふると、史人は笑えみを深くする。

「それならよかった。時間をあげるからゆっくり考えてよ。詩音の覚かく悟ごが決まったら教えて」

「覚悟って、なんの？」

「もちろん、俺に一生愛される覚悟だよ」

　告白の次はまさかのプロポーズだ。おまけに、告白している側の史人の方が自信に満ちた声をしていて、史人のペースに完全に吞のまれている。

　完全に言葉を無くしていると、史人がふっと笑った。

「まあ、あとはゆっくり考えてみてよ。でも、一つだけお願いがあるかな」

「……僕に、できることなら」

　どんな事を言われるか、緊きん張ちようしながらも頷うなずくと史人は自分の腕うで時ど計けいを掲かかげて見せる。

「悪いけど、終電を逃のがしたから泊とめてくれないかな？」







　なぜこんな事になったのか。何度考えても、思いついた逃げ道はすべて史人に阻はばまれた後だ。

　アトリエから歩いて数分、生まれた時からずっと住み続けている二階建ての一いつ軒けん家や。その上、自室のベッドの中となれば、一番リラックスできる場所のはずなのに、少しも落ち着かない。

　それもすべて同じベッドで眠ねむろうとしている史人のせいだ。

　なるべくぶつからないようにとベッドの隅すみで身体を丸めると、伸のびてきた手に肩かたを抱かれる。

「詩音、そんなに端はしに居ると落ちてしまうよ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、ですから……」

「そんなに緊張しなくても、前はこうして一いつ緒しよに寝ねてただろ」

　くすりと笑いながら掠かすれた声で囁かれ、詩音はますます身を硬かたくする。

（前って、十六年前と今じゃ違ちがいすぎるよ……）

　包み込まれるような体格差は変わらなくても、肌はだから伝わる感触は全くの別物だ。触ふれた肌は鍛きたえているのか硬く、同じボディソープを使ったせいか、漂ただよってくる自分と同じ香かおりに、なぜかドキドキしてしまって一向に眠ねむ気けが訪おとずれない。

　うたた寝していた史人を起こした時は、すでにジュネーブ行きの終電時間を過ぎていた。終電時間を忘れていたのは自分が悪いし、小さな山村ではホテルを探すのも難しいので自分の家に泊まってもらうのも問題ない。でも、まさか同じベッドで寝るとは思っていなかった。

　もちろん、同じベッドで寝ようと言い出したのは史人だ。

　一緒に寝るなんて冗じよう談だんだと思ったが、史人は本気だった。詩音のベッドだから詩音が使うべきだ、客人を床ゆかで寝させるわけにはいかない、客人じゃなくて友人だよね、と繰くり返した問答の末、結局は史人の望みどおり、二人でベッドに寝る事になってしまった。

　諦め混じりに息を吐き、思わずぽつりと呟つぶやく。

「じいちゃんのベッド、残しておけばよかったですね……」

「どうして？」

「だって、狭せまいじゃないですか」

「全然。詩音はあの頃ころと変わらないね。小さくて可愛かわいい」

　そんなはずはない。いくらセミダブルとは言っても、成人男性が二人で寝るには狭すぎる。

「本当に、ほとんど残してないんだな」

　少し寂さみし気な史人の言葉に、詩音は苦く笑しようする。

　史人が詩音の家に来て一番驚おどろいたのは物の少なさだ。

　祖父が亡なくなってから五年の間、生活が苦しかった時期を乗り越こえるため売れる物はすべて売った結果、この家には詩音一人が暮らすために必要最低限の物しか残っていない。詩音に残っているのは、家族で過ごしたこの家と、オルゴール工こう房ぼうだけ。

「もっと早く、詩音を見つけられたらよかった」

「どうして、ですか」

「俺が居たら、一人で泣かせなかった」

　後ろから回ってきた腕に抱だき寄せられ、どくんと胸が跳ねる。

　慌てて振り返るより早く、史人の苦しそうな声が耳元で響ひびいた。

「ごめんね、詩音」

「……どうして、史人さんが謝るんですか？」

「……俺は何度も詩音に助けられたのに、詩音が大変な時に助けてやる事ができなかった」

「僕が史人さんを助けた事なんて……」

「助けてくれたよ。何度もね」

　抱きしめる腕に更さらに力が込められ、吐と息いきがかかる程ほどの距きよ離りで囁ささやかれる。

「よく、頑がん張ばったね」

「史人さん……」

「一人で、よく頑張った。立派に工房を守って、きっと詩音のお祖父じいさんも喜んでいるよ」

　史人の優やさしい声こわ音ねに、喉のどが震ふるえた。　>>>♥

「一人じゃ、なかったですよ」

「うん」

「ガエルさんが居ないと工房を守るなんて無理でした。イヴァンさんもいろいろ助けてくれて」

「うん」

「……もう、五年も経たったんです」

　辛つらかった、なんて言葉ではまとめられない期間を過ごしてきたが、もう五年も経っている。当時、自分でもどれだけ泣いたか分からないほど、毎日毎日泣いていた。周囲から、工房はもう諦めろと言われ、売りに出す話も出た。それでも、詩音は祖父が大事にしてきた工房をどうしても諦められなかった。

　絶対にこの工房だけは守ると誓ちかい、とにかくがむしゃらに過ごしてきた。

　無む茶ちやだ無む謀ぼうだ諦めろ、と言う周囲に弱音を吐はく事もできず。涙なみだを流すのは誰だれも居ないこの家の中だった。

　一人ではなかった。それでも、泣く時はいつも、独りだった。

『ごめ、なさい……』

『うん』

『……このままでいいのか、ずっと不安で』

『うん』

『じいちゃんの工房も、オルゴールも、守れている気が全然しなくて……』

『うん』

『……ずっと、寂さみしくて』

　嗚咽おえつ混じりに母国語で紡つむいだ言葉は、今まで誰にも言えずにいた本心だった。

　両親を亡くし、支えてくれた祖父も亡くし、このまま工房まで失ってしまっては、家族との絆きずながすべて消えてなくなってしまうようで、ただただ不安だった。

　だからこそ、必死になって工房という場所に縋すがりついた。

　祖父のように、安らぐオルゴールを作れるような職人になりたいという夢も、いつか一緒に作ろうと言った史人との約束も、何もかも忘れてしまうほど、必死だった。

　ずっとギリギリのところで耐たえていたものが溢あふれだしたように涙が止まらない。

『……ごめんなさい。史人さん』

　抱きしめてくれる腕うでに縋りついて、声を殺して泣いた。

　こんな風に、甘えるみたいに泣いてみっともないと思うのに、止まらない。許してくれるかのように優しく抱きしめてくれる腕から離はなれられない。

『詩音』

『……んっ』

　名前を呼ばれ少しだけ顔を上げると、覆おおいかぶさるようにキスをされた。

　泣いて赤くなった目を見開くと、優しく微笑ほほえみかけられる。

『俺が居るよ』

『史人さん……』

『だからもう、なんでも一人で頑張ろうとしなくていい』

　もう一度、今度はゆっくりと重なった唇くちびるに、詩音は目を閉じた。
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　微睡まどろみの中で詩音は寝ね返がえりを打つ。

　お昼ひる寝ねをしようと誘さそわれたベッドは、いつも詩音が寝ている物より柔やわらかくてふかふかで、起きあがるのがもったいなくなるほど心ここ地ちいい。

　でも、きっとそろそろ母が迎むかえに来る時間だ。

　起きて、母が迎えに来ていたらもう帰らなくちゃいけない。帰ったら、会えなくなる。

　そう考えて、詩音は眠りの中に逃にげるようにまた意識を微睡みの中へ沈しずめていく。

　まだ起きたくない。もう少しここに居たい。

　布ふ団とんの中で身体からだを丸めると、伸びてきた腕にぎゅっと抱きしめられた。

「ここに居なよ、詩音」

「史人くん？」

「ずっと一いつ緒しよに居ようよ」

　ずっと、史人と一緒。それは、すごく幸せなことのように思えた。

　そうだ。もう、大好きだった母も、父も居ない。支えてくれた祖父も居なくなってしまった。

　そんな中、もう一人だけ自分の中に残った、大切な人。でも、思い出してはいけない。会いたいと思ってしまったら、きっともう一人で立ち上がれなくなる。

　祖父の残したオルゴール工房を守らなくちゃいけない。だから、思い出してはいけない。会いたいなんて、思ってはいけないんだ。

「詩音……？」

　記き憶おくとは違う、低い声に呼びかけられ急速に意識が浮ふ上じようする。

　目を開くと心配そうに眉まゆを顰ひそめた史人が映り、どくんと胸が跳はねた。

「ごめん。ゆっくり眠ねむらせてあげようと思ったけど、うなされていたから」

　ゆっくりと伸のばされた手に目元を拭ぬぐわれ、そのまま気き遣づかわし気に頭を撫なでられる。

「まだ、涙は止まらない？」

「え、あ……」

　頭を撫でられながらそのまま包み込むように抱きしめられ、ようやく意識がはっきりした。

「うわっ、ご、ごめんなさい！」

　慌あわてて史人から離れようと腕を張ると、ぐらりと身体が傾かたむき、再び強く抱き寄せられる。

「暴れると落ちるよ。ほら、落ち着いて」

「いえ、あの、すいません……」

　狭せまいベッドから落ちかけたところを助けられ、胸が早はや鐘がねを打つ。

（そうだ。史人さんと一緒に寝ねて、それで……）

　意識が覚かく醒せいすると共に昨夜の事を思い出し、顔がどっと赤くなった。

（な、泣きながら寝るなんて、子供じゃないんだから……）

　泣き続ける詩音にキスをして、史人はただずっと抱きしめてくれていた。自分はどうやら、そのまま眠ってしまったらしい。

　情けないやら恥はずかしいやらで顔を上げることができず布団の中に顔を埋うめると、くすくすと笑われた。

「恥ずかしがっているところ悪いけど、一つだけ確かく認にんさせてもらってもいいかな？」

　その時、インターフォンの音が鳴り響き、詩音はがばりと跳ね起きた。

「今！　時間！　何時ですか!?」

「そうそう、それを聞こうと思ったんだ」

　詩音に続くように史人も上体を起こし、壁かべ時計を指さす。

「仕事、何時から？　そろそろ起きなくて大だい丈じよう夫ぶ？」

　慌てる詩音を余所よそに、史人は笑っている。

　時間は九時。──まさかの出勤時間に、詩音は転がるように階段をかけ下りた。







『すいませんでした！』

　玄げん関かんを開けるなり、詩音は思い切り頭を下げた。そこに立って居たのは、予想通りガエルだ。

『珍めずらしいな、詩音が俺より遅おそいなんて』

『すいません。寝ね坊ぼうしてしまって……』

　呆あきれた息を吐くガエルに、詩音はもう一度謝る。

　アトリエを開けるのは十一時からだが、工こう房ぼうの仕事は九時からはじめている。いつも九時前に詩音が工房の鍵かぎを開け掃そう除じをはじめているのだが、今日は完全に遅ち刻こくだ。

『昨夜も遅くまで練習でもしたんだろう。俺がアトリエを開けてるから、準備ができたら来い』

　どうせ急ぎの仕事もないからな、とフォローしてくれるような言葉にますます肩かたを落とす。

　インターフォンを鳴らしているのは間ま違ちがいなくガエルだろうと予測していたから、史人には自分が声をかけるまで一階には下りてこないで欲しいと言い置いてきた。

　史人とガエルが鉢はち合あわせて余計なトラブルを起こすようなことは避さけたい。

（史人さんには悪いけど、なるべく早く出てもらわないと……）

　ガエルを玄関で待たせたまま、詩音はアトリエと工房の鍵を取りに早足でリビングへ入った。鍵はいつも、リビングのキーボックスに保管している。古びた二つの鍵を手に振ふり返ると、なぜか険しい表情のガエルがリビングへと入ってきた。

『詩音』

『え、どうかしましたか？』

『なぜそのオルゴールがここにある』

　ガエルの視線の先をたどり、詩音はハッと息を吞のむ。

（史人さんのオルゴールだ……）

　工房だとガエルに見つかる可能性がある。そう考え、詩音は史人のオルゴールを家に持ち帰っていた。

『あの男のオルゴールで間違いないな。なぜあのオルゴールが詩音の家にある』

　職しよく業ぎよう柄がら、詩音もガエルもオルゴールに対する記憶力はずば抜ぬけている。このオルゴールが史人の物ではないという言い逃のがれは、たぶんできない。

（ど、どうしよう……）

　ガエルが帰宅後に預かったと言えばいいのか、祖父が作ったものだと打ち明ければいいのか、どちらにしろガエルに隠かくしていた後ろめたさで、すぐに言葉が出てこない。

『どうした詩音。なぜ何も言わない』

　苛いら立だちはじめたガエルの語調に尚なお更さら焦あせり始める。とりあえず、何か言わなければ。

『俺が、詩音に修理を依い頼らいしました』

　響ひびいた声に詩音とガエルは同時に振り返った。いつからそこに居たのか、階段を下りてきた史人が穏おだやかに笑えみを浮うかべながら、『またお会いしましたね』とガエルに声をかける。

『……どういうことだ』

『えっと、あの……』

　どうしよう、どう話せばいいのか。まとまらない考えに言葉も出せず狼狽うろたえると、ガエルから庇かばうように史人が前に立つ。

『詩音が個人的に受けてくれた仕事です。あなたに許可を取る必要がありましたか？』

『……随ずい分ぶんとフランス語が話せるようだな』

『苦手なのは本当ですよ。日本語や英語と比べると、完かん璧ぺきとは言えません。苦手な言語では世辞も上手うまくは言えませんからね』

　初対面の時を揶や揄ゆする言葉は明らかに挑ちよう発はつだ。

　これ以上はまずい、と詩音は慌ててガエルの前に立ち、頭を下げた。

『ごめんなさい、ガエルさん。彼は、僕の友人なんです』

『友人、だと？』

『はい。僕がまだ子供の時、母が生きていた頃ころに日本で知り合った友人で。すいません。この前会ったときは、十六年ぶりだったので僕もすぐには思い出せなくて』

　何か言いかけた史人を制し、詩音は真っ直すぐにガエルを見上げる。はじめから噓うそをついたのは自分だ。だからこそ、ちゃんと正直に話して謝罪しなければ。

『友人だから、修理を引き受けたと』

『それもあります。でも、このオルゴールはじいちゃんの……、アルトナーのオルゴールでもあるんです。だから、自分の手で修理をしたいと思って引き受けました』

『アルトナーさんの……？』

　訝いぶかしむガエルに分かってもらうため、オルゴールのムーブメントを外して箱の底をガエルに見せる。ガエルが祖父の下もとで働き始めたときはすでに詩音の両親は亡なくなっていたため、ガエルは祖父が日本に友人が居たことも、詩音が日本に行ったことがあることも知らない。

　このオルゴールを史人が持っている理由を端たん的てきに説明すると、オルゴールを見た瞬しゆん間かんは驚おどろきで見開かれたガエルの瞳ひとみが、苦虫でも嚙かみつぶしたように眇すがめられる。

『……そういえば、アルトナーさんに聞いたことがあるな。以前、日本の時計会社と共同製作をしたことがあったと』

　それがまさかシャトーウォッチのような大手の時計会社とは想像もしていなかっただろう。実際、祖父同士の対立以降、祖父はシャトーウォッチの名前を口にすることもなく、共同製作であった懐かい中ちゆう時計は家にも工房にも残っていない。

『確かに、アルトナーさんのサインだ。だが、本当にシャトーウォッチと仕事をしていたと？』

『疑うようでしたら、アルトナー氏が手がけた懐中時計もお見せしましょうか？　シャトーのロゴもアルトナー工房のロゴもしっかりと残っていますよ』

　ダメ押しのような一言に、ガエルは史人を睨にらみつけた。

『最初から分かっていたな……』

『俺が知っていたのは、このオルゴールの製作者がアルトナー氏であるという事と、我が社がアルトナー氏に依頼して懐中時計を販はん売ばいした事があったという過去だけです。今現在もアルトナー工房にこのオルゴールを修理できる職人が居るかどうかは、来てみなければ分かりませんでした。詩音に出会えなければ、アルトナー工房に職人は居ないと思うところでした』

『何が言いたい……』

『さあ、なんでしょう』

『ちょっと、止やめてください』

　せっかく正直に話して謝ろうと思っていたのに、どうして史人はガエルを挑発するような言い方ばかりするのか。慌あわてて止めに入り、詩音は改めて『すいませんでした』と謝る。

『ちゃんとガエルさんに相談せずに決めて、隠すような事をして、本当にすいませんでした』

　それでも、このオルゴールの修理だけはちゃんと自分の手で成し遂とげたい。この曲を知らなくても、祖父の音の記き憶おくは自分の中にある。修理できるとしたら自分しかいないし、他ほかの誰だれにも任せたくはない。謝罪と共にそう伝えると、ガエルは息を吐ついた。

『アルトナーのオルゴールであれば、修理を断る理由はない。元々修理仕事のメインは詩音だ。好きにすればいい』

『あ、ありがとうございます！』

『だが、一つだけ確認させてもらう』

　そう言うと、ガエルは再び史人を睨みながら口を開く。

『この修理、いくらで受けた？』

『……え』

『修理代は決めたのかと聞いている。音を覚えていると言っても、楽がく譜ふの資料もないオルゴールの修理は簡単ではないだろう。もちろん、それなりの金額が必要な事は分かっているよな』

『え、えっと、それは……』

　考えてもいなかった話を振られ、言葉に詰つまる。

　確かにいつもなら修理品を預かったときは、まずは修理代金の見積もりを出して了りよう承しようを得てから修理を開始する。だが、友人との再会や祖父のオルゴールにばかり気を取られ、このオルゴールの修理に関しては、自分の中でどこか仕事と切り離はなして考えていた。

　修理作業も就業時間外に行っていた事で、詩音にとっては史人のオルゴール修理は仕事ではなく、自分がやりたい事だ。

『親切心で仕事を請うけられるほど余よ裕ゆうがある状じよう況きようではない事はわかっているな』

『それは……』

　ガエルの言っている事は正しい。仕事として考えるならば、正規の手順通り見積もりを出すべきだ。だが、今まで一度も史人に修理費の話などしていないし、第一本人を目の前にこんな状況で話すべき事ではない。

　史人との思い出を振り返り、祖父の想おもいや音色に思いを馳はせ、少しでもその音に近づけるように一つ一つの音に想いを込める。夢中になった昨夜の楽しい記憶が一いつ瞬しゆんにして萎しぼんでしまったようで悲しい。

　うつむき唇くちびるを嚙み締しめると、その肩かたを優やさしく叩たたかれた。

『俺の前で詩音を苛いじめないでもらえますか？』

　険のある言い方に驚いて振ふり返ると、詩音と視線を合わせた史人はにっこりと笑う。

「俺以外が詩音を苛めているのは我が慢まんできないな」

「史人さん？」

「泣いている詩音の姿なんて、他の誰にも見せたくないしね」

　昨夜の事を思い出させるような言葉に焦あせると、『日本語を使うな！』とガエルの鋭するどい声が飛ぶ。

　すると、笑みを消した史人が軽く肩を竦すくめた。

『失礼しました。先さき程ほどの修理費の件ですが、こちらは相応の対価を支し払はらうつもりですので、これ以上詩音への追つい及きゆうは止めて頂きたい。それとも、あなたが修理費を決めますか？』

『……金を払はらう気があるならそれでいい。修理品の見積もりは詩音の仕事だ』

『ああ、そうでしたね。オルゴール製作はあなたが行い、修理は詩音の仕事。……詩音にオルゴールを作らせないのには、何か理由でも？』

　何かを含ふくんだような言い方に、ガエルが眉まゆを寄せる。

『どういう意味だ』

『いえ。あなたが詩音にオルゴールを作らせない理由でもあるのかと、そう思っただけです』

『……詩音が未熟なだけだ。素人しろうとが口を出すな』

　そう言い返すと、ガエルは踵きびすを返して玄げん関かんへ向かう。

『ガエルさん、あの！』

『俺は先に工こう房ぼうへ行く。詩音も早く来い！』

　一度も振り返らないまま、ガエルは激しい音を立て出て行ってしまった。

　その姿を呆ぼう然ぜんと見送ると、史人が軽く肩を竦める。

「どうやら、かなり難しい相手のようだね」

「すいません……。でも、史人さんもあんな挑発するような言い方をしなくたって……」

「俺は悪意には悪意を返す主義だからね」

　そう言う史人の口元は笑っているのに、なぜかぞくりと震ふるえる。

（なんだか、史人さんってこういう人だったかな……）

　記憶の中の史人とやはり多少なりとも違い和わ感かんがある。だが、十六年も経たてば変化も当然かとは思うし、よくよく記憶を掘ほり返してみると、幼い頃から少しだけ史人を怖こわいと思う一面はあった気がする。あの頃より今の方がさらに怖さが増している気がするが。

「でも、修理費の件は本当にすいません。今いま更さらこんな……」

「言っただろ、元々払う気だったって。気にすることはない」

　労働に対する正当な対価は受け取るべきだと言われ、詩音は素す直なおにありがとうございますと頭を下げる。

「それより、準備をした方がいいんじゃないか？　仕事に行くんだろう」

「は、はい。そういえば、史人さんも仕事は？」

「俺は塚原に連れん絡らくを入れているから大だい丈じよう夫ぶ」

　その大丈夫は、本当に大丈夫なのか。疑問に思ったがそれ以上は口にせず、詩音は洗面所へ向かおうとして、ふと足を止めた。

「聞きたいんですけど。どうして最後にガエルさんにあんな事聞いたんですか？」

「単純に気になっただけだよ。詩音はどうして自分に作らせてもらえないのか、疑問に思った事はなかったのかい？」

「それは、僕が未熟なだけだって分かってますから。ちゃんと一人でオルゴールが作れるぐらい、もっと練習しないとダメなんです」

　だからこそ、日々練習が必要なのだ。そう言うと、史人は苦く笑しようを浮うかべた。

「……素直過ぎるのも考えものだね」

「どういう事ですか？」

「なんでもないさ、早く準備をしておいで」

　そう促うながされ、詩音は改めて洗面所へと向かう。

「芽を出されては厄やつ介かいだと思う相手は、芽を出す前に内側で腐くさらせようとする。どこの国でも、やる事は変わらないな」

　そんな風に史人が呟つぶやく声が聞こえたが、意味が分からず、詩音はとにかく準備を急いだ。
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　試し聴ちよう機から流れる音に耳を澄すまし、詩音はひっそりと息を吐いた。

（気まずい……）

　ちらりと横目で隣となりを見ると、真しん剣けんな表情でシリンダーの釘くぎ打うち作業を行うガエルが居て、すぐに視線を試聴機に戻もどす。

　工房に響ひびくのはそれぞれの作業音のみ。元々ガエルは口数が多い方ではないが、共に休きゆう憩けいを取ることもあるし、音の確かく認にんや作業の相談など、作業中も時折会話していた。それなのに、今日は会話どころか、ガエルは一度も詩音を見ようとはしない。

　出勤してから今まで、ガエルと交かわした言葉は一言だけだ。

　──修理作業をしたいので、工房で作業してもいいですか？

　もう史人のオルゴール修理を引き受けたことは知られてしまったのだから、日中に作業した方が史人の帰国に間に合わせることができる。修理費を受け取ることにしたのだから、就業時間に作業する方が自然だ。

　そう思って声をかけると、ガエルは一言『好きにしろ』と言っただけで、すぐまた自分の作業へ戻ってしまった。

　アトリエは無人になるが、誰かがドアを開けば呼び鈴りんが鳴るし、元々来客は少ないので特に問題はないだろうと、詩音は気持ちを割り切って作業に集中することに決めた。

（でも、さすがにここまで無視されると、どうしたらいいのか……）

　先程、休憩しないかと声をかけても、ガエルは作業を中断させず、詩音の言葉にも答えなかった。あからさまな態度には傷つくが、自じ業ごう自じ得とくだ。

（隠かくしていた僕が悪いから、仕方ないけど……）

　はじめから、史人が子供の頃ころからの友人で、祖父のオルゴールだったから修理を引き受ける事にした。そう話していれば、ここまでガエルを怒おこらせる事はなかっただろう。

　後こう悔かいしても遅おそい。とりあえず今は自分の仕事に集中するしかない。

　釘打ちの音が響く中、詩音はもう一度試聴機を回し、記き憶おくの音と照らし合わせる。

（まだ少し、ズレがある……）

　昨夜、史人の話を元に多少の調律を行ったとはいえ、まだ完かん璧ぺきではない。でも、調律が必要な歯は分かっている。急げば、史人の帰国に間に合わせることもできるはずだ。

　明後日あさつての早朝には史人は日本への帰国の途とにつく。だから、会えるのは明日だけだ。

　明日の夜、一いつ緒しよに食事をしようと誘さそわれた。その時までに修理を終わらせて、史人に渡わたせるようにしたい。

　──その時、返事を聞かせてくれるね

　見送る時に史人から言われた事を思い出し、詩音は作業の手を止めた。

（本気……、なんだよね）

　史人からの告白に対して返事をしなければいけない。

　史人の気持ちは疑っていない。それでも、自分の気持ちは分からないままだ。キスを嫌いやだと感じず、抱だきしめられた時は却かえって落ち着くとさえ感じたほどだ。

　かと言って、嫌じゃないから好き、なんてそんな単純なものではない。

　その時、試聴機の音が止まり、詩音はハッと目を見開いた。

（と、とにかく今は、修理に集中しないと……）

　試聴機から櫛くし歯ばを外し、作業台へと戻り、詩音は大きく息を吐つく。

　櫛歯の調律に後あと戻もどりはできない。鉛なまりを塗ぬって調律する時はともかく、ヤスリで削けずって音を整える時は、少しのミスが命取りになる。一度削ってしまった金属を元に戻すことはできない。

　一度目を閉じ、目の前の櫛歯だけに意識を集中させる。

　次に目を開いた時、余計な思考は消えた。







（……じいちゃんの、音だ）

　響く音色に耳を傾かたむけ、詩音は大きく息を吐いた。

　何度も何度も微び調ちよう整せいを繰くり返し、ようやく歯車が嚙かみ合うように記憶の音とオルゴールの音が重なった。こうして改めて聴きいて、祖父がこのオルゴールを作っていた時の事を思い出した。

　五歳だった当時の詩音は、このオルゴールを作る祖父を側そばで見ていた。

　──知らない曲だよ？

　──これはな、日本の友人が好きな曲なんだよ。あいつのために作ってやりたくてな

　──僕もオルゴール作りたいな

　──詩音も、オルゴールを贈おくりたい人が居るのかい？

　──うん。史人くんに作りたいんだ

　──詩音は本当に、史人くんの事が大好きだね

　はじめてできた大切な友達。祖父と同じように、自分も史人に贈りたいと思った。

（また会えるなんて、本当に思ってなかったんだよ……）

　やっぱり、祖父のオルゴールは奇き跡せきのオルゴールだ。修理しながら何度もオルゴールの音色を聴く内に、当時の記憶がどんどん色いろ鮮あざやかに蘇よみがえった。

　こんな音を作り出せる職人に自分もなれるのだろうか。大きすぎる祖父の存在に目を細めると、ふと低い声が響いた。

『調律を終えたのか……』

『ガエルさん!?』

　真後ろに立っていたガエルに驚おどろくと、彼は真剣な目でオルゴールを見つめていた。

　いつからそこに居たのか、作業台の時計を見るとすでに終業時間を過ぎており、それだけの時間が経っていたことにまた驚く。

『すいません。もうこんな時間だったんですね』

　自分が集中していたから、帰ると声がかけにくかったのだろうか。

『いや、詩音の修理作業が終わるのを待っていただけだ』

『そうなんですか？』

　いつも定時に帰るガエルが珍めずらしい。もしかして、本当に修理ができるか気にかけてくれていたのだろうか。だが、ガエルは厳しい表情のまま呟いた。

『……確かにアルトナーさんの音だ。調律が狂くるっていたときはまるで気づかなかった』

『ガエルさんが見たことも聴いたこともなかったオルゴールですから、当然です。僕だってすぐには気づきませんでしたから』

　本当に、幼い頃に数度聴いたきりなのだ。それでも、ちゃんと修理できてよかった。自分の音への記憶力に心から感謝したくなる。

『調律だけとはいえ、詩音にはアルトナーさんの音が作れるんだな』

『……ガエルさん？』

『俺はもう帰る。詩音も、修理が終わったなら片付けて早く帰れ』

　そう言うと、ガエルはさっさと荷物をまとめて工こう房ぼうを出て行ってしまった。残された詩音は、修理を終えたばかりのオルゴールをもう一度手に取り、そのメロディを響かせる。

　あとは錆さび防止の手入れをして再度組み立てれば修理は終わりだ。

（そういえば、じいちゃんのオルゴールの再調律は初めてだったな）

　これまで詩音が行ってきた主な修理は、博物館のオルゴールや他ほかの工房で作られた物がメインだった。アルトナー工房のオルゴールは寿じゆ命みようが長いと言われ、たまに修理の依い頼らいが入った時も外装の修復や螺ね子じの緩ゆるみなど、軽い修理ばかりで櫛歯を再調律するようなことはなかった。

（じいちゃんの音、守れてよかった）

　心からそう思えた。人に安らぎを贈るオルゴールを作りたい。祖父の想おもいが一番籠こもっているのはその音色だ。

　このオルゴールを史人に渡せば、詩音の仕事は終わり。だけど、返事はまだ決まっていない。

（最後のお別れ、なんかにならないよね）

　再び日本とスイスで離はなれてしまうけど、あの時のように縁えんが切れるわけではないと思いたい。今は史人の連れん絡らく先も知っている。忙いそがしい人だろうけど、たまにメールするぐらいは許してもらえると思いたい。詩音は願いを込めて、オルゴールの蓋ふたを閉じた。

　このオルゴールがまた、自分と史人を繫つないでくれますように。
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（き、緊きん張ちようする……）

　この短期間で、まさか二度もジュネーブに来るなんて思わなかった。おまけに、史人から指定されたディナーの場所は老舗しにせホテルの中にある『ル・シャ・ボテ』。ミシュランで星を獲かく得とくするほどの高級レストランで、詩音でも名前を知っているような有名店だ。

　ちゃんと自分の服装はレストランに入れるレベルの物になっているだろうか。史人との待ち合わせ場所であるホテルのロビーで、詩音は改めて自分の服装を見返す。

　白いシャツとかろうじて持っていたジャケットを合わせた、詩音にとっては精せい一いつ杯ぱいの綺き麗れいめコーディネートだ。持ってきた紙かみ袋ぶくろの中には、丁てい寧ねいに梱こん包ぽうした史人のオルゴールが入っている。

　もうすぐ待ち合わせの十七時。すると、スーツ姿の史人がロビーに現れた。

「ごめん。待たせたかな」

「いえ、僕も今来たばかりですから」

　駆かけ寄ってきた史人に、詩音は控ひかえめに微笑ほほえみ返す。

（や、やっぱり、かっこいい……）

　今日の史人はチャコールグレーのスーツを着ていた。ディナーの場に合わせたのか、明るいシルバーのネクタイとチーフがスーツに華はなやかさを添そえており、思わず見惚みとれてしまう。

「無理を言ってジュネーブまで来てもらって悪かったね。工房の方は大だい丈じよう夫ぶだった？」

「はい。ちゃんとガエルさんに許可をもらって来ましたから」

　昨日、修理を終えたことをメールで伝えると、明日のディナーはジュネーブでできないかと誘われた。サントクロワからジュネーブまで、どんなに急いでも一時間半はかかってしまう。早めに行かなければ、先日の史人のように終電を逃のがすことになる。

　少しだけ悩なやんだが、詩音は素す直なおにガエルに仕事を途と中ちゆうで抜ぬけさせて欲しいと相談した。てっきり止められると思ったが、『配達料も取れよ』と言われただけで、すぐに承しよう諾だくしてくれた。

　もちろん、史人に配達料の話なんてしないけれど。

　史人からエスコートされるように、ホテル内へのレストランへと移動した。

　ゆったりとした空間に白いクロスで整えられたテーブルが並んでいる。史人は事前に予約をしてくれていたようで、恭うやうやしく礼をするスタッフに、窓まど際ぎわのテーブルへと案内された。

　食前酒と前菜がテーブルに揃そろうと、少し気き恥はずかしさを感じながらも、グラスを掲かかげる。

「それじゃあ、乾かん杯ぱい」

「……乾杯」

　史人が選んでくれたワインを口にして、どうにか緊張を抑おさえる。

　酒の善よし悪あしが分かるほど飲み慣れているわけではないが、爽さわやかな香かおりとすっきりとした口当たりにワインも食事も進んだ。

　はじめは緊張していたが、史人は和なごやかな表情でたわいもない話題を振ふってくれる。おかげで、メインディッシュ前にはすっかりリラックスして詩音も食事を楽しんだ。

「ああ、忘れないうちにこれを渡わたしておくよ」

　そう言うと、史人はスーツの内側から封ふう筒とうを取り出して詩音に渡した。確かく認にんしてもらっていいかな、と言われた通り中身を見て目を見開く。

「このお金……」

「修理費。勝手に俺の方で金額を決めさせてもらったけど、足りるかな」

「足りるとかじゃなくて、多すぎます！」

　ざっと数えた枚数と封筒の分厚さで相場の倍は入っているとすぐに分かった。確かに難しい修理ではあったが、修理にかかった日数は三日もなく、特別な部品交こう換かんもなかった。いくらなんでも多すぎると、慌あわてて封筒を返そうとするが、史人は受け取らない。

「依頼した俺がその額を支し払はらうぐらいの価値があることをしてもらったと思っているんだ。何か不都合でもある？」

「不都合とかじゃなくて……、それに僕、本当はお金を貰もらうつもりもなかったのに」

　ガエルに言われなければ、詩音は金額の事なんて一いつ切さい考えなかった。修理にしてもオルゴール作りにしても、自分がやりたくてやった事だ。だが、史人はそれではいけないと首を振る。

「詩音の仕事に対する正当な報ほう酬しゆうだよ。遠えん慮りよなんかせずに受け取って欲しいな」

「それなら、ちゃんと見積もりを出しますからその金額で」

「個人的なお礼も含ふくめての額だから、俺は変える気はないね」

　きっぱりと言い切られ、言葉に詰つまる。

「詩音の気持ちも嬉うれしいけれど、きちんと報酬は受け取るべきだよ。ガエルとかいう職人の肩かたを持つ気はないが、仕事に対して収入を受け取るのは当然の権利だ。どんなに優すぐれた職人でも、仕事がなければ食ってはいけないからね。自分の技術を安売りしてはいけないよ」

「でも、僕は本当にそんな大したことをしたわけじゃないのに……」

「それは詩音の主観。俺は感謝しているんだから、笑え顔がおで受け取ってくれるのが一番嬉しいな」

　そうは言われても、本当に多い。渋しぶる顔をしていると、史人が小さく笑った。

「そんなことより、俺としては早く返事を聞かせて欲しいな」

「返事って……」

　突とつ然ぜん真しん剣けんな目を向けられ、息を吞のむ。

（そうだ、告白の返事……）

　史人の事をどう思っているか、その返事をしなければいけない。でも、まだ詩音の中で答えは出ていないままだ。

「史人さんが日本に帰る事は、変わらないですよね」

「そうだね。明日には帰国するよ」

「僕は工房を離れられませんし、ずっとスイスに居ると思うんです」

「……そうだろうね」

　当然のように頷うなずいているけれど、それはもし付き合う事になったとしても、日本とスイスで遠えん距きよ離り恋れん愛あいになるという事だ。そんなに簡単に会える距離ではない。

（な、なんで付き合う事を考えてるんだよ）

　それ以前に、自分が史人を好きかどうかのはずだ。だけど、日本とスイスの距離を考えると、ますます史人と自分が付き合うなんて有り得ない事に思えてくる。

　だったら、やっぱり史人とは付き合えないと断るべきだ。友達としか思えないと。それなのに、なぜかその言葉が出てこない。

　何も言えなくなって俯うつむいていると、突然史人が声を上げて笑う。

「ちょ、ちょっと史人さん？」

「詩音が真剣に考えている所悪いけど、なんの返事をしようとしてくれているのかな？」

「なんのって……」

「もしかして、俺の告白への返事、かな」

　それ以外なんの返事があるというのか、目を丸くしたまま史人を見つめると、笑いを収めた史人がワインを飲んで詩音を見つめる。

「俺が聞きたかったのは懐かい中ちゆう時計の件だよ」

「懐中時計……あ！」

「その顔、忘れていたね？」

　困ったように笑われ、詩音はごめんなさいと頭を下げた。

　そうだった、一いつ緒しよに懐中時計を作ってみないかと史人から誘さそわれていた。修理の事や告白された事で頭がいっぱいになっていて、完全に忘れていた。

「まあ、告白の返事も聞きたい所だけど、どう答えられても俺は引き下がる気はないから」

「それって……」

「詩音が頷いてくれるまで、口説くつもりだってこと」

　さらりと言われたことの意味が理解できず呆ぼう然ぜんとすると、史人がワイングラスを置く。

「さっきの言葉だと、もしもスイスと日本で距離が離れてなければ、詩音は俺と付き合ってくれるのかな」

「そ、そんなつもりじゃなくて……」

「でも、そうだね。俺もいつまでも詩音と離はなれているのは耐たえられないな」

　慌てる詩音を揶揄からかうように笑う史人に、詩音は顔を伏ふせる。完全に会話が史人のペースだ。

　言葉を失っていると、史人はスーツのポケットから懐中時計を取り出し、テーブルに置いた。

「前にも言ったけど、詩音に作ってもらっても、それを商品化するかは会社で決めることだから、保証はできない。だけど、もし商品化が叶かなったら、離れていても一緒に仕事ができるよね」

「そうかもしれませんけど……」

「せっかく、奇き跡せきのオルゴールのおかげで再会できたんだ。だったら、あの時の約束を果たすチャンスだと思わないか？」

　告白のことは抜きにして、オルゴール職人の詩音としての答えが聞きたい。

　そう言われて、詩音は懐中時計を見つめた。

　今まではずっと、祖父の音は誰だれにも真似まねできないほど優れたもので、自分がどれだけ努力しても手が届かないものだと思っていた。でも、史人のことを思いながらオルゴールを作って、修理をして、思い出したことがある。

　祖父が目指したのは優れたオルゴールではなく、安らぎを贈おくるオルゴールだ。

　史人が安らぐ音を作りたい、そう想おもいながら作ったオルゴールは少しだけ祖父の音に近づけた気がした。だからこそ、今の自分は祖父を超こえるオルゴールではなく、祖父のように贈る相手のことを一番に考えたオルゴールを作りたいと思うようになった。

　そのチャンスが今目の前にあるのではないか。

「……でも、僕にどこまでできるか、正直自信はありません。実際、僕は売り物にできるオルゴールを一度も作ったことがありませんし、まだ見習いですし」

「自信をつけるまで待っていたら、きっとこの世から職人は居なくなってしまうよ」

「え……」

「はじめから自信のある職人なんて居ない。自信というのは失敗も成功も何度も経験して、はじめて身につくものじゃないのかな」

　史人の言葉が、すとんと胸に落ちた。

　自分はまだ、失敗も成功もしていない。挑ちよう戦せんしなければ、どちらの経験も得られない。史人の言葉は、詩音の迷いを全すべて断たち切った。

　これは仕事だから、史人は必ず成功するなんて甘い事は言わない。だからこそ詩音も、やるからには本気で、と自然に思える。ここで挑いどまなかったら、いつか必ず後こう悔かいする。

「やります。やらせて下さい」

　真っ直すぐに見つめて告げると、史人はふっと笑った。

「詩音なら、そう言ってくれると思っていたよ」

　そう言って、史人は手を伸のばしてきた。差し出された大きな手にドキドキしつつも、詩音はその手を握にぎり返し、しっかりと握あく手しゆを交かわす。

「あ、でもガエルさんにも言わないと……」

「ああ、彼のことね。それは俺の方で上手うまくやるよ」

　詩音が勝手に話を決めたとなっては、またガエルを怒おこらせてしまうかもしれない。それならば、史人が日本へ帰国してから正式に仕事の依い頼らいとして工こう房ぼう宛あてに連れん絡らくをすると言ってくれた。

　史人の言葉に甘えるようで気が引けるが、未いまだに不ふ機き嫌げんなガエルにさらにこんな話を詩音が持ちかければ火に油だ。日々二人で働いているのだから、これ以上気まずくなるのは避さけたい。

　どちらにしろ、今すぐ製作開始というわけではなく、史人が帰国してから正式に会社でも会議を行ってからまた連絡すると言われた。

（じいちゃんが作っていた懐中時計を、今度は僕が作るんだ）

　どんな懐中時計にしたいのか、曲は何がいいか、作ると決めるとすぐにたくさんの考えが浮うかび、わくわくしてくる。

　別れの時に必ずしていた未来の約束。それが叶かなうかもしれない。

　美味おいしい料理と楽しい話題があれば時間なんかあっという間で、気づけば終電の時間が近づいていた。もうそろそろ、行かなければ。そう言って席を立つと、駅まで送るよと言って史人も一緒にレストランを出た。

　飲食店も閉店準備をはじめる夜の二十一時過ぎ。ゆったりと景色を楽しみながら歩く人は観光客だろうか。そんな中、足早に駅へと向かっていると、途と端たんに物悲しさがこみ上げてくる。

　次の約束もできた。これが最後の別れになるわけではない。

　そう思うのに、こんな時に限ってなぜか幼い頃ころに最後に別れたあの日の事が蘇よみがえる。あの時だって、来年の夏には会えると信じていたのに、会えなかった。

「詩音……？」

　駅へと向かうモンブランブリッジで足を止めると、史人も立ち止まり詩音を振ふり返る。

「……本当に、明日には史人さんは日本へ帰るんですね」

　分かっていた事なのに、口に出すと実感を伴ともなって胸に突つき刺ささる。十六年間の空白は、こんな数日の再会では埋うまらない。もっと一緒に居たいし、話がしたい。それぐらい、史人と過ごした時間は楽しかった。

「ご、ごめんなさい。なんでもないです」

　まるで子供の駄だ々だだ。早く駅に行かなければ、本当に終電を逃のがしてしまう。

　そう思って歩き出すと、史人から手を摑つかまれた。

「今までと逆だね」

「え？」

「いつもは俺が見送る側だった」

　そうだった。今まで史人が自分を出で迎むかえ、そして見送ってくれていた。逆の立場になるのは、今回がはじめてだ。

「不思議ですね。今までずっと、別れる時はお互たがい同じぐらい寂さみしいと思っていました」

　だけど、見送る立場になった今の方が、あの時よりもずっとずっと寂しいと感じている。

「気持ちは分かるよ。だから俺は、詩音を帰さないためにはどうすればいいか考えていたな」

　射い貫ぬくような目で見つめられ、ぞくりと背中が疼うずいた。

「……史人さんが言うと冗じよう談だんに聞こえませんね」

「冗談じゃないからね」

　摑まれた手に指を絡からめられ、どうすればいいか分からなくなる。

　繫つないだ手が熱くなり、どくどくと胸が跳はねた。

「俺と離れるの、寂しいと思ってくれてる？」

　声が出ず無言のまま頷うなずく。すると、急に抱だき寄せられた。

「ふ、史人さん！」

　こんな人通りのある所でと焦あせってもがく。それなのに、一層史人の腕うでに力が入り、身動きができなくなる。

「俺にこうされるの、嫌いや？」

「や、やめてくださいっ」

　キスをするように顎あごを取られ、慌あわてて史人から離れた。

　思わず周囲に目を向けて、近くに誰も居ないことに胸むねを撫なで下ろす。

「誰かに見られたらどうするんですか！」

「じゃあ、見られなかったらいいの？」

　そんな問題じゃない。そう思うのに、これが例えば人目のない場所だったら、史人からのキスを拒こばめたのか。また分からなくなる。

「迷ってるね」

「……史人さんは、迷ったりしないんですか」

「迷っていたらこんな事してないと思うけど」

　確かに、中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちでこんなに積極的に口説く様な事はできないと思う。

　だったら、受け入れるのも拒むのもどちらもできない自分の気持ちは、やっぱり中途半端だ。

「終電まで、あと十五分ぐらいかな」

　腕うで時ど計けいに視線を落とした史人が呟つぶやく。急いで駅に向かわなければ本当に終電を逃してしまう。

　それなのに、史人の視線に足が地面に縫ぬいとめられたように、身体からだが動かない。

「どうする？」

「どうするって……」

「どうしても帰りたいなら駅まで見送ってあげるよ。でも、詩音がもしもまだ俺と一いつ緒しよに居たいと思ってくれるなら」

　ゆっくりと視線を上げて史人を見つめ返す。すると、史人がにっこりと笑った。

「どこまで俺の事受け入れられるか、試ためしてみようか」







　何も答えられず動けないまま時間だけが過ぎ、もう急いでも終電に間に合わないぐらい時間が経たつと、史人に手を取られ、もと来た道を引き返した。

　連れて行かれたのは史人が滞たい在ざいしているというホテルの一室。部屋に入るなり壁かべに押し付けられ、唇くちびるを重ねられた。

「……んっ！」

　強ごう引いんに唇を割った舌に口こう腔こうを貪むさぼられ、上顎や歯列、口の中全てを舐なめられる感覚に喉のどの奥から息が漏もれる。

「ん……ふ、あ……」

　熱っぽいキスに翻ほん弄ろうされ息が苦しくなって、詩音は史人の肩かたを叩たたいた。

「やっぱり、見られてなかったら平気？」

「ち、ちがっ……」

　口では否定しても、熱いキスで火ほ照てった身体が史人の言葉を肯こう定ていしているようで、自分の身体が信じられない。赤面した顔を隠かくして史人から視線を逸そらすと、ふわりと身体が浮いた。

「ふ、史人さんっ」

「口で聞くより身体に聞いたほうが、詩音は素す直なおそうだ」

　驚おどろいて咄とつ嗟さに史人の肩にしがみつくと、軽々と詩音をお姫ひめ様抱っこの格好で抱かかえた史人にベッドルームまで連れて行かれた。

　かなりの体格差があることは認めるし、自分が平均より小こ柄がらだと分かっている。でも、まさか自分がそんな風に抱きかかえられるなんて思わず、驚きで硬こう直ちよくしていると、そのまま柔やわらかなベッドの上に身体を下ろされる。

「な、何を……」

「言っただろ。試すって」

　低い声で囁ささやかれ、首筋を吸われた。背中が粟あわ立だって息を吞のむと、伸のびてきた手にシャツのボタンを外される。

（ほ、本気……!?）

　ここまでされれば、史人が何をしようとしているかぐらい予想はできる。

　それでも、信じられない気持ちの方が大きくて身体が動かない。ろくな抵てい抗こうもしないままシャツのボタンが全すべて外され、顕あらわになった肌はだに直接史人の手が触ふれた瞬しゆん間かん、急に目の前の事が現実みを帯びた。

「や、やめてくださいっ……」

「やっぱり無理？」

「こ、怖こわい……」

「じゃあ、キスしようか」

　キスなら平気だよね、と言われてはすでに何度もしているから今いま更さら拒こばめない。

「ん……っ」

　何度も角度を変えながらキスを繰くり返され、苦しくなって薄うすく唇を開く。するりと潜もぐり込んだ舌に搦からめとられ、濡ぬれた音が耳に響ひびいた。

「んっ、……ん」

　僅わずかな隙すき間まから息が漏れ、その熱さに指先が痺しびれた。絡まる舌が気持ちよくて、混ざり合った唾だ液えきを飲み込むたびに、史人の想おもいまで飲み込んでいるようで、軽い眩暈めまいを感じる。

　幼い頃ころの戯たわむれのようなキスとは明らかに違ちがうのに、なぜか嫌とは思えない。

　目が回るような感覚に身体の力が抜け思わず史人の腕を摑むと、くすりと笑われた。

「俺とのキス、嫌じゃないよね」

　見み透すかされたように囁かれ、どくんと胸が跳ねる。何も言えずに目を逸らすと、史人の手が胸の突とつ起きに触れた。

「な、なんで……」

　どうしてそんなところに触れるのか分からない。されるがままになっていると徐じよ々じよにそこに熱が集まっていき、自分の変化に戸と惑まどう。

「さ、触さわらないで、ください」

「だめ。もう少し」

　咄嗟に身体を隠そうと腕を上げると、すぐに史人の手に摑まれ、シーツに押さえられる。

　さらに激しく乳ち首くびをつままれ、爪つめ先さきで引っ搔かかれた瞬間高い声が上がった。

「あっ、……や、っ」

　おかしいと思ったときには乳首が見たことも無いほど尖とがり、赤くなっていた。指の腹で嬲なぶられ、先せん端たんを引っ搔かれ、その度たびに下か肢しに熱が集まっていく未知の感覚に混乱する。

「男もここで感じるって、知らなかった？」

（う、うそ……）

　でも、否定したくても乳首だけにしか触られていないのに、ボトムの中が窮きゆう屈くつになるほど身体が変化しているのが自分でも分かる。

「苦しそうだね」

「ま、まって」

　制止も虚むなしく、ベルトを緩ゆるめられボトムの前を広げられた。

　下着の中にするりと手を入れられ、しなやかな史人の指が屹きつ立りつに絡みつく。くちゅりと響いた音に耳を覆おおう。

「や、やめてください……」

「どうして？　キスは平気でも、触られるのはやっぱり嫌？」

「史人さんは嫌じゃないんですか？」

　同性の、こんな所を触って気持ち悪くないのか。少しでも身体を離はなそうと腰こしを引くのに、すぐにそれは史人の手で引き戻もどされる。

「俺は嫌じゃないよ。むしろ、詩音の反応が面おも白しろくて、楽しい、かな」

「た、楽しいって……」

「詩音が嫌じゃないなら、もっと触るよ」

　吐と息いきごと吹ふき込むような低い声に下肢が痺れる。触れていた史人がその反応に気づかないはずもなく、立てた爪に敏びん感かんな先端を引っ搔かれた。

「形、変わったね」

「ほ、ほんとに、やめてください……、触らないで……」

「どうして？　反応してるってことは、感じてるってことだよね」

　弱い先端を何度もいじられ、薄いボトムの布地がぴったりと張りつく。その変化に頭が沸ふつ騰とうしそうなほど恥はずかしいのに、羞しゆう恥ち心しんとは裏腹に布地の中がどんどん苦しくなってくる。

「ほら、もっと硬かたくなった」

「そんなこと、言わないでください……」

　誤ご魔ま化かせない身体の反応に震ふるえる。

（嫌いやじゃないって……。なんで）

　キスもこんな風に触られても、嫌だとも気持ち悪いとも思っていない。自分はどこかおかしいのか。考えれば考えるほど怖くなるのに、先端を押されながら全体を擦こすり上げられ、くちゅりと濡れた音が響いて頭が煮にえそうに熱くなる。

「やっ、いやですっ……」

「いや？　本当に？」

「うわっ……」

　ずるりとボトムが下ろされ、大きな手に直接包み込まれる。濡れて震える自分の反応を直接見てしまい、耐たえられなくて両手で顔を覆う。

「もしかして、人に触られるのはじめてなのかな？」

「わ、悪いですか……」

　この歳でも未経験なんて、周りより遅おそい自覚はある。はじめて他人から与あたえられる刺し激げきに過か敏びんになっている自分が恥ずかしくて熱い目で史人を睨にらむと、くすりと笑われた。

「悪いわけないだろう。むしろ、嬉うれしいぐらいだよ」

「やめっ、……あっ」

　いやらしく濡れた先端を硬い指で刺激され、びくんと身体からだが跳はねる。

　恥ずかしいのに、痛いほど心臓が跳ねているのに、史人に与えられる刺激に感じてしまい、思うように抵抗できない。弱々しい声で「触らないで……」と呟つぶやくと、唇を塞ふさがれた。

「くふっ……っあ、あ」

　息も奪うばうように激しく舌を絡からめられ、頭の芯しんがしびれる。その上、複雑さを増した史人の指の動きが的確に詩音の弱いところを見み抜ぬき、そこばかりを強く責め立ててくる。

　唇も下肢も、史人のせいで溶とけていくみたいだ。

「こんなに濡れてて、可愛かわいいね」

「やっ……」

「嫌？　本当に？」

　わざと音を立てるように史人の手が激しく上下する。無意識にかくかくと震える腰の動きが止められず、もう限界だと喉が震えた。

　その瞬間、ぴたりと史人の手が止まり、詩音は目を丸くする。

「ふ、みとさん……、どうして」

　達する寸前で止められた快感に、うずうずと腰が震える。苦しいと熱を上げた目で史人を見つめると、彼は不自然な程ほどにっこりと笑う。

「嫌だって詩音が言うから、止やめてあげただけだよ」

「そ、そんな……」

　こんなになるまで煽あおっておいて、ひどすぎる。寸前で塞せき止められた熱が逆流して熱さで頭がくらくらする。無意識に自らの下肢に手を伸ばすと、それはダメだと史人に止められた。

「自分で触ったらダメだよ」

「ど、して……」

「気持ちよくなりたいなら俺に言ってよ。ねえ、どうして欲しい？」

　口元は笑ったままなのに、目は怖いほどに鋭するどい。ぶるりと震えると、痛いほど根元を握にぎられ、衝しよう撃げきで高い声が上がる。

「ほら、言ってよ。どうして欲しい？」

「どうしてって……」

　痛いほど心臓が鳴るぐらい恥ずかしいのに、さっき史人に与えられた快感がもっと欲しくて、熱い息が漏もれる。

（でも、そんな事言えない……）

　自分からそれを強請ねだってしまったら、越こえてはいけない一線を越えてしまう気がする。

　涙なみだの浮ういた目でふるふると首を振ふると、「意外と粘ねばるね」と笑われた。

「でも、こんなに赤くなっててもう限界だろ？　それなのに嫌なの？」

「じ、自分で、しますから……」

　こんなに一方的に責せめられて達してしまったら、男としてプライドとか理性とか、いろいろな物がダメになる気がする。

　なけなしの理性で首を振り続けると、しょうがないなと額にキスをされる。

「だったら、勝負しようか」

「しょう、ぶ……？」

　すると史人は詩音に刺激を与えないようにゆっくりと手を解ほどき、枕まくら元もとに置いていた何かに手を伸のばす。それを見た瞬しゆん間かん、詩音は目を見開いた。

　祖父が作ったというあの懐かい中ちゆう時計だ。史人が蓋ふたを開けると、可愛らしい音が流れはじめる。

　淫みだらな雰ふん囲い気きに似つかわしくない音色に赤面していると、史人はその懐中時計を枕元に戻す。

「この音が止まるまで詩音が我が慢まんできたら詩音の勝ち。悪戯いたずらも止めてあげる」

「……我慢、できなかったら」

「その時は、最高に気持ちよくいかせてあげる」

　吐息ごと囁ささやかれぞくりと震える。すると、再び根元を握り締しめられたかと思えば、もう一方の手に弱い先端を弾はじかれた。

「や、やだっ……」

「うん。嫌なら我慢すればいいよ」

　了りよう承しようもしていないのに、一方的に勝負がはじめられてしまった。

　くちゅくちゅと濡ぬれた音を立てながらすでに見抜かれている弱い場所ばかりを責めたてられ、わけもなく何度も身体が跳ねる。自分のものとは思えない淫らな声が口から溢あふれ出し、その間にも流れ続けるオルゴールの音色にどうしようもなく頭が煮える。

　こんな綺き麗れいな音が流れている中で快楽に悶もだえている背徳感。その上、祖父に怒おこられているような気さえしてきて、罪悪感が募つのる。そんな思いとは裏腹に塞き止められたままの熱が身体の中で暴れだし、涙が溢れる。

（も、う……、おかしくなる……）

　恥ずかしい、止めてほしい、音を止めて。そう思っているはずなのに、いきたい、達したいと、そんな欲よつ求きゆうが頭をもたげる。

「ふみ、とさん……あっ、ああ……」

「もうすぐ音が止まりそうだね。止めてもいいの？」

　史人の言葉にオルゴールの音へ意識をやると、確かに音の速度が落ちている。きっと、もうすぐ止まってしまう。またこの刺激を止められてしまうのか。

（だめ、もう……、いきたい、いきたい）　>>>♥

　射精の自由を奪われたまま与え続けられる刺激は、経験のない詩音にとっては拷ごう問もんのようだ。

　このまま与えられる刺激の中で達してしまいたい。惜おしみなく愛あい撫ぶを与えてくれるくせに、達することは許してくれない手が憎にくらしい。理性なんて、もう残ってない。

「い、……たい」

「何？　聞こえないよ」

「……い、いきたい、です」

　消え入りそうな声で、それでもはっきりと口にすると、最後の一音を響ひびかせてオルゴールの音が止まる。

　ぬらりと濡れた口元を舐なめられ、史人は目を細めた。

「俺の勝ち、だね」

　するりと拘こう束そくしていた手が解かれると、羞恥心よりも早く解放されたいとそればかりで頭がいっぱいになる。すると、ぐっと史人の腰こしを押し付けられ、目を見開く。

（あ、熱い……）

　いつの間に服をくつろげていたのか、剝むき出しの史人の熱を濡れた詩音のものと重ねられた。

　自分のものよりも大きな熱に言葉を無くしていると、史人が口元を歪ゆがめる。

「俺も、もう限界だから」

　一いつ緒しよにね、と囁かれてもわけがわからない。すると、二つの熱をしっかりと重ねるように握りこまれ、ずんと腰を突つき上げられる。

「んっあ……、やだっ、やだ！」

「そんなこと言っても、もう止めてあげないよ」

　無意識に腰を引くと、すぐに抱だき寄せられ、引き戻もどされる。擦れ合いながら濡れた音が響き、すでに限界まで追い詰つめられていた詩音には、すぐにその瞬間がくる。

「ああっ──」

　史人の手の中にびゅくびゅくと白いものが溢れていく。涙ぐみながら喘あえぐと、「かわいいね」と囁かれた。

「あ、あ……み、見ないで、くださいっ」

　いやいやと首を振るのに、史人はじっと詩音の顔を見つめて、視線を外そうとはしない。

　それどころか、史人の腰の動きが止まらないままで、詩音はひいひいと喘ぐ。

「もっ……、いった、からっ……」

「俺がまだだよ」

　そう言って、史人の腰の動きがさらに激しくなる。先程よりも濡れた音が大きくなり、一度放出したはずなのに、また先せん端たんから溢れた。

　長く引き延ばされる射精感に快感の波が止まらない。指先までびりびりと痺しびれ、身体に燻くすぶる熱が少しも下がらない。身体がおかしくなる、と熱くなった目から涙が溢れると、史人が僅わずかに眉まゆを寄せた。

「くっ……」

「ふあっ、ああっ……あ」

　額に汗あせを浮かべた史人が達し、詩音の薄うすい腹に白い熱がかかる。それを肌はだで感じると同時に、詩音の意識とは関係なく、また軽く達してしまう。

「またいったね。本当にかわいい」

「あ、あ……」

　史人も同じように達したはずなのに、まだ余よ裕ゆうがありそうな声こわ音ねで囁かれ、背中がぞくりと震ふるえる。身体からだ中が心臓になったみたいで、どくどくと鳴り響く鼓こ動どうで息が苦しい。

　でも、これでもう終わりだ。そう思って、力の入らない目を史人に向けると、静かな目をした史人がふっと笑う。

「もう少し、試ためしてみようか」

「ひっ……」

　滑ぬめりを纏まとった指が尻しりの間を撫なで、身体からだが竦すくんだ。

　自分でもまともに触さわったことがない場所に滑りを塗ぬりつけるように史人の指が何度も動き、その度たびに身体が震える。

「男同士のセックス、どうするか知ってる？」

「え、え……」

「ここでね、俺を受け入れるんだよ」

　何を言われているか分からなかった。

（ここって……）

　そんなの、信じられない。史人の指が窄すぼまりをグッと押し、詩音は息を吞のんだ。

「やっ、嫌いやですっ……！」

　触られているだけでも恐きよう怖ふで身体が震える。はじめてはっきりと拒きよ絶ぜつして史人の手から逃にげるようにベッドの上で身体を引きずると、史人がゆっくりと身体を離はなす。

「やっぱり、無理？」

「だ、だって……」

　さっきまでの快感の波が去って、「ごめんなさい」と小さな声で呟つぶやいた。

　ここまで流されておいて、突とつ然ぜん臆おく病びようになるなんて情けない。でも、異性との性体験さえないのに、いきなり教えられた同性での行こう為いに恐怖が勝まさり、急速に身体が冷えていく。

　力ない声でもう一度謝ると、伸びてきた手に頭を撫でられた。

「まだ無理そうだね」

　まだ、というより、そんな事できる日が来るなんて想像できない。でも、付き合うという事は当然その先の行為も受け入れるという事で。

（感情が、追いつかない……）

　衝しよう撃げきが感情を置いてきぼりにしてしまって、どうすればいいのか分からなくなる。

　身体を丸めると、ふわりと包み込むように抱きしめられた。

「いいよ。今はこれ以上何もしないから。このまま一いつ緒しよに眠ねむろう」

「ほ、本当に……？」

「まだお試しだからね。詩音が無理だと思ったなら、それ以上の事はしないよ」

　抱きしめられるのは嫌じゃないよねと問われ、おずおずと頷うなずく。

　早はや鐘がねのようだった心臓の音が徐じよ々じよに凪なぎ、何度も頭を撫でられる内に身体の力が抜ぬけていく。

「怖こわがらせたしね、これ以上は本当に何もしないよ。嫌な想おもいをさせたまま日本に帰りたくもないからね」

　この腕うでに抱きしめられて何度も眠りに落ちた記き憶おくが、徐々に微睡まどろみを運んでくる。

「でも、離れている間も俺の事を好きかどうか、考えてくれるかな」

　切なげな声に胸が締しめ付けられ、詩音はゆっくりと頷いた。

「今は、それだけで許してあげる」

　あやすように背中を叩たたかれ、本当に瞼まぶたがとろりと重くなってくる。

　明日には、詩音は工こう房ぼうに戻り、史人は日本へ帰ってしまう。

（このまま、朝が来なければいいのに……）

　起きたくない。起きたら離れなくちゃいけなくなる。それは幼い頃ころに何度も思った事。その想いと今の気持ちに境界はあるのか。

（分からない……）

　そう思いながら、詩音は史人の腕の中で目を閉じた。
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　アトリエに並ぶオルゴールの埃ほこりを一つ一つ丁てい寧ねいに払はらいながら、詩音は溜ため息いきをつく。

　ここ数日、自分でも自覚するほど溜息の回数が増えた。その原因である人物の事が思い浮うかび、また大きく息を吐つく。

　史人が帰国してから十日。そう、もう十日も経たつのに、詩音は思考のループから抜け出せないままだ。

（まさか、こんな事になるなんて……）

　嬉うれしい旧友との再会に、まさか恋れん愛あい事が絡からむ事になるなんて、夢にも思わなかった。

　──また次に会う時は、その時詩音が思っている事を聞かせて欲しい

　だから、会えない間も自分の事を考えておいてくれと暗に言われたせいで、詩音の思考はずっと複雑に絡み合ったままだ。

　史人の事が好きか嫌きらいか。その二択たくで聞かれれば、迷わず好きだ。だが、それが友情か恋愛かと問われれば、答えに詰まる。そもそも男同士で恋愛感情を持つなんて考えた事もない。世の中に同性愛者が居る事はもちろん分かっているし、その人達を否定するつもりもない。でも、自分もそうなのかと問われれば、それは違ちがう。今までまともに恋こいをした事はないが、いいなと思う相手がいた時は全すべて女性だった。

（このまま、友達同士じゃダメなのかな……）

　そんな風に思考が逃げそうになると、あの日の事が脳のう裏りに浮かび、ぼっと顔が熱くなる。

　あれから少しだけ、男同士の性せい行こう為いがどういうものか調べてしまった。あんな場所で繫つながる事ができるなんてとてもじゃないが信じられない。それでも、うっかり男性同士が抱き合う画像を見つけてしまって、自分と史人を重ねたのも事実だ。

　ならばできるのかと自分に問いかけても、答えは出ない。思考のループは終わらないままだ。

「そういえば、ガエルさん遅おそいな……」

　思考に没ぼつ頭とうするあまり気にならなかったが、すでに時刻は九時半を過ぎている。いつも時間を守るガエルが遅ち刻こくなんて珍めずらしい。

「どうしよう、もう一度電話した方がいいかな……」

　九時を過ぎた時点で一度ガエルに電話をかけていたが、その時は繫がらなかった。すぐに来るだろうと安易に考えていたが、一度家まで見に行った方がいいだろうか。

　そんな事を考えていると、ゆっくりとアトリエのドアが開かれた。

『ガエルさん！』

　入ってきたガエルに声を上げると、ガエルは力のない目で詩音を見て、そのまま近くの椅い子すに座り込んだ。その様子に、詩音は慌あわてて駆かけ寄る。

『どうかしたんですか。具合が悪いなら無理しなくても……』

　どことなく顔色も悪く見える。声をかけるとのろのろと顔を上げたガエルが力なく呟く。

『詩音はまだ、聞いていないのか』

『聞くって、何をですか』

『ラウテル工房が、廃はい業ぎようを決めた』

　淡たん々たんとした響ひびきに、詩音はまさかと目を見開く。

　ラウテルの工房と言えば、この町に残るもう一つのオルゴール工房だ。そのラウテル工房が廃業するだなんて。

『……本当、なんですか？』

『ああ。さっき直接行って確かめて来た』

　だから、ガエルは遅おくれてきたのか。だが、そんな事がどうでも良くなるほどの衝撃に、詩音も立っていられず手近な椅子に座り込んだ。ギシリと響いた古い木の音が胸に刺ささる。

　力のない声こわ音ねのまま、ガエルがぽつぽつと教えてくれた。

　元々ラウテル工房もアルトナー工房と同じくギリギリの経営だった事。かろうじて残っていた大口の取引先から取引を打ち切られ、これ以上どうあがいても経営を続けられなかった事。工房主のラウテル本人が高こう齢れいだった事もあり、ここがもう引き際ぎわだと考えた事。

　それでも、ラウテル工房は商品の価格をできるだけ抑おさえ、小さな民芸店にまで商品を卸おろすなど、経営努力を続けていた。同じオルゴール職人同士、ラウテルと祖父アルトナーは友人でもあり、祖父が亡なくなった時相談にものってくれた。かつてのオルゴールの町に残った、たった二つの工房。苦しくても、この町のオルゴールを守ろうと共に支え合ってきた。

　それなのに、もうアルトナー工房だけになってしまう。

　何も言葉が出てこず俯うつむくと、しばらくしてガエルが低い声で呟いた。

『いいよな、年寄りは。引退って道が選べてさ』

『ガエルさん、そんな言い方……』

『そうだろう。俺達が工房を廃業するようなことがあれば、それは無職になるのと同じだ。俺は、無職になるつもりもアルトナー工房を終わらせるつもりもない』

　だが、現実が甘くないことは詩音もガエルも痛いほど分かっていた。

　ここ数年、仕事は減る一方。取引先に卸している数も、個人からの依い頼らいも減少を続けている。だからこそ、詩音は博物館の仕事と掛かけ持ちをしているのだ。

（このままだと、うちもいつまで続けられるか……）

　それはきっと、同じことをガエルも考えている。だけど、お互たがい口にはしない。このままではいけない、と思っても正直なところ何をどうすればいいのか全く分からない。互いに磨みがいてきたのはオルゴール職人としての技術で、経営の事となると何をどう動けばいいのか。

　何も言わないまま、時間だけが無意味に過ぎていく。

『そうだ。綺き麗れい事だけでは経営なんかできない』

　唐とう突とつに、ガエルは口を開いた。何か決意したような目でアトリエを見み渡わたし、ぐっと唇くちびるを嚙かむ。

『ガエルさん？』

『知っているか、詩音。ラウテル工房が価格を抑えるために何をしていたか』

『何をしたか、ですか？』

　ラウテル工房がオルゴールの値段を下げたのは一年ほど前からだ。それは単に買い手がつきやすいようにと考えた上での決断だと思った。それ以上の事など、詩音は知らない。

　口にすることを躊躇ためらうように一度目を閉じたガエルがゆっくりと立ち上がる。

　その時、ドアベルの音を響かせ、アトリエのドアが開いた。

『こんにちは。宅配便です』

『あ、ありがとうございます』

　重い空気を断たち切るような明るい配達員の声に、詩音は慌てて立ち上がる。国際便だという小包を受け取ると、配達員はすぐさま立ち去っていった。

　発送元の住所を見て、詩音の顔が僅わずかに明るくなる。

『なんの荷物だ？』

『日本から、シャトーウォッチからの荷物です』

『……どういうことだ？』

　ガエルには分からないだろう。史人から言われた通り、詩音はガエルに懐かい中ちゆう時計の仕事の事は一言も伝えていない。でも、このタイミングで日本からの荷物が届くなんて、まるで奇き跡せきだ。

　この中身を、詩音は知っている。

　テーブルの上で包みを開く。その中には三つの懐中時計と封ふう筒とうが入っていた。フランス語で『依頼書』と書かれた封筒をガエルに渡わたし、二人で中の文書を確かく認にんする。

　書類には懐中時計型オルゴール製作依頼の旨むねと、具体的な製作依頼費も記されており、完成した際は買い取り額の見積もりと製品化の検討を行うので、一度日本まで来ていただけないかという事も記されていた。全てフランス語で記され、製作の依頼を受ける場合は、書類にサインをして返送して欲しいと返信用の封筒も同どう封ふうされている。

　何度も何度も書類の内容を確認したガエルは、やがて詩音に視線を向ける。

『……何も知らない、と言うつもりはないな』

『はい。史人さんがスイスに来ていた間に、僕が話を受けました』

　なぜシャトーウォッチが今になって懐中時計を作ろうとしているのか、アルトナー工こう房ぼうとシャトーウォッチの関係も、祖父同士が対立した経けい緯いも、全て話した。その上で、詩音はやりましょう、と声を上げる。

『せっかくの新しい仕事なんです。成功する保証はないかもしれないけど、このまま何もしないよりはずっといいと思いませんか』

『……考え方の違いにより成功した時計会社と、経営難のオルゴール工房が、今いま更さら共に仕事ができると？』

『仕事面での考え方は違ったかもしれません。でも、消費者の考え方は一つではありません』

　両方必要とされている。そう話してくれた史人の言葉を信じている。このまま工房を、祖父から引き継ついだ大切な技術を無くしていいなんて、絶対に思いたくない。

『やってみましょうよ。ガエルさん』

『……商品化されなくても、製作費は入るんだろう。だったら、断る理由はない』

　ガエルは渋しぶい表情のままだが、同意は同意だ。







　その日から、懐中時計に組み込むためのオルゴール設計を始めた。

　小さな懐中時計に組み込むのだから、オルゴールは十七弁式のシリンダーオルゴールしかない。祖父が製作していた頃ころの資料を見つける事はできたが、十七弁式と言えば、世界最小のシリンダー型オルゴールだ。製作は簡単ではない。

　見習いの自分も手伝いたいというのをガエルは止めるかと思っていたが、ガエルは止める事なくすぐに了りよう承しようしてくれた。自然と、製作の役割分担も決まった。

　元々ガエルは精せい緻ちなパーツを作る事が得意で、シリンダー部分の釘くぎ打うちに関してはアルトナーに匹ひつ敵てきするとまで言われていた。そして詩音は、櫛くし歯ばの調律を行う事になった。

　十七弁なんて小さな櫛歯の調律は、ほとんど経験がない。でも、経験をしないと自信も成長も得られないと教えてくれたのも、史人だ。

（情けないな。史人さんに会えてなかったら、僕は何もできなかったままじゃないか）

　だからこそ、このチャンスを形にできなければ史人に合わせる顔がない。

　荷物を受け取った日の夜、史人から電話があった。

　──無事に受け取ってくれた？

　──もちろんです。それに、ガエルさんも賛成してくれて、今一いつ緒しよに製作を始めています

　契けい約やく書類の返送もその日の内に行った。

　こんな風に、ガエルと協力して一緒に作るのは初めてのことだ。

　──実は今日、サントクロワにあったもう一つのオルゴール工房が廃業を決めたんです

　ラウテル工房が廃業する。その話は瞬またたく間に町に広まり、アルトナー工房も危ないのではないかと囁ささやかれはじめた。この荷物が届いていなければ、不安に押しつぶされていたかもしれない。そう話すと、史人はタイミングが良かったねと穏おだやかな声で言った。

　──本当に、ありがとうございます。チャンスを活いかせるよう、頑がん張ばって作りますね

　──ああ。信じているよ

　史人の優やさしい声を思い出し、胸が締しめ付けられた。

　史人と過ごした五日間が、オルゴールとの向き合い方を変えてくれた。史人への気持ちにも、オルゴールにも正面から向き合わなければ。

　一フランコインほどの大きさの櫛歯を削けずり調律する作業は、想像以上に神経もすり減る作業だ。作業の手を止め大きく息を吐つくと、ガエルが動く気配がして振ふり返る。

『少し気分転てん換かんに外へ出てくる』

『あ、はい。分かりました』

　そう言うと、さっさとガエルは工房を出て行ってしまった。

　今日で懐中時計の製作をはじめてから一週間。普ふ段だんより小さな部品を作るのはさすがのガエルも神経を使って疲つかれるのか、息いき抜ぬきをすると言って外へ出る時間が増えたように思う。でも、疲れを感じているのは自分も同じなので、人のことは言えない。

　史人には一ヶ月ほど時間をもらえれば、一つ二つは完成できるだろうと伝えてある。完成すればまた連れん絡らくをし、その後シャトーウォッチ側が航空券等を手配してくれる事になっている。厳密な期限が切られていないとはいえ、いつまでも行ゆき詰づまっているわけにはいかない。

　優すぐれた音を作るのではなく、安らぎを贈おくる音を作る。

　どんな音なら史人が喜んでくれるのか。自分だったら、どんな音を史人に贈りたいか。

　心の中で作りたい音を思い描えがき、詩音は小さな櫛歯を手に取った。
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　人の多さと嗅かぎ慣れない臭においで頭がくらくらする。もっと懐なつかしさを感じるかと思っていたが、子供の頃の記き憶おくなんて、非常に断だん片ぺん的な物なのだと思い知った。

『ごみごみした空港だな。渡と航こう者に対する配はい慮りよがないのか』

『……ガエルさん、もう少し声を抑おさえてください』

　案内板を睨にらみながら呟つぶやくガエルに、詩音は思わず周囲を窺うかがう。

　国際空港なだけあって、多様な言語が周囲で飛び交かっている。ガエルの悪態が誰だれかの耳に入っていないか気になって落ち着かない。飛行機を降りてからガエルはずっと苛いら立だっていた。

　今日は移動日、シャトーウォッチの本社に行くのは明日だと聞いているので、詩音もガエルもラフな服装だ。だが、キャリーケースの中には滅めつ多たに着ることのないスーツが用意してある。

　入国審しん査さを終えたら、一階のロビーで待っていてくださいと言われているが、ここでいいのだろうか。日本語の読み書きにも英語にもあまり自信はなく、周囲をきょろきょろと見回す。

「詩音！」

「史人さん！」

　呼ばれて振り返ると、そこには史人と塚原の姿もあり、詩音は駆かけ寄った。

「久しぶりだね、詩音」

「お久しぶりです、史人さん。塚原さんも」

「覚えていていただいて光栄です」

　一ヶ月半ぶりだ。これまでの事を考えるとたった一ヶ月半だとも思うのに、また会えた事がすごく嬉うれしい。

　優しい目で微笑ほほえむ史人に詩音も笑え顔がおを返すと、ガエルに『おい』と肩かたを叩たたかれる。

『詩音、日本語で話すなと言っていたはずだ』

『あ、すいません。つい……』

　隣となりに並んだガエルに咎とがめられ、肩を竦すくめる。

　内容が分からないガエルが不満に思うのは当然だ。日本に来る前、フランス語が通じる場面では日本語は使わないようにと、ガエルから言われていた。

　ガエルと塚原は初対面な上、考えてみればガエルはまともな自己紹しよう介かいを一度もしていない。フランス語で簡単に挨あい拶さつを終えると、塚原が声をかけた。

『ガエル様は本日お一人で日本の観光をご希望だと伺うかがっておりますが、本当にガイドも通訳もご用意しなくてよろしかったのでしょうか』

『かまいません。自分でなんとかしますで、お気き遣づかいなく』

　珍めずらしいガエルの丁てい寧ねいな口調に、詩音は少しだけ驚おどろいた。

　塚原の穏やかな話し方はガエルにとって好こう感かん触しよくだったようで、塚原に対してはビジネスマンとして振る舞まっているように見える。対照的に、ガエルが一度も史人を見ようともしない事には苦く笑しようしてしまう。

　すると、史人の方からガエルに近づいた。

『そんなにも日本で気になる場所があるとは、意外ですね』

『はじめて訪おとずれた国だ。有名な観光地ぐらい見ても損はないだろう』

『目的は、本当に観光ですか？』

『……何が言いたい』

　史人の言葉にガエルが眉まゆを寄せ、詩音は慌あわてて口を挟はさんだ。

『あの、本当に一人でいいんですか？　僕が一緒の方が言葉には困らないと思いますけど』

『何度も聞くな。俺にも日本に当てぐらいある』

　ガエルの意外な言葉に、詩音は目を瞠みはった。

　日本行きが決まった時から、ガエルは単独行動できる時間が欲しいと言っていた。元々史人が手配してくれた日本滞たい在ざいは三日間。明日に商談を行い、明後日あさつてにはスイスに帰国する。

　史人はもう少し長く日本に滞在してもいいと言ってくれたが、詩音とガエルの二人共が長く工こう房ぼうを離はなれるわけにはいかないと、滞在は三日間に決まった。そして、移動日である今日を、ガエルは一人で観光したいと自ら申し出たのだ。

『でしたら、不要な荷物をホテルに送るように手配しましょう』

　穏やかな口調でガエルに声をかけてくれたのは塚原だ。

　塚原の言葉にガエルはさっと史人に背を向け、塚原の申し出に感謝し荷物をまとめはじめた。

　観光には少し大きすぎるのではないかと感じるショルダーバッグに必要な物をまとめ、さらに塚原からフランス語表記のガイド本や地図等を受け取っている。

　そんな様子に、詩音はガエルに聞こえないよう、史人の側そばで呟く。

「あの、すごく嬉しいんですけど、こんなにお世話になってしまっていいんでしょうか」

　一応アルトナー工房側がシャトーウォッチの依い頼らいを引き受けた立場とは言っても、会社的な立場を考えればシャトーウォッチの方が当然上だし、アルトナー工房にとっては商品化がかかっている大事な商談前だ。

　こんな至れり尽つくせりな対応を受けていいのかと不安になると、史人は問題ないよと笑う。

「塚原には客人として対応するように、と話してあるからね。明日の商談の場でも険悪な態度を取られては、まとまる話も破談になりかねない。機き嫌げんをとっておくに越こしたことはないだろ」

　明日の商談では、史人や塚原だけでなく、シャトーウォッチの社員が数名同席すると聞いている。確かに、史人に対するような態度で居られては困るが、そこまで分別をわきまえていない人ではないのだが。そう思って苦笑すると、史人が肩をすくめる。

「打てる手は打っておくさ。俺としては、詩音と一緒に仕事がしたいからね」

　こそこそと会話をする史人と詩音を気にすることなく、ガエルは塚原の案内でさっさと空港を出て行ってしまった。

　日本に来てもマイペースなガエルにある意味感心しつつ、詩音は史人を振り返る。

「それで、僕達はどこに行くんですか？」

「ああ、まだ話してなかったね」

　事前に今日はガエルが別行動を希望している事を伝えると、史人から『だったら、詩音は俺とデートしてくれるかな？』と誘さそわれた。デート、という言葉に戸と惑まどったものの、せっかく日本に来たのに一人で過ごすのは寂さみしいなと思っていたので、詩音は史人の誘いに応じた。

　史人はどこに連れて行ってくれるというのか、期待半分緊きん張ちよう半分の視線を史人に向けると、ふと電話の音が響ひびいた。

「悪い、俺だ」

　携けい帯たいを手に取った史人に、詩音は電話に出るように促うながす。

　史人は軽く手を上げると、通話しながら少し詩音から離れた。

（忙いそがしいんだろうな……）

　電話に出た史人が発した言葉は英語だった。シャトーウォッチは海外にも支社がある世界的なブランドだ。その社長となれば、忙しくて当然だろう。

　空港に迎むかえに来てくれた事は嬉しかったが、こんなに甘えてしまっていいのだろうか。

　そう思って電話を続ける史人の背中を見つめていると、塚原が隣に立った。

「社長は電話中なのですね。申し訳ありません」

「いいえ。ガエルさんの事、ありがとうございます」

　塚原は空港の外までガエルを見送り、ハイヤーに乗せてくれたらしい。他ほかにも地図や荷物の事など改めてお礼を言うと、塚原は気にしないでくださいと笑う。

「すべて社長の指示なので、詩音さんはお気になさらずに」

「でも、今日もきっと忙しいですよね。僕なら別に一人でも大だい丈じよう夫ぶなので……」

「詩音さんがそう言っても、社長の方が詩音さんを離さないと思いますよ。今日の日のために社長は仕事を前まえ倒だおしで終わらせてきたぐらいですから」

　あの電話で社長の今日の仕事は終わりです、と何でもない事のように塚原は言う。

「史人さん、疲れているんじゃないですかね」

「不ふ眠みん不ふ休きゆうなんて、社長にとってはいつもの事です」

　つまり不眠不休で働く必要があるほど忙しいという事ではないか。工房での史人の様子を思い出し、詩音は眉を寄せる。

「僕としては、史人さんに休んでもらいたいですけどね。前、工房でもうたた寝するぐらい疲つかれていましたし」

　あの時も今も、自分は史人に無理をさせてばかりだ。そう思うと少し悲しい。

　すると、なぜか塚原が驚いたように詩音を振ふり返る。

「史人が、眠ねむったのですか？　詩音さんの前で？」

「え、えっと、眠ったと言っても少しだけですけど……」

　そのうたた寝だけでなく、史人がスイス滞在中に共に眠ったのは二度ある。どちらも詩音の方が先に眠ってしまったが、微睡まどろみの中で史人も寝ね息いきを立てながら深く眠っていたのは感じていた。

　塚原が何に驚いているのか分からず首を傾かしげると、塚原は深く息を吐つく。

「本当に、史人にとって詩音さんは特別なのですね」

「えっと、僕何か変な事言いましたか？」

「いいえ。変だと言うなら、それは詩音さんではなく史人の方でしょう」

　塚原が史人を社長ではなく名前で呼び捨てにしていると、本当に親しん戚せきなのだと感じその呼び方の方が自然に思える。塚原は、詩音を見たままふっと目元を和やわらげた。

「私を含ふくめ、史人の周囲の者で彼が眠っている姿は見たことがある人を、私は知りません」

「……え？」

「以前口を滑すべらせてしまいましたが、史人が愛人の子だというのは覚えていますか？」

　詩音は史人の背中に一いつ瞬しゆん目をやり、無言で頷うなずく。

「私もすべての事情を知っているわけではありませんが、史人は幼い頃ころ実の母親から捨てられるような形で多賀城家に引き取られ、かなり厳しく育てられていたようです。社長になった今も、周囲に敵となる存在は少なくありません。そんな環かん境きようのせいか、史人は決して周囲に隙すきを見せるようなことはしません。ましてや人前で眠るなんて、ありえない」

「え、でも……」

　塚原の言う事は、詩音が知っている史人の姿と一いつ致ちしない。工房でうたた寝をしてしまった史人を見て、幼い頃を思い出し詩音は懐なつかしいと感じた。

　そんな史人の姿を、自分以外は知らないというのか。

「なんの話をしているんだい？」

　聞こえてきた史人の声に慌あわてて顔を上げると、電話を終えた史人が目の前に立っていた。

「大した話ではありませんよ。メイソン氏との話はまとまりましたか？」

「一時間以内に最終的な企き画かく書しよが送られてくる事になった」

「かしこまりました。では、予定通り社長は明日までオフですので、どうぞ詩音さんとのデートをお楽しみください」

「言われずともそうさせてもらう」

　そう言うと、史人から「待たせて悪かったね」と微笑ほほえみかけられる。

「ここから少し遠いところにあるんだ。車を出すから、ドライブしながらゆっくり行こうか」

「え、は、はいっ」

　塚原の話がまだ整理しきれないままぼんやりとしていると、自然と手を取られた。歩き出す史人に慌てて塚原を振り返ると、彼は人差し指を立て、口元に当てた。

（秘密、って事……？）

　この事は、史人に聞かない方がいいという事なのだろう。了りよう承しようを込めて小さく頷くと、塚原は綺き麗れいに腰こしを折り頭を下げた。

「社長の事、よろしくお願いいたします」







　僅わずかに憂うれいを残した塚原の言葉を胸の中に押し込め、詩音は流れる景色に声を上げた。

　どこまで行っても同じ色で舗ほ装そうされた道路、道に迫せまってくるような真っ直すぐで背の高い建物。道みち幅はばが狭せまく、建物と建物が近すぎて閉じ込められているような気分になる街並みを抜ぬけると、少しだけ木々が増えてきて、移り変わる景色を見ているだけで楽しい。

「すごいですね。スイスと全然違ちがう」

「そうだね。懐かしいと思う景色はないかな？」

「僕が覚えているのは史人さんの家ぐらいですから」

　ここが日本だという実感はあまりない。そう話すと、史人が「これはどう？」と窓を開けた。

　夏の湿しめった空気が吹ふき抜けると共に耳に届いてきた鳴き声に、詩音は目を輝かがやかせる。

「蟬せみの声！」

「さすが。音の記き憶おくはしっかり残ってるね」

　そうだ。この鳴き声を聞くと、いつもここが日本だと実感していた。大きく枝葉を広げた木の下。蟬の声に混ざるように響いたオルゴールの音と優やさしい史人の声。湧わき上がってくる懐かしさに、詩音は目を細める。

「うだるような暑さ、ですよね」

「詩音は唸うなっていたけどね」

　同じ事を思い出している事が嬉うれしくて、蟬の声を聞きながら声を上げて笑う。

　蟬の鳴き声をきっかけに、また新たな幼い頃の記憶が蘇よみがえり、思い出話をしていると約一時間のドライブは本当にあっという間だった。

　着いたよ、と言われて車を降り、詩音は目の前の建物を見て目を丸くする。

「カフェ……、ですか？」

「その通り」

　連れてこられた建物を見つめながらぼんやりした声で呟つぶやくと、隣となりに立つ史人がすぐに頷く。

　濃こい色の煉れん瓦が風の壁かべに緑色のドア。周りに植えられた木々が、どこか古さを感じさせる店の前に『Cafe　Atelier』と書かれたプレートがあり、ここが間ま違ちがいなくカフェだと分かる。

　だが、それが却かえって詩音を迷わせる。

（ものすっごく美味おいしい……、とか？）

　成なり田た空港からここまで、車で一時間以上かかった。そんな時間をかけてまで、わざわざ史人がこの店に連れてきた理由が分からない。

　入っていいのか迷っていると、背中を叩たたかれた。

「会わせたい人が居るんだ。入るよ」

「会わせたい人、ですか？」

「そう。ああ、そんな緊きん張ちようしなくていいから」

　人に会うなんて予想外で思わず身構えると、落ち着かせるように史人に背中を叩かれる。

　少し緊張しながらも店に入り、詩音はぐるりと店内を見み渡わたした。

　コーヒーのいい香かおりと間接照明の落ち着いた雰ふん囲い気きの店内は、外観から感じたように、年季を感じさせる風合いだ。テーブルが三つとカウンター席のみという狭い店内には、他の客の姿がない。それどころか、店員の姿まで見えない。

　誰だれも居ない、と驚おどろいて目を見開くと史人が声を上げた。

「宏ひろ明あき！　居るんだろ！」

　突とつ然ぜん大声を上げた史人に驚いていると、ややあって店の奥のドアが開いた。

　出てきたのは作業着姿の大おお柄がらな男性で、カフェには似つかわしくない服装に面めん食くらっていると、史人が息を吐く。

「着く時間は連れん絡らくしていただろ」

「悪い悪い。ちょっと作業に集中しちまってさ」

　口では謝りながらも、彼は明るい声でにっかりと笑った。史人も、口では彼を窘たしなめつつも、本当に怒おこっているような雰囲気ではない。

　話しやすそうな、大らかな空気を感じて少しだけ緊張を解くと、彼と目が合った。

「君が詩音くん？」

「は、はい。はじまして、詩音＝アルトナーです」

「お、聞いてはいたけど本当に日本語上手うまいね。はじめまして。鈴すず森もり宏明です。宏明でいいよ」

　第一印象通りの気さくな挨あい拶さつと笑え顔がおに、詩音も表情を和らげる。

「宏明、紀のり彦ひこさんは居ないのか？」

「悪いな。親おや父じは急な出張修理が入って明日まで帰って来ねえんだ」

「そうか、紀彦さんにも会って欲しかったけどな」

「スイスの職人と直接話せる機会なんて、そうそうないからな。親父も悔くやしがってたさ」

　紀彦、という名前の人が宏明の父親なのだと会話で察する。親し気な話し方から、二人は友人なのだろう。はじめて目にする史人の気軽な態度になぜかもやもやとした感情が湧わき上がり、詩音が思わず視線を落とす。

「……史人さんと宏明さん、仲良いですね」

「仲が良いつもりはないけどね、単なる中学の時の同級生だよ」

「俺以外にまともなダチが居なかったくせに、よく言うぜ」

　史人の言葉に宏明は声を上げて笑う。その明るい笑い声に、なぜか胸の奥がずんと重くなる。

　中学生の時の史人を、自分は知らない。

　詩音と一いつ緒しよに居る時とも、塚原と話している時とも違う、親しげな雰囲気を二人の会話から感じ、居い心ごこ地ちの悪さに詩音は胸を押さえる。

（なんか……、嫌いやだ）

　詩音には詩音の十六年間があったように、史人も同じだけの時間を過ごしていたのだ。

　その間に詩音の知らない友人が居ても、なんの不思議もない。いや、きっと詩音が史人と会っていた時にも、史人は他ほかにも友人が居ただろう。

　でも、そんな事考えたことは一度もなかった。詩音と居る時の史人は、他の何よりも詩音を優先してくれていたからだ。

（どうして、史人さんは宏明さんの所に僕を連れて来たんだろう……）

　理由の分からない不快感に口を噤つぐんでいると、宏明が言った。

「こんな所で立ち話もなんだから、とりあえず奥に案内するよ」

「……奥、ですか？」

　暗い感情を押し殺して顔を上げると、こっちと宏明に手招きされた。

「あ、お店の方はいいんですか？」

　他に客の姿はないが、また無人にしてしまっていいのか。不思議に思って問いかけると、平気平気と宏明が笑う。

「元々今日は定休日だから大だい丈じよう夫ぶ。悪い史人、ドアの鍵かぎを閉めておいてくれ」

　宏明の言葉に史人は軽く肩かたをすくめ、言われた通りにドアの鍵を閉める。

　そんなやり取りにも、また胸が痛む。

　自分を落ち着けようとこっそりと深呼吸をして、宏明の後ろをついて歩く。店の奥にあるドアを開けて足を進めると、詩音は息を吞のんだ。

「ここは……」

「こっちがうちのアトリエだ」

　案内された店の奥は、さっきまで居たカフェよりもさらに広い場所。その中に、作業台や研けん磨ま機など、見覚えのある道具が並んでいる。

　どこかアルトナー工こう房ぼうと似た雰囲気を感じ部屋の中を見渡すと、その中で一ひと際きわ存在感を放つ大きなアンティークに目を奪うばわれる。

「すごい。ディスク型オルゴールだ」

「さすが。やっぱりそこに目が行くよね」

　先さき程ほどまでのもやもやしていた感情が吹き飛ぶほど、目の前の大きなディスク型オルゴールに引き寄せられた。

（こんな大きなもの、初めて見たかも……）

　シリンダー型のオルゴールが主流のスイスでは、あまりディスク型オルゴールを見る機会がない。濃い色合いの木製の本体は詩音の背せ丈たけ程もあり、外装にいくつも傷がある。おそらく、相当に古いものだろう。

　どうしてこんな立派な物がこの部屋にあるのか。

　訳が分からず周囲を見回すと、宏明が話してくれる。

「こいつは今親父が修理中でね。音を聴きかせてやれないのが残念だ」

「修理って、ここでオルゴールの修理をしているんですか？」

　ただのカフェではないのか。驚いて目を丸くすると、宏明が首をかしげる。

「そうだけど……。おい史人、何も説明せずに連れてきたのか」

「その方が面おも白しろいと思ってね」

　驚いている詩音を楽しげに眺ながめている史人に気づき、宏明が呆あきれたように息をつく。

「えっとな、俺の親父はオルゴールの修理師で、ここはその仕事場なんだよ」

「修理師、ですか？　でも、表のカフェは……」

「ああ、一応カフェがメインなんだよ。正直、修理の仕事だけじゃ生活できないし、収入も安定してないからな。普ふ段だんはカフェで働いて、依い頼らいがあったときだけオルゴール修理をしている感じだな」

　予想外の宏明の言葉を驚きながらも聞いていると、史人がさらに詳くわしく説明してくれた。

　宏明の父親である紀彦は、アンティークオルゴール愛好家の中では有名なオルゴール修理師で、古いオルゴールの修理や博物館への出張メンテナンスも行っているらしい。

　宏明もカフェで働きつつ、自身も修理師として仕事ができるように、修しゆ業ぎよう中なのだと言う。

「修理の仕事って、たくさんあるんですか？」

「それなりにね。そもそも、日本では修理できる人も少ないからさ」

　オルゴール生産国第一位とは言っても、そのほとんどは機械での生産。アンティークオルゴールを修理できる職人は多くはなく、詩音やガエルのように手作りでオルゴールを作製できるような職人は、本当に数少ないのだと言われた。

「二つの仕事をするの、大変じゃないんですか」

　カフェを経営しながらオルゴールの修理作業。今日はカフェの方は定休日だと言っていたが、作業着姿の宏明を見れば、今日も修理の仕事をしていただろうことは想像に難かたくない。

　休みなしの生活ではないか、と言うと、宏明は頷うなずく。

「まあ、大変なのは否定しないけどさ。でも、オルゴールは好きだし、それに修理してでもオルゴールを大事にしようって人が居るから、辞やめられねえよな」

　宏明の言葉が胸に響ひびく。何も言えずにいると、宏明が「そうだ」と手を叩いた。

「ちょっとさ、詩音くんに見て欲しい物があるんだ」

　そう言うと、宏明は奥の棚たなから一つの木箱を大事そうに持ってきた。手近な作業台の上に置き、「見てもらってもいい？」と詩音に問いかけてくる。

　宏明の言葉に頷き、詩音はその木箱の蓋ふたを開けた。

（すごい。百四十四弁式オルゴールだ……）

　木箱の中で光る大きなシリンダーと櫛くし歯ば。百四十四弁なんて大きなオルゴールは、特別な注文でも入らない限りは、アルトナー工房でもほとんど作ることがない。

（音を聴いてみたいけど……、無理か）

　立派なオルゴールに見とれたのは一いつ瞬しゆん。詩音はオルゴールの状態に気づき、眉まゆを顰ひそめる。

（たぶん、ランが起きてる……）

　ランとはオルゴールの動力であるモーターや歯車の故障によって起こる現象で、シリンダーが急速回転を起こしてしまい、それによってピンや櫛歯が重大なダメージを負ってしまう。シリンダーオルゴールにとってかなり重度の故障現象と言える。

　一部のピンがまとまって折れ曲がり、櫛歯も損傷している。おそらく、今このオルゴールの音をまともに聴くことはできないだろう。

（でも、意外と櫛歯の傷は少ないかも）

　分解してみないことには細かくは見えないが、ピンの損傷の割に櫛歯には傷が少ないように見える。このオルゴール自体、ピンより櫛歯の強度が強かったのかもしれない。

（となると、シリンダーの方を全部リピニングすれば……）

　オルゴールを見つめたままそこまで考え、詩音ははっと顔をあげた。

「あ、ごめんなさい。つい夢中になって……」

　つい習慣で状態の確かく認にんから修理の方法まで考えてしまっていた。無言でオルゴールに見入っていた自分に慌あわてて振ふり返ると、宏明から気にするなと笑われる。

「一昨日おととい、修理依頼で預かったばかりのオルゴールなんだ。でも、ちょっと困っててさ」

「困ってるって」

「詩音くんはこのオルゴールをどう修理できると思った？　どうすれば修理できると思う？」

　前のめりに聞かれて戸と惑まどいつつ、さっき考えていた事を口にする。

「えっと、修理しないといけない箇か所しよが多いので時間は掛かかると思います。でも、折れた櫛歯は継つぎ歯をして、あとはシリンダーをリピニングすれば、修理できると思い、ますけど……」

　でもそれはあくまで詩音の考え方で、日本の職人には別の考え方があるかもしれない。そう思って言こと葉ば尻じりが弱気になってしまった。

　すると、宏明が感心したように大きく頷く。

「いやいや、さすがだよ。そう言うって事は、詩音くんはこのオルゴールが修理できそう？」

「時間は掛かりますけど。できると思います」

　大おお掛がかりな修理になるだろうから、おそらく一ヶ月ぐらいは掛かると思う。すると、十分だよと宏明は目を輝かがやかせた。

「図ずう々ずうしくて悪いんだけどさ、このオルゴールの修理を詩音くんに依頼できないかな」

「え、ええ!?」

「どういうつもりだ、宏明」

　この話は史人も予想外だったようで、わけを尋たずねると宏明が「実はな」と表情を曇くもらせる。

「正直なところ、うちはディスク型オルゴールの修理がメインで、シリンダーオルゴールはあまり修理を受けてねえんだよ。おまけに、一からリピニングする必要がある程の修理だと、断るか外注に回すかがほとんどでさ」

　シリンダー部分の修理が必要な時は、スイスやドイツなど他ほかの国のオルゴール会社にパーツ部分の依頼を行っているという。

　大きなオルゴール会社では、そういった依頼を他国から受けることは知っていたが、アルトナー工房のような個人工房、それも山村といった不便な場所まではなかなか他国からの修理の話が来ることはない。宏明の話を興味深く聞いていると、史人が口を挟はさむ。

「だったら、なぜ詩音に頼たのむ必要がある。これまで通り外注でも問題はないのだろう」

　史人の言葉はもっともだ。さっきの修理の見立ては適当に言った事ではなく、実際に自分でも修理はできると思う。でも、なぜ自分なのか。不思議に思って宏明を見ると、彼は眉を寄せた。

「実はな、依頼してきた人がこのカフェの常連でさ。俺も世話になってるばあちゃんなんだけど、来月には入院して、一ヶ月半後には手術をすることが決まってんだ」

　入院に手術と、不安になる出来事が控ひかえているせいか、近ちか頃ごろよく眠ねむれなくなっているらしい。そんな時に思い出したのが、亡なくなった夫からもらったこのオルゴールだったのだという。

　手術の前に、久しぶりにこのオルゴールの音色を聴いて、気持ちを落ち着かせたい。

　そう思って、オルゴール修理を依頼することに決めたらしい。

「部品を外注しての修理となると、どうしても仕上がりまでに二ヶ月以上かかるんだ。少しでも早く修理して、ばあちゃんに渡わたしてやりたくってさ」

「詩音が来ることが決まっていたから、修理を引き受けた、というわけか」

「受ける、と決めたわけじゃねえよ。どのぐらいで仕上がるか分かったらばあちゃんに連れん絡らくする約束だからな。ま、詩音くんが来るからオルゴールを預かった事は否定しないけどさ」

　はじめから当てにされていたらしい。

　それでも急いで仕上げれば、一ヶ月以内に修理し依頼主に届けるのは、不可能な話ではない。

　本当に可能かどうか、工房に在庫があるパーツ、修理の工程、配送にかかる日数を頭の中でシミュレーションする。そして、詩音は顔をあげた。

「僕でいいなら、是ぜ非ひやらせてください」

「ありがとう！　助かるよ！」

　詩音の言葉に、宏明は心底嬉うれしそうに笑い、手を差し出してきた。詩音もそれに応こたえ、しっかりと握あく手しゆをする。

　まさか、日本まで来て修理の仕事を引き受けるなんて、想像もしていなかった。だけど、宏明の話を聞いて、純じゆん粋すいに力になりたいと思った。

　オルゴール職人としての技術を役立てられるのは、何よりも嬉しい。

　ちらりと振り返ると史人が優やさしい顔で詩音を見つめていて、詩音もまた答えるように頷いた。







「すごい。はじめて見ました」

　寄せては返す波打ち際ぎわで、詩音は大きく息を吸い込む。

　せっかく日本に来たのだからと、史人が連れてきてくれたのは海だ。潮の香かおりとさざ波の音。はじめて味わう感覚に、詩音は目を輝かせる。

「スイスには海がないからね。喜んでもらえたかな？」

「はい！」

　季節的に今はどこの海も海水浴客でにぎわっているらしいが、史人が穴場だと言って連れてきてくれた海岸は人がまばらだ。数人のサーファーやカップルが思い思いに楽しんでいるだけで、波の音が静かに響いて心ここ地ちいい。

「それで、はじめて会った日本の職人の感想は？」

　隣となりに並んだ史人に問いかけられ、詩音は先さき程ほどまで会っていた宏明のことを思い返す。

「いろいろと、勉強になりました」

　素す直なおな感想だった。

　修理を引き受けることに決め、依い頼らい主にオルゴールをスイスに持って行くことの了りよう承しようを得ている間、宏明とはいろいろな話をした。

　日本で修理できる状態の物とそうでない物。職人としての苦労。宏明も、いつか修理だけではなく自分の手でオルゴールを作りたいと思っていること。

　──詩音くんみたいな職人が居たら、もっとたくさんのオルゴールが修理できるだろうな

　日本では職人の数が多くはなく、腕うでのいい職人は博物館や骨こつ董とう屋やのオルゴール修理をメインに行い、なかなか個人の依頼にまで手が回らないのだという。修理を引き受けてくれる職人を見つけることも、そんなに簡単なことではないらしい。

　でも、宏明はオルゴールを大切にしている人の気持ちを何よりも大事にし、こうして個人で修理を引き受けているのだという。

　──こんな儲もうけの少ない仕事を親おや父じはなんでやってんのかって思ってたけどさ、古いオルゴールを宝物みたいに大事にしてる人を見たら、俺もいつの間にか修理師を目指してたんだよな

　カフェと修理人。二つの仕事を同時に持つというのは、口で言うほど簡単なことではない。それは、自身も二つの仕事をしているからこそ理解できた。

（でも、僕と宏明さんでは全然違ちがう……）

　彼は、必要としている人がいるからオルゴールの修理は辞やめられないと言った。だが、詩音はアルトナー工こう房ぼうという場所そのものを守るために行動していた。その考えが間ま違ちがっていたとは思わない。だけど、必要としてくれる人のために、と言える宏明を羨うらやましいと思った。

「史人さんは、どうして宏明さんに会わせてくれたんですか」

「詩音に日本の職人を見て欲しかったっていうのもあるけど、一番は詩音の仕事の可能性をもっと感じて欲しかったから、かな」

　まさか急に修理の話を振られるとは思ってなかったけどね、と史人は苦く笑しようする。

「例えば、今日のオルゴール。ここにアルトナー工房と同じような道具が揃そろっていれば、詩音はこの場で修理できた？」

　少し考えて、頷うなずいた。同じ道具があれば、もちろん即そく日じつというのは無理でも、修理はできる。わざわざ他に部品の依頼なんかする必要はない。

「もしも日本で調達できない部品があったとしても、詩音なら正確に細かな要望まで伝えて、必要な部品だけを取り寄せることができるんじゃないかな」

「……何が言いたいんですか？」

「詩音の可能性を、狭せまい工房の中だけに止とどめる必要はないと思っているだけだよ」

　ビクリと肩かたが跳はねた。

　史人と視線を合わせると、真しん剣けんな目を向けられる。

「考えたことはない？　詩音はフランス語が話せて、これだけ立派に日本語も話せる。それだけで、人より大きなチャンスを手にしている」

「チャンス、ですか」

「そう。確かに、オルゴール職人として個人で仕事を続けるには、今の状じよう況きようは厳しいかもしれない。でも、もっと外に目を向けてみれば、今の仕事を活いかし、アルトナーのオルゴールをもっと人に届ける仕事ができる。俺はそう思うけどな」

「……それって、日本で働いてみないかって誘さそってますか？」

「まあ、ストレートに言うとそうなるね」

　まさかと思って口にした言葉を、史人は否定もせずに笑う。

「無む茶ちやなこと言っているとは思わないんですか？」

「思わないね。俺としては、いつまでもスイスと日本で離はなれているのは耐たえられない。好きな人の側そばに居たいと思うのは当然だろ？」

「それは……」

「詩音はどう思う？」

「……史人さんは、ずるいです」

　自分の思考まで史人の思い通りに動いているような気がして、正直悔くやしい。それでも、少しだけ日本で働く自分を想像してしまったのは事実だ。

　史人と再会して、一いつ緒しよに過ごした時間はほんの数日。それなのに、その数日間で自分の考え方は変わったと思う。

　誰だれかのためにオルゴールを作りたいという気持ちを思い出し、祖父のオルゴールへの想おもいを大切にしたいと思った。アルトナー工房という場所に囚とらわれすぎて、一番大切なことを見失っていると気づかせてくれたのは史人だ。

　そして、自分の技術を必要としてくれて、それを活かせるならば、アルトナー工房を離れるのも悪くない、と少しだけ考えてしまった自分がいる。祖父のオルゴールを守りたいという気持ちは変わらない。でも、それは工房という場所ではなくオルゴールの音色そのものだと、今は考えが変わり始めている。

「詩音は、このオルゴールを憶おぼえているかな？」

「これは……」

　史人がポケットの中から取り出した物に、詩音は目を見開く。

　かなり古ぼけた小さな箱。それは、詩音がはじめて作って史人にプレゼントした小さな手回し式のオルゴールだ。

「まだ持っていてくれたんですか？」

「当たり前だろ。今も、あの頃ころと変わらない音だよ」

　史人がハンドルを回すと、『きらきら星』のメロディが響ひびいた。懐なつかしさで目め頭がしらが熱くなる。

　このオルゴールを組み立てたのは詩音だが、音を作ったのは祖父だ。

「詩音と会えなくなってからも、眠ねむれないときはこのオルゴールをよく聴きいていたよ」

　眠れないとき。その言葉に塚原から聞いた話を思い出し、僅わずかに眉まゆを寄せる。

「……史人さんは、どうして僕を好きになってくれたんですか？」

　それはずっと気になっていた事だった。女の子と勘かん違ちがいしていただけでなく、十六年も会っていない期間があったのだ。こんなにも想われている事が、どこか信じられない。

　すると、オルゴールの音が止まり、史人が苦笑を浮うかべる。

「詩音がはじめてだった。立場とか境きよう遇ぐうとか関係なしに俺の事を慕したって、俺のために何かしたいなんて言ってくれたのは」

「史人さん……」

「周りは俺に会社を継つぐだけの能力があるかどうか、それだけにしか興味がなかったからね」

「……辛つらかった、ですか？」

「そうかもね。でも、辛いと感じた期間より、どうすれば一日でも早く会社を自分の物にして周囲を黙だまらせる事ができるか、それを考えている期間の方が長かったかな」

　辛すぎる環かん境きようが生んだ歪ゆがんだ思考。それは、辛いと感じる以上に幼い頃の史人を苦しめたのではないか。隙すきを見せることができないほど、周囲に心を許すことができなかったのかもしれない。幼い頃の自分は、そんな史人の辛さなど気づかず、ただ甘えてばかりいた気がする。

　そんな自分が悲しくなって視線を下げると、ふわりと頭を撫なでられた。

「俺が詩音と会ったのは、そんな時だったんだよ」

　ゆっくりと顔をあげると、目を合わせた史人が微笑ほほえむ。

「自分の事を想って、必要としてくれる人がいる。それがどれだけ嬉うれしかったか」

「史人さん……」

「あの頃も、今も。俺にとっては、詩音だけが特別なんだ」

　真っ直すぐに、想いを伝えてくれる史人に胸が締しめ付けられる。

　詩音だって同じだ。あの頃は、史人だけが自分を受け入れてくれる友人で、そして今は自分に大切な事を気づかせてくれた。本当に、大切で、特別な人。

（そんな人の事を、僕は……）

　自分の事ばかりに精せい一いつ杯ぱいで、再会するまでずっと忘れていた。

　史人は、自分がはじめて作ったオルゴールを今も大切に持ってくれているのに。オルゴールの事も、工房の事も、史人の事も、自分はいつも流されてばかりで、自分の考えも分からない。

（僕にとっても、史人さんは大切な人だけど……）

　でも史人が自分を想ってくれている程ほどの感情を返せるのか、自信がない。

「工房の事も、史人さんの事も、僕にはまだ決められません。史人さんが言うように、日本で学ぶ事はあると思います。でも、工房を離れる勇気はありません……」

　情けない、と思う。でも、今まで目の前の事だけしか考えられなかった自分にも選せん択たく肢しがあるのだとはじめて感じて、どうすればいいのかすぐには分からない。

「でも、ちゃんと自分で考えて、答えます。だから、もう少しだけ待っててもらえますか」

　中ちゆう途と半はん端ぱなままで答えたくはない。それでも、ここまで自分を引っ張ってくれた史人の気持ちには、自分の言葉で答えたい。

　そう言って史人の目を真っ直ぐに見つめると、優やさしい目で笑う史人にキスをされた。

「ふ、史人さん!?」

「待っているよ。詩音の気持ちが決まるまで、ずっとね」

　幼い頃を思い出す触ふれるだけの軽いキス。

　史人の手にあるはじめて作ったオルゴールを見て、詩音は頷いた。
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　事前にクリーニングに出していたスーツに身を包み、詩音はどくどくと鳴り続ける胸を押さえた。隣となりを歩くガエルの表情も硬かたい。

『商談は会議室で行います。社長と、数名の社員が同席しますが、どうかそんなに緊きん張ちようしないでください』

『……無理です。緊張します』

　むしろ緊張しすぎて胃がおかしくなりそうだ。ガエルなんか、ここに来てから一言も話していない。

　ガエルが持っているジュラルミンケースの中には、二つの懐かい中ちゆう時計型オルゴールの試作品が入っている。製作用にと渡わたされた三つの内、今仕上がっているのは二つ。残る一つは、今日の商談次し第だいで曲を検討し、再度作る予定だ。

　今朝ガエルと顔を合わせたとき、ガエルの目が真っ赤になっていて驚おどろいた。どうやら昨夜、遅おそくまで懐中時計の点検をしていたようで、ほとんど寝ねていないのだという。

　この仕事が決まれば、アルトナー工こう房ぼうにとってかなり大きな取引となる。今回の商品開発の概がい要ようは詩音もガエルも聞いていた。商品化が決まれば、シャトーウォッチが大々的に宣伝を行い、完全受注生産で販はん売ばい。好評ならば、定番商品化する予定だという。定番商品となれば、アルトナー工房はかなり大きな取引先を新たに得ることになるのだ。

（失敗できない……）

　仕事が減り続ける現状。新しい仕事の可能性は、一つも取りこぼせない。

　外から明るい光が差し込むオシャレなオフィスビルも、詩音の緊張感を煽あおるばかりだ。

　詩音は大きく深呼吸をし、会議室へと入った。

『わざわざ日本までお越こしいただき、ありがとうございます』

　会議室に入ると、史人が笑え顔がおで迎むかえてくれた。白いテーブルとネイビーカラーの椅い子すが並ぶカジュアルな雰ふん囲い気きの部屋は、詩音が想像していた会議室と少し様子が違ちがった。史人と塚原の他ほかに、三名のスーツの男性が居てその誰もが史人より年上に見える。

　スーツの男はそれぞれ商品部や広報部の人のようだ。フランス語ができるのは史人と塚原だけのようで、簡単な挨あい拶さつと自己紹しよう介かいを日本語で行い、詩音がガエルに通訳して伝えた。

『早さつ速そくですが、懐中時計を見せていただいてよろしいですか』

　穏おだやかな史人の声に促うながされ、ガエルがジュラルミンケースをテーブルの上に置く。塚原がすぐに革かわのトレーを用意してくれたので、ガエルはそのトレーの上に二つの懐中時計を並べた。

「青い石がノクターンで、透とう明めいの石がヴィヴァルディの春で作製しています。ご確かく認にんください」

　懐中時計に埋うめられた石の色で違いを説明しながら、詩音はぐっと拳こぶしを握にぎり締めた。

　緊張で感覚がなくなるほど指先が冷たくなっている。史人が満足のいく仕上がりになっているだろうか。祖父の名に恥はじないオルゴールができているだろうか、自信よりも不安が勝まさる。

　だが、史人に視線を向けると、彼は優しく詩音に微笑ほほえみかけた。

（あ……）

　信しん頼らいを感じるその表情に、少しだけ指先に感覚が戻もどった。

（そうだ。やれることは全すべてやった。あとは、信じよう）

　史人の視線に応こたえるように頷うなずくと、史人は『拝見します』と言って懐中時計を手に取った。

　蓋ふたを開けると共にノクターンが流れ、会議室にいる皆みんなが音に集中する。その中で、詩音は一人、目を見開いた。

（音が、違う……？）

　流れ出した音に、違い和わ感かんがあった。

　丸みを帯びた柔やわらかな響き、一音一音は間ま違ちがいなく詩音が調律した音色だ。だけど、何かが違う。響き方が違う。

（気候のせい……？　違う、これは……）

　詩音は思わずガエルを振ふり返った。だが、ガエルは懐中時計から視線を外さない。

　やがて音が止まると、誰だれかが大きく息を吐ついた。

「……これは素す晴ばらしい」

　声を上げたのは、室むろ井いと名乗ったスーツの男性だ。彼の一言を皮切りに、次々と賞賛の声が飛ぶ。続けてもう一つの懐中時計の音も聴き、その声はさらに大きくなった。

「正直、サラス社を超こえる音は難しいのではないかと思っていました」

「以前弊へい社しやと共に懐中時計を作ったアルトナー氏が亡なくなっていると聞き、もうあの懐中時計を超える物は難しいと思っておりましたが、さすがアルトナー工房の職人は違いますね」

「社長の選んだ職人だけの事はありますね」

　次々と賞賛の声が飛び、史人も笑顔だ。だが、消えない違和感に詩音が硬い表情のまま懐中時計を凝ぎよう視ししていると、ガエルから肩かたを叩たたかれた。

『詩音、訳せ』

『……ガエルさん、どういう事なんですか』

『なんの話だ？』

　とぼけながらも、ガエルは厳しい目で詩音を睨にらむ。余計な事を言うなと感じる目線の強さに怯ひるむと、史人から声をかけられる。

『どうかした、詩音？』

『え、あ……』

　だが、詩音の肩を持つガエルの手に力が入り、詩音は戸と惑まどいながらも首を振る。

『なんでも、ありません』

　そう言ってから、詩音は先程の賛辞を訳してガエルに伝えた。すると、安心したかのようにガエルの手から力が抜ぬける。

『商品化してもらえると思っていいのか？』

　ガエルの言葉を受け、史人が他の社員の意見も聞く。皆商品化に向け前向きで、大きな反対意見はない。話している表情も明るく、好こう感かん触しよくな事が雰囲気で伝わっているのか、ガエルの表情からも緊張が抜けていく。

　それでも、詩音だけは懐中時計から目が離はなせない。

（なんで……）

　音に対する違和感。その原因もなんとなく想像できる。でも、ガエルの考えが分からない。

　すると、最終的な判断が社長の史人に委ゆだねられた。

（まだ、決まらないで……）

　この音の違和感をガエルに確かめるまでは、商品化が決まっても素す直なおに喜べない。どうしたらいいのか、拳を握り締めたまま史人の言葉を待つと、史人から視線を向けられる。

『詩音は、何か言いたい事はないのか？』

『言いたい事……』

　それは、ある。でも、それは個人的にガエルに確認しなければいけない事で、この場で口にしていい事とは思えない。ぐっと拳を握り締めたまま、詩音は『ありません』と首を振る。

　すると、何かを考えるように懐中時計に視線を向けた史人は、やがて口を開いた。

『音に関しては、こちらが求めていた仕上がりになっています。ですが、商品化するには、安定的な製造が必要となります。もしこれらを商品化すると決めた場合、どのぐらいの製作期間で製造が可能でしょうか』

　通常、一つのオーダーオルゴールの作製には、アルトナー工房は一ヶ月以上の期間をもらっている。だが、今回のように同じサイズ、同じ曲で作るとなると製作日数は格段に短くなる。部品の切り出し、調律、組み立て、全て考えて──

『一週間ほどで一つの製作が可能だ』

『え!?』

　ガエルの言葉に詩音は驚いて振り返った。すると、史人が言葉を続ける。

『今回の試作品では一ヶ月かけて二つの製作でしたが、本当に一週間で一つのペースでの製造が可能なのですか』

『不慣れな十七弁式オルゴールだったので試作品には手間取ったが、それぞれのパーツも決まったので、試作よりは早い製作が可能だ』

　確かに試作品よりは格段に早くできるとは思う。それでも、一週間で一つなんて、他の仕事もあるのだから不可能だ。

（ガエルさん、何を考えてるんだ……）

　音の事も、製作日数の事も、ガエルの考えがまるで分からない。それとも、自分では考えつかないような算段がガエルにはあるのか。

　もう一度史人と視線が合う。でも、様々な考え方で絡からまった思考では、どんな顔をすればいいのか分からない。複雑な表情を隠かくすように俯うつむくと、史人は『それでは』と立ち上がった。

『ご足労をかける形で申し訳ありませんが、製作期間を縮めた上で再度製作を行っていただき、もう一度日本で仕上がりを検討させていただけないでしょうか。その仕上がりを確認し、最終的に商品化の回答をさせていただきたいと思います』

　史人の回答にガエルも他の社員も納なつ得とくし、その場は解散となった。

　詩音とガエルが先に会議室を出ることになり、塚原がホテルまで送ってくれるという。会議室を出る直前、史人から呼び止められた。

「詩音は本当に、俺に何か言うことはない？」

「それは……」

　自分の態度の変化に、史人は気づいている。でもそれをここで話すことはできない。これは、アルトナー工房の問題だ。

　詩音は拳を握ったまま、ゆっくりと答える。

「……ありません」

「……わかった」

　史人に向かって一礼し、詩音は会議室を出た。







『ガエルさん、待ってください！』

　ホテルの部屋に入ろうとするガエルを、詩音は慌あわてて呼び止めた。

　詩音から声をかけられるのを分かっていたかのように、ガエルは部屋の中を指し示す。

『言いたいことは分かっている。中で話すぞ』

　そう言われ、詩音はガエルの部屋に入った。

『……ここで、何をしたんですか』

　詩音が宿しゆく泊はくしている部屋と同じ広さのシングルルーム。だが、その床ゆかに散らばる工具に詩音は目を瞠みはった。軽いメンテナンスのため、と思えるような工具の数ではない。散らばるパーツや工具は、それこそ一度分解して再度組み立て直したような状じよう況きようだ。

『……シリンダーを入れ替かえましたね』

『さすがだな。気づくとしたら、詩音だけだろうとは思っていた』

　そう言うと、ガエルは昨日持ち歩いていたカバンの中から何かを取り出した。小さなそれは、間違いなくオルゴールのシリンダー。カバンの中には同じものがたくさん入っているようだ。

『どうしたんですか、そのシリンダー』

『日本の工場に依い頼らいして作った物だ』

『どうしてそんな事を……』　>>>♥

　なぜ日本でシリンダーを作り、入れ替える必要があったのか。そもそも一度ガエルの作ったシリンダーで懐かい中ちゆう時計は完成していた。訳が分からないとかぶりを振ると、ガエルが苦く笑しようする。

『信じられるか？　釘くぎ打うちの深さも位置も機械で制せい御ぎよし、一つのシリンダーを作るのに僅わずか数分だ。実際に製造工程を見てきたが、二ヶ月で百個のオルゴールを作ることもあるらしい』

『それが今回のオルゴールとなんの関係があるんですか!?』

『ラウテルの工こう房ぼうが、何もせずに価格だけを下げていたと思うか？』

　突とつ然ぜん出たラウテル工房の名に面めん食くらう。

『ラウテルも、日本に一部の部品の製造を依頼し、それを使ってオルゴールを作っていた。日本の部品は安くて出来がいい。それに、最終的な調整と組み立てをスイスで行えば、それは立派なスイス産オルゴールだ。その話を聞いて、俺も同じ日本のオルゴール工場に連れん絡らくを取った』

　そうして、注文していたシリンダーを今日受け取ったのだという。懐中時計を作りながら、何度も外に出ていたのは、ラウテル工房で話を聞き、日本のオルゴール工場に連絡を取るためだったと知り、詩音は理解できないと首を振る。

『どうしてそんな事をする必要があるんですか！』

『わからないのか？』

　ガエルは荒あら々あらしく机を叩いた。カバンの中のシリンダーが激しい音をたて、床に散らばる。

『今回の仕事が決まれば、それは大きな取引になるだろう。だが、最初は受注生産。安定的に仕事がもらえる保証はない。第一、そんな大きな取引先を得たとしても、そこから仕事を打ち切られればどうなる？　ラウテル工房のように一層追い詰つめられるだけだ』

　工房を守るためには、今より経費を抑おさえ、取引先の要望にあわせ少しでも早くオルゴールが製造できる仕組みが必要なのだとガエルは話す。

『俺は日本産のパーツをそこまで信用していなかった。だが、今日の反応を見ただろう？　一つ部品を変えたぐらいでは誰だれも音の違ちがいに気づかない。本物だと思って買えば、誰もがそう思い込んで疑わない。簡単に騙だまされる。だから人は安くていい物で満足する』

『そんな事ありません。本物を求めている人は居る。だから今回の懐中時計の製作だって』

『だったらなぜラウテル工房は廃はい業ぎようした？　多くの工房や工場が廃業、職人が自ら己おのれの技術を手放し、他ほかの職を選んだ。町の歴史を知っているだろう。変わらなければ生き残れない。アルトナー工房も、スイスオルゴールも！』

　自棄やけになったようなガエルの言葉を、詩音は受け入れることができずただただ首を振ふる。

『それでも、僕はアルトナーのじいちゃんのオルゴールを守りたくて……』

『詩音以外誰一人として今日の音色の違いに気づかなかった。アルトナー工房の音だと認めた。それで十分だろう』

　音を作る櫛くし歯ばを作ったのは詩音で、その音を認められた。これ以上何をこだわる必要があるのかと聞かれ、言葉に詰まる。

（だけど、じいちゃんが作りたかったのは……）

　どんな時でも手作りにこだわり、人に安らぎを贈おくるオルゴールを作り続けた。そんな祖父が作ったオルゴールだったからこそ、奇き跡せきのオルゴールだったのだ。さっきの音がアルトナー工房の音だなんて、思いたくない。

『何もしなければ、アルトナー工房もいずれは廃業に追い込まれる。これは、工房を守るために必要な変化だ』

　両りよう肩かたを摑つかまれ、真しん剣けんな目を向けられる。

『アルトナー工房を無くしたくはないだろう』

　そんな事を言われたら、頷うなずく事しかできない。工房は守りたい。今日の懐中時計の音で聴きいた人は満足していた。それが、現実なのか。

（だけど……）

　本当に守りたいものはなんなのか、言葉にならない。震ふるえる手を見て思い出したのは、史人の事。祖父達と同じように一いつ緒しよに作りたいと思った。それも、祖父達が作ったものを超こえるような、今の職人で作る最高の懐中時計。

　だけどそれは、アルトナー工房があるからできる事だ。祖父の残したあの工房で、あの場所で詩音はオルゴールを作り続けてきた。

（じいちゃん……）

　祖父の顔を思い浮うかべても、彼はもうどこにも居ない。

　ガエルの言葉に何も言い返せないまま、詩音は自分の部屋へと戻もどった。
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　スイスに帰ってから十日。

　その間、史人とは一度も連絡をとっていない。商談の後、史人から食事に誘さそう連絡が入ったが、適当な理由を作って断った。避さけているのを気づかれたのか、それとも偶ぐう然ぜんか、日本を発たつ時も、見送りに来たのは塚原だけだった。

　──社長も見送りに来る予定だったのですが、急な仕事が入ってしまって

　塚原にそう言われたとき、詩音は心からほっとした。どんな顔をして会えばいいのか分からなかったし、後ろめたいこの心境を隠し通せる自信もなかった。

（寂さみしいと思うなんて、勝手すぎる……）

　返事もせずに逃にげ、こうして一つのオルゴールを完成させる度たび、史人の想おもいを裏切っているような罪悪感で息が苦しくなる。

　ガエルの言葉通り、製作のスピードは格段に上がった。ガエルはシリンダーの他にも別の部品の委い託たくもはじめ、製作工程を大おお幅はばに短縮した。

　三十六弁以上のシリンダーと、すべての櫛歯は工房で作る。それでアルトナーの品質と音は守れるとガエルは考えているようで、他のオルゴールの製作工程も変えようとしていた。

　何かを変えなければ工房は守れないと詩音も考えてはいた。でも、工房を守るためにオルゴールを変えるなんて、それは何かが違う。それは、詩音の求めた変化ではない。

　だけど、どうすればいいのか分からない。

　製作が順調だからなのか、ガエルは相変わらず散歩に行くと言って外に出ることが多い。だから今も、工房で作業しているのは詩音だけだ。

（スイスに戻ってから一度も、ガエルさんが釘打ちをするの見てないな……）

　精せい緻ちな部品を作り、シリンダーへの一本一本正確な釘打ちが、ガエルは本当に見事だった。ガエルに釘打ちを学び、詩音が調律した櫛歯の音を確かく認にんしてもらう。もっと技術を磨みがいて、アルトナーのオルゴールを守ろう。そんな風に話し合っていた時間がひどく昔の事に思える。

（ガエルさんは、本当にこれでいいのかな……）

　部品の外注を決めたのはガエルだ。だけど、本当に彼はこの現状に満足しているのだろうか。

　こんな事になるなら、史人と再会しないままの方が良かったのではないか。何度もそう思った。彼に会う事なく、思い出の中に残る友人のままで居れば、こんなに悩なやむ事もなかった。

　でも、史人に再会していなければ、今と同じ状況に陥おちいった時、こんなふうに悩んだだろうか。ガエルの提案を、それで工房が守れるならとすんなり受け入れてしまったのではないか。そんな自分を想像できてしまうからこそ、史人が自分に気づかせてくれた事の大切さを思い知る。

（工房じゃない。じいちゃんのオルゴールを守らなくちゃいけないのに……）

　ふと作業の手を止めて、目の前のオルゴールに視線を落とす。

　ガエルが居ない今の時間を使って、詩音は日本で宏明から預かったオルゴールの修理を進めていた。奇くしくもまた日本に行くことは決まっている。その時に直接このオルゴールを届けることができれば、スイスから送るよりきっと早くて安全だ。

　古い百四十四弁式オルゴール。錆さびの付き方から、壊こわれたのは随ずい分ぶん前のことだろう。それなのに、鳴らなくなったオルゴールを大事に残していた。そして、不安になった時、この音色を聴きたいと思い出した。

　──オルゴールは大切な人へ安らぎを贈ることができる、宝物なんだよ

　祖父の言葉が蘇よみがえり、目め頭がしらが熱くなる。

　このオルゴールの持ち主にとって、これは本当に宝物なんだろう。

　今自分が作っている懐かい中ちゆう時計は、誰かにとって宝物になるのだろうか。もしそんな風に思ってもらえたとして、自分はそれを喜べるのだろうか。

　その時、アトリエのドアベルが高い音を響ひびかせた。

『すいませーん。配達です』

『は、はい！』

　アトリエから響いてきた声に、詩音は慌あわてて立ち上がった。

　急いでアトリエへ移動すると、配達員が明るく笑う。

『日本からの国際便です』

　何気なく言われた一言に、どくんと胸が跳はねた。

　なるべく平静に受け取り配達員を見送ると、詩音は小包を手に工房へと駆かけ戻った。

『史人さんからだ……』

　小包の差出人は史人個人名。そして、宛あて名なも詩音個人名だ。

　中に何が入っているのか、緊きん張ちようしながらも中身への好こう奇き心しんが抑おさえきれず、逸はやる手つきで小包を開け、詩音は目を瞠みはった。

『懐中時計だ……』

　中身はこれまで見てきた懐中時計とデザインが異なる物。蓋ふたには星空のように小さな石が埋うめ込まれており、全体的にシンプルな作りだ。蓋を開けると小さく折りたたまれた紙が入っていて、恐おそる恐るそれを開き、息を吞のんだ。

　──約束を果たそう　史人

『……史人さん』

　感情が溢あふれそうになり、慌てて口元を押さえた。

　未完成な懐中時計。きっとこれは史人が作った物だ。そして、自分がこれにオルゴールを組み込み、完成させる。シャトーウォッチが作るものでも、アルトナー工こう房ぼうが作るものでもない。史人と詩音、二人で作って完成させる。それこそが、二人で交かわした約束だ。

　大切な人のために、大切な人と一緒に作る。他の誰だれでもない、史人と一緒に作りたい。

　一番大事なことは、オルゴールに対する想い。それを、史人は何度も何度も教えてくれる。

（ああ、好きなんだ……）

　史人の懐中時計を握にぎり締しめ、詩音は目を閉じた。







　仕事を終えるなり、詩音は急いで帰って史人に電話をかけた。

　僅わずか二コールで繫つながり、「詩音だね」と優やさしい声こわ音ねが返ってきた。ずっと聞きたかった声に、ぎゅっと胸が苦しくなる。

『電話をくれたということは、俺が送った物は無事に届いたようだね』

「はい。受け取りました」

　史人が送ってくれた懐中時計は、今詩音の手の中にある。何から話そうかと迷っていると、史人がくすりと笑った。

『そろそろだと思っていたんだ。起きててよかった』

「起きて？　……あ！」

　慌てて時計を見ると、今の時間は十八時。でもそれは、あくまでスイスの時間だ。日本との時差はたしか八時間。そこに思い至って、詩音は声を上げた。

「ご、ごめんなさい。こんな時間に……」

『気にしなくていいよ。詩音からの電話に気づけない方が、俺にとっては大きな問題だ』

　日本は恐らく真夜中の二時頃ごろ。それなのに、いつもと同じ優しい声に胸が締め付けられる。

　こんなに優しくて大切な人を自分は騙だまそうとしていた。それは全すべて、自分が弱かったからだ。本当に大事な事を史人は何度も教えてくれたのに、踏ふみ出す勇気が足りなかった。

　だけどもう、覚かく悟ごは決まった。

「史人さんに、聞いて欲しい事があります」

『ああ。どんな事でも聞くよ。詩音の話ならね』

　史人の言葉に励はげまされ、詩音は懐中時計の事に関して、本当の事を全て話した。

　あの懐中時計のオルゴールは一部日本の工場で作られた部品を使用している事、全てアルトナー工房で作った物とでは、僅かながらに音が違ちがう事。全てを話し、詩音は謝った。

「黙だまっていてすいません。取引を中止にされても、仕方がないと思っています」

　シャトーウォッチはこのアルトナー工房でのオルゴール製作を依い頼らいしてきたのだ。一部とはいえ、日本製の部品を使い仕上げたことは、契けい約やく違い反はんになるのではないか。

　そう思って声音を落とすと、史人はそんなことはないよと言う。

『確かにアルトナー工房に製作を依頼したけれど、うちとしては、以前販はん売ばいした物に劣おとらない仕上がりならそれで良かった。その点では、あの懐中時計の仕上がりに社員は納なつ得とくしているよ』

　それは、あの反応を目まの当たりにしたのだから、詩音にもわかる。何も言えずにいると、史人が息を吐ついた。

『でも、それが更さらに詩音を悩ませているんだよね』

「……はい」

　あの場で仕上がりに対する不満が一つでも出ていれば、詩音だってもう少しガエルに強く言えたかもしれない。だけど、聞こえてきた声は全て賞賛だった。

『確かに、あのオルゴールを全てスイス産だと偽いつわっていたら、問題だったかもしれないけど、彼が言っていたように、最終的にアルトナー工房で仕上げたのであれば、それはスイス製のオルゴールだと言っても虚きよ偽ぎにはならない』

　ガエルはよく調べた上で今回の行動を起こしたのだろうね、と史人に言われ詩音はますます俯うつむく。ガエルもきっと悪気があって行動を起こしたわけではないと思う。ガエルなりに工房を守ろうとする一心で行ったことだ。だからこそ、詩音も強くガエルを責めることができない。

『正直、あの懐中時計の仕上がりに我が社として不満はない。一週間に一つのペースで製作ができるという点も、評価できるポイントではあるんだ』

「やっぱり、僕の考えが甘いだけなんですかね……」

　仕上がりが認められ、そして費用も製作日数も抑えられるならば、それが一番いいのかもしれない。自分の考えは、単なる理想論なのか。

『でもそれは、あくまで社長としての意見。俺個人の意見は別かな』

「史人さんの意見、ですか」

『ああ。俺は、詩音が心を込めて作った音色を聴ききたい』

「……史人さん」

『こんな風に詩音を悩ませる事なく、詩音が心から誰だれかに贈おくりたいと思える、そんな懐中時計の音色を俺は聴いてみたいね』

　史人の言葉に、ぎゅっと胸を押さえた。

『詩音はどうしたい？』

　優しく問いかける声音に、詩音は息を吞んだ。

　自分は我わが儘ままだ。祖父のオルゴールを守りたい、工房も守りたい、史人と共に仕事がしたい。

　でも、その我儘を貫つらぬくために、なんだってしようと心を決める。

「……史人さんに、お願いがあります」







　＊　＊　＊




　はじめて訪おとずれた秋の日本はまだ残暑が厳しく、スイスの夏よりもまだ少し暑いぐらいだ。

　今回はスケジュール上、来日したその日に商談をすることになっていた。日本に着くとすぐにホテルでスーツに着き替がえ、そしてシャトーウォッチへ移動。

　その間ずっと、詩音は何も話せないほど緊張していた。

『何をそんなに緊張している』

『……ガエルさん』

　シャトーウォッチへ向かう車の中、ガエルが見かねたように話しかけてきた。運転している塚原に聞こえないような小さな声に、詩音も声を抑える。

『今回用意した物も、以前と変わらない音に仕上がった。一度見せて評価を得ている物だ。あとは決められた期間内に製作できることを示すだけなのだから、何も緊張することはない』

　少しの迷いも感じさせないガエルの言葉に、詩音は眉まゆを寄せる。

『ガエルさんは、本当にこれでいいんですか』

『何が言いたい』

『この懐中時計の出来に、本当に満足しているんですか』

　小さな声で問い掛かけると、鋭するどい目で睨にらまれた。今いま更さら何を言うのかという視線に怯ひるみそうになるが、詩音もガエルを真っ直すぐに見つめ返す。だが、すぐにガエルの方が視線を外した。

『工房を守り、俺達が職人を続けるための選せん択たくだ。おまえにもいずれ分かる』

　それ以上は何も言わず、ガエルは黙った。詩音もそれ以上は追つい及きゆうせず、心の中で問いかける。

（望んで決めたことじゃないと、思ってもいいですか）

　何も言わないガエルから視線を外し、詩音は自分のカバンをぎゅっと握り締めた。

　案内されたのは前回と同じ会議室。顔ぶれも前回と同じだ。

（……史人さん）

　会議室に居る史人を見つけるなり、どくんと胸が跳はねた。

　詩音を見つめ、ゆっくりと微笑ほほえむ史人に泣きたくなるほど嬉うれしくなる。

　自分から史人と離はなれたくせに、会いたくてたまらなかった。スイスに帰っていた間、何度か電話をしたけれど、声を聞くたびに早く会いたいと思っていた。離れていた間に膨ふくらんだ想おもいが今にも溢れそうで、詩音はくしゃりと表情を歪ゆがめる。

　それでも、今の自分には先にやらなければいけないことがある。

　ぐっと気持ちを切り替かえ、史人を見つめたまま頷うなずくと、史人もまた穏おだやかな表情のまま頷き返してくれる。

　簡単な挨あい拶さつを済ませると、早さつ速そく本題だとガエルがジュラルミンケースの中から、前回作製した懐かい中ちゆう時計と、今回追加で作製した懐中時計五つを並べる。曲は全てノクターンだ。

　ガエルに視線を向けられ、詩音は頷く。

「音のご確かく認にんをお願いいたします」

　詩音の言葉にそれぞれが手近なオルゴールに手を伸のばし、音の確認をはじめる。

　会議室の中に可愛かわいらしい音色が響ひびきわたり、社員の方々が納得した表情で頷いた。

「どれも素す晴ばらしい音色です」

「ええ。この短期間でこれだけ仕上げられるのですから、商品化した後も安定した発注が期待できそうではありませんか」

　音を確認した社員が口々に商品化への前向きな言葉を発し、穏やかな表情を浮うかべている。ちらりと横目でガエルを見ると、その反応に満足するように表情を緩ゆるめていた。

　それが却かえって、今から自分がしようとしている事への緊きん張ちよう感かんを煽あおる。

（ちゃんと、言わないと……）

　大きく息を吸い込み、詩音は覚悟を決める。

「皆みな様さまに、もう一つ聴いて欲しい音があります」

　突とつ然ぜんの詩音の発言に視線が集まる。怯みそうになるのをぐっと堪こらえ、詩音は自分のカバンから小さなケースを取り出した。ケースの蓋ふたを開けると、ガエルから肩かたを摑つかまれる。

『どういうつもりだ』

『……確かめたいだけです』

　ガエルの制止を振ふり切り、詩音はそのケースをテーブルの上に置いた。ケースの中身は、赤い石が埋うめ込まれた懐中時計。試作品で使用されなかった、最後の一つだ。

「今まで聴いた物とこちらの音を聴き比べて下さい。曲は同じノクターンにしています」

「何が違うのですか？」

「それは……」

　問いかけられて言葉を詰つまらせると、史人が立ち上がりその懐中時計を手に取った。

「それよりも、まずは聴いてみましょう」

　そう言うと、史人が螺ね子じを巻き懐中時計の蓋を開けた。

　音が流れ始めると、皆みんな口を閉とざしその音の響きに意識を集中する。

　小さな懐中時計から響く、繊せん細さいなメロディ。同じ曲、同じ懐中時計。条件はほぼ同じ。それでも、どうか伝わって欲しいと、詩音は祈いのるように目を閉じた。

　安らぎを届けたいと願う、アルトナーの音。　>>>♥

　短いシリンダーが二回転し、やがてゆっくりと音が止まった。覚かく悟ごを決めて恐おそる恐る目を開けると、幸せそうに微笑む史人が見えて、胸が高鳴る。

「素晴らしい」

　史人の言葉に、詩音は目を丸くした。史人の言葉を皮切りに、次々と賛辞の言葉が上がった。

「本当に、素晴らしい音色でした。同じオルゴールとは思えない」

「ええ。最初の物も、以前の製品に負けず劣らずの素晴らしい出来だと思っていましたが、この音は以前の音よりも温かみを感じます」

　かけられる言葉の数々に目め頭がしらが熱くなる。だが、仕事中だとぐっと堪えた。

「二つのオルゴールは何が違ちがうのですか？」

　平静な顔で問いかけてくる史人に、詩音は頷く。

「はい。この二つは、部品の製造方法が異なっています。いまお聴きいただいた物の方が、製作に時間が掛かり、製作コストも上がります。今回のご注文は、のちのち定番商品化も視野に入れた上でのお話でしたので、前回は製作コストも日数も抑おさえることができる製造方法での懐中時計を用意させていただきました」

　はじめからこう答えよう、と頭の中で決めていた言葉を淀よどみなく話す。

「ですが、時間やコストを掛けてもより良い物をと考え、今回新たに作らせていただきました」

「製作日数とコストはどの程度変わりますか」

「最初に提示した物は、一つあたり一週間程度とお伝えさせていただきましたが、今回の物ですと、一つの製作に早くても三週間は掛かります。コストの方ですが、最初にご提示いただいた製作費だと、かなりギリギリになります」

　そう言って、詩音は一枚の書類を取り出した。

　部品製作に掛かる日数や費用の一覧で、こういった書類がある方が説得しやすいと史人がアドバイスをしてくれた。史人も書類を見ながら頷いているが、実際は日本語表記に間ま違ちがいがないか、事前に確認してもらっている。

　史人が確認し、その書類を他ほかの社員にも見せる。すると、一人の社員が眉み間けんに皺しわを寄せた。

「製作費の方はともかくとして、問題は日数の方ですね。これだけ製作期間が掛かるとなると、安定的な販はん売ばいが可能かどうか……」

　その言葉に、会議室内がざわつきはじめる。

　製造には当然、オルゴールだけではなく懐中時計の製造日数も必要となる。となれば、一つの製作に時間が掛かり過ぎなのではないかという懸け念ねんが上がる。

　全すべて手作業での作製となれば、これ以上日数の短縮は難しい。そうなれば、やはり製作日数が短い方が商品化には優勢だろうか。

　決めるのはシャトーウォッチだ。息を吞のんで結論を待っていると、史人が口を開く。

「だが、最優先されるべきは、質ではないか」

　史人の一言に、その場がシンと静まり返る。その中で、史人はさらに続けた。

「確かに製作日数は当初の予定を超こえるものではあるが、我々が最初に目指したのは、以前の商品を超えること。ならば、質を優先するのが当然だ。質を優先するならば、この二つの音の内、どちらを選ぶべきかは明確だと思うが」

「ですが、生産数の方が……」

「はじめから、最初の販売は受注生産と決めていたはずだ。受注数の上限を決める、あるいは受注数に応じて販売日を調整すれば、特に問題はない」

　史人の強い言葉に、会議室の雰ふん囲い気きが変わる。確実により良いものを作るためには、二つ目の音色を商品にするにはどうすればいいか、という内容に話題がシフトし、詩音は顔をあげる。

『詩音、どうなっている。説明しろ』

『……ガエルさん』

　苛いら立だちを顕あらわにしたガエルに狼狽うろたえる。その雰囲気を察したのか、史人が立ち上がった。

「どちらにしろ、アルトナー工こう房ぼうに製作を依い頼らいする事は確定事じ項こうとさせていただきます。その上で、ご提示いただいた二つの音の内、どちらを商品化させていただくかは、社内で会議し、後ほど回答させていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか」

「は、はい」

　史人の言葉に慌あわてて頷く。他の社員も、史人の決定に異論はないようだ。

　すると、史人は他の社員に会議室を出るように声をかけた。会議室に残ったのは史人と詩音、そしてガエルだ。

　気を遣つかってこの場に残してくれたのだろうと史人の心こころ遣づかいを察し、詩音はガエルと向き直る。

『どういうつもりだ、詩音』

　三人だけを残した会議室の中で、ガエルは苛立ちを隠かくすことなく詩音を睨にらみつけた。

　その鋭するどい視線に怯ひるみそうになるのをぐっと堪え、詩音は口を開く。

『さっきのオルゴール、ガエルさんには分かりましたよね……』

『当たり前だ。あのオルゴールには例のシリンダーが使われていない』

『そうです。アルトナー工房のパーツだけで作りました』

　あの懐かい中ちゆう時計は、ガエルに隠れて詩音が一人で作ったものだ。全てアルトナー工房で作ったパーツを使用し、櫛くし歯ばも新たに作り直した。

　この懐中時計の音の違いを聴きいた人が感じ取ってくれるか。それは、ある意味賭かけだった。これで音の違いが伝わらないようなら、アルトナー工房のオルゴールにこだわる意味がない。

　それでも、詩音は信じた。アルトナー工房のオルゴールと、祖父の想おもいを。

　迷いなく話す詩音の言葉に、ガエルは荒あら々あらしげに息を吐はく。

『なぜ俺に何も言わず余計な事をした！　俺が言った事が分からなかったのか！』

　ガエルの決意も覚悟も分かっている。それでも、ガエルの言葉に詩音は首を振る。

『ガエルさんの気持ちは分かっています。工房の事を本当に大事に思っている事も。だけど、それだと本当に守りたい物は守れないんです！』

『アルトナーさんが残してくれた工房以上に何を守るというんだ！』

『じいちゃんの想いです！』

　目を見開いたガエルに、詩音はさらに続ける。

『僕だって工房は大事です。守りたいと思ってます。だけどそれ以上に、人に安らぎを届けるオルゴールを作り続けたじいちゃんの想いを大事にしたい。そのためには、厳しくても苦しくても、オルゴールの作り方だけは変えたくないんです』

　一つ一つのオルゴールに想いを込めて作り続けたからこそ、アルトナー工房のオルゴールは『奇き跡せきのオルゴール』と呼ばれるまでになった。だからこそ、未熟でも、苦しくても、オルゴールの作り方を変えてしまっては、それはもうアルトナー工房のオルゴールとは言えなくなる。

　オルゴール職人としての技術を祖父から学んだガエルも、それは分かっているはずだ。

　だが、詩音の言葉にガエルは眉まゆを寄せる。

『それは、詩音が作ったオルゴールだからだ』

『ガエルさん……？』

『今回のオルゴールだってそうだ。詩音が作ったオルゴールだから、アルトナーさんのオルゴールを超える物だと認められた。俺が作った物だと、こうはならなかった……』

　なぜそんな風にガエルが言うのか分からない。苦い顔のまま黙だまってしまったガエルに戸と惑まどっていると、それまで黙って見ていた史人が口を開く。

『詩音が博物館で働く事に反対せず、修理の仕事をメインにさせる事で、あなたはあえて詩音を職人としてオルゴールを作る事から遠ざけていた。違いますか？』

『全てお見通しだというわけか。今回の事はお前の入れ知ぢ恵えか』

『それは心外ですね。確かに、今回の件について事前に詩音から相談を受けていたことは否定しませんが、決めたのは詩音自身です』

『どういう事、ですか？』

　ガエルも史人も、何を言っているのか分からない。呆ぼう然ぜんと二人を見ると、史人が『つまりね』と詩音を見つめる。

『詩音も分かっていた事だと思うけど、今の仕事量では、オルゴールを作る職人は二人も必要ない。詩音がアルトナー工房の音を作れるようになれば、自分がオルゴールを作る理由が無くなる。彼はそう考えていたのだと思うよ』

　違うならば否定してくださいと史人はガエルに向かって言ったが、ガエルは否定しない。否定の言葉ではなく、懺ざん悔げのようにガエルは肩かたを落として呟つぶやく。

『製作コストを抑えれば、職人が二人になろうと工房を守れるだけの収益が得られるはずだ。安定した仕事が得られない以上、工房の方を変えるしかない』

　工房を守るため、職人で有り続けるため。職人としてのプライドが人一倍高かったガエルにとっては、自分がアルトナー工房にとって不要になる事が何よりも恐おそろしかったのだと言う。

　はじめて聞くガエルの本音に、詩音は黙り込んだ。

（僕は、何も分かってなかった……）

　博物館で仕事をして、史人からもらった仕事の話を受けて、目の前の事だけしか見ていなかった。いつか仕事を失うかもしれない恐きよう怖ふをガエルが感じていたなんて、気づいていなかった。

　今になって、ラウテル工房の閉へい鎖さがどれだけガエルを追い詰つめたのか、少しだけ分かった気がして、胸が詰まる。

　それでも、自分だけでこのオルゴールを作れたわけではない。それを分かって欲しくて、詩音はゆっくりと口を開く。

『僕一人でこのオルゴールを作ったわけではありません。ガエルさんが居ないと、このオルゴールは作れませんでした』

『フォローでもするつもりか？』

『違います！』

　机の上に置いたままになっていた懐中時計を手に取り、詩音はガエルに突つきつけた。

『このオルゴールのシリンダー、他ほかの一部の部品も、ガエルさんが作っていた物を使っています。はじめは、全部自分で作ろうとしました。でも、何度作っても納なつ得とくのいく音にならなかった。ガエルさんが作っていたパーツを使って、やっとこの音ができたんです』

　祖父に近づける音を、より安らぐ音をと、ひたすらに試行錯さく誤ごを繰くり返し、たどり着いた音には、ガエルの技術が不可欠だった。このオルゴールは、詩音とガエル、二人の職人が居てようやくできた物なのだ。

『僕だけでは、アルトナーの音は作れません。だから……』

『このまま二人の職人を抱かかえた状態で工房を続けていこうというのか？　それだと、今までと何も変わらない。そんな甘い考えでは続けていけないと、もう分かっているだろう』

　たとえアルトナーの音を作れるようになったとしても、たったそれだけで仕事が増えるほど甘い世界ではない。それは、詩音も分かっている。

　本当はまだ少しだけ迷っていた。だが、ガエルの本音を聞いて、心は決まった。

『ガエルさん。僕は一度、アルトナー工房を離はなれてみようと思います』

『……なんだって？』

『アルトナー工房を離れて、日本で働いてみようと思うんです』

　静かな決意を込めた詩音の言葉に、ガエルが目を瞠みはる。

『オルゴールの国と言われたスイスでさえ、オルゴール職人は仕事を失い続けています。だったら、他の国にも目を向けて、オルゴール職人が必要とされる可能性を見つけたいんです』

『馬ば鹿かか。いくらなんでもいきなり日本で働くだなんて、そんな無む謀ぼうな話……』

　驚おどろいていたガエルが呆あきれたように息をつく。

　確かに無む茶ちや苦く茶ちやな話をしている事は分かっている。だが、詩音はこのために準備もしてきた。

『実はもう働き先も見つけてあります。日本でオルゴール修理師として働いている人のところで、スイス職人の技術が必要とされている仕事を見つけたいんです』

　スイスに居る間、詩音が史人に頼たのんだのは宏明の連れん絡らく先を教えてほしいという事だった。

　話を聞いた宏明は、詩音が宏明の店で働きたいという事を快く了りよう承しようしてくれた。今までだと修理が難しく断っていたような物も、詩音が居れば修理ができる幅はばが広がる。宏明もまた、詩音から技術を学びたいと言ってくれた。

　ルシーマ博物館のイヴァンから日本のオルゴール博物館を紹しよう介かいしてもらい、博物館のオルゴール整備の仕事も受けている。すでに当面の仕事は確保できている状態だ。

『アルトナー工房のためじゃなくて自分のために、今の自分でできる事、見つけたいんです』

　詩音の言葉にガエルは黙り込み、何も言わなくなってしまった。

　これ以上なんと言えばいいのか、詩音も言葉を見つけられずに黙ると、史人が立ち上がった。

『ここで話しても結論が出ないなら、実際に会ってみませんか？』







　史人の提案で、詩音はガエルと共に宏明の工こう房ぼうを訪ねる事になった。

　道中、塚原の運転する車の中に詩音と史人、そしてガエルの三人が居たが、車の中は終始無言だった。工房でありカフェでもあるあの店を見たら、ガエルはどう思うか。

　カフェへと着くと、宏明と、以前来た時には出張に出ていた紀彦の二人が出で迎むかえてくれた。

　店の中へはガエルと詩音だけが入り、四人がけのテーブル席にそれぞれ座る。

『はじめまして。鈴森紀彦と申します。アルトナー工房のガエル＝ラドクリフさんですね。詩音さんからお話は伺うかがっています』

　紀彦が流りゆう暢ちようなフランス語でガエルに挨あい拶さつをし、詩音は目を瞠った。

『フランス語、話せたんですね』

『すいませんね。詩音さんが日本語お上手だったので、ついつい甘えてしまいました』

　今年で六十歳になる紀彦は、皺しわを深くしながら優やさしい笑えみを浮うかべる。笑った顔が宏明とよく似ていて、電話よりも直接話した方が親しみを感じ、詩音も笑顔を返す。

『なぜフランス語を？』

『この工房では、全すべてのオルゴールを修理できる設備もなければ、私自身技術面で未熟な点があります。その時は、海外に部品の修しゆう繕ぜんを依い頼らいするので、ある程度の語学力は必要なのです』

　フランス語だけではなく、ドイツ語、英語も多少の知識があると紀彦は話す。それだけでなく、スイスの大手オルゴール会社で修理知識の研修を受けて学んだ事があるのだと言う。

　スイスでの経験談や実際に紀彦が修理を行ったというオルゴールの話をしているうちに、ガエルの表情から徐じよ々じよに緊きん張ちようが抜ぬけていくのを感じ、詩音もほっと胸を撫なで下ろす。

　職人としての会話が弾はずむ中、ガエルが意を決したように紀彦に向かって口を開いた。

『詩音がこちらで働くこと、ご迷めい惑わくではないのでしょうか』

　ガエルの言葉に緊張が走る。だが、紀彦は『迷惑なんてとんでもない』と首を振ふった。

『むしろ、こちらが助かるぐらいです。詩音さんに来て頂ければ、修理できるオルゴールの幅が広がります。それに、スイスの職人に直接学ぶことができるなんて、私にとっても息子むすこにとっても、非常に有あり難がたい経験になります』

　逆に、本当に日本で働いてもいいのかと、紀彦が詩音に向き直る。

『電話でもお話しさせていただきましたが、うちの設備では修理の仕事はできても、一からオルゴールを作製することはできません。せっかくの詩音さんの高い技術を活いかしきれないのではないかと思うのですが』

『僕はそうは思っていません。日本だからこそ学べることもあります。それに宏明さんとも話したんです。この工房とアルトナー工房で協力して新しいオルゴールが作れたらいいなって』

　そう言って宏明に視線を向けたが、彼はフランス語が良く分かっていないようで、曖あい昧まいに笑う。見かねた紀彦が訳すと、「そうそう」と頷うなずいた。

『僕が日本に居て、ガエルさんと協力できたら不可能な事じゃないと思います』

　今の環境で作れない部品をアルトナー工房へ依頼し、詩音が日本で完成させる。

　そうすることで、アルトナーの音やオルゴールの良さを、日本に伝えていくことができるのではないか。そして、詩音もまたここでディスク型オルゴールの知識も深めたいと考えている。

『甘い考えかもしれないけど、やってみたいんです』

　オルゴール職人の技術を、アルトナー工房の音を、祖父の想おもいを、もっと信じてどこまでできるのか試ためしてみたい。そのためにも、ガエルに理解してもらえて協力してもらえるならば、こんなに心強いことはない。

　しっかりとした意志を込めて伝えると、ガエルはしばらく考え込んだあと、宏明と紀彦に向かって、深く頭を下げた。

『詩音を、よろしくお願いします』




　＊　＊　＊




　今日泊とまるホテルは、前回日本に来た時と同じホテル。だが、部屋のグレードが全然違ちがう。

　共に部屋に入った史人を振り返り、詩音は尋たずねた。

「ほ、本当にこんな部屋に泊まっていいんですか？」

「もちろん。詩音のために手配した部屋だからね」

　本来は、シングルルームに泊まる予定だったところを、せっかくだから一いつ緒しよに過ごそうよ、と史人が急きゆう遽きよこの部屋を手配してくれたのだ。スイートルームと呼ばれるクラスの部屋を改めて見み渡わたし、本当にこれが同じホテルかと目を瞠る。

　前回泊まった時も綺き麗れいなホテルだとは思ったが、生まれて初めて入ったスイートルームは、寝しん室しつとリビング、書しよ斎さいと部屋が分かれていて、詩音が暮らす家よりもはるかに広くて豪ごう華かだ。

　同じホテルにガエルも宿しゆく泊はくする予定だったが、彼は急遽部品を委い託たくしていたオルゴール工場に取引を止やめる話をしに行くと言って、このホテルへの宿泊をキャンセルし、工場近くのビジネスホテルへと宿泊場所を切り替かえた。

　詩音も共に話をしに行くと言ったのだが、それはガエルから断られた。

　──俺が招いたことだ。自分でけじめをつける

　そう言った彼は、どこか晴れやかな表情をしていた。部品の委託を止めて、今までどおりの製法を貫つらぬく。そう覚かく悟ごを決めたガエルの顔つきは、祖父の元で修しゆ業ぎようをしていた頃ころの様な明るいもので、今回の決断がガエルにとっても苦く渋じゆうの選せん択たくだったのだと改めて感じた。

　考えてみれば、ガエルは三十一歳という若さでアルトナー工房を引き継つぐことになり、おまけに詩音という弟子でしも抱えている状態だったのだ。自分の存在が、ガエルの重荷になっていたことに、こうなってはじめて気づくことができた。

　自分のためにも、そしてガエルのためにも、一度別々の場所で働くという決断は必要だったのだと、今は素す直なおに思える。

「お疲つかれさま」

「お、お疲れさまです」

　お互たがいスーツの上着を脱ぬいでソファに並んで座り、ウェルカムドリンクだといって用意されていたシャンパンで乾かん杯ぱいした。爽さわやかな香かおりが鼻を抜ける感覚を味わうと、深く身体からだがソファに沈しずみ込み、想像以上に自分が緊張していたことを自覚する。

「今日は本当に良く頑がん張ばったね」

「史人さんが協力してくれたからです。僕一人では、こんな決断きっとできませんでした」

　アルトナー工房を離はなれて働こうなんて、一度も考えたことはなかったし、それ以前に日本に来るなんて選択、自分一人では思いつきもしなかっただろう。

　日本の工房で働くことはもちろんの事、自分が作る懐かい中ちゆう時計を本当に評価してもらえるか、不安に思う詩音を史人は励はげまし、そして信じてくれた。

　信じてくれる人が居たからこそ、詩音も集中してオルゴール作製に臨のぞむことができたのだ。

「史人さんが居なかったら、僕はじいちゃんの想いも、工房も、どちらも失っていたかもしれません。本当にありがとうございました」

「礼を言うのは俺の方だよ。詩音のおかげで、シャトーウォッチも自信を持って懐中時計を世に出すことができる。それに、詩音が日本に来てくれるのは、俺にとっても嬉うれしいことだから」

　これでもうスイスに帰る詩音を見送らなくて良くなるね、と柔やわらかな目を向けられ、ぱっと顔が赤くなった。

「ちょっと待っててください」

　そう言うと、詩音は立ち上がって自分のスーツケースの元へ行く。スーツケースから大事に梱こん包ぽうした小さな箱を取り出し、中身を持って史人の所へ戻もどる。

「ギリギリでしたけど、今日に間に合って良かった」

　大事に手に持っていたそれを、史人に手て渡わたす。目を見開く史人に、詩音は微笑ほほえんだ。

「ちゃんと約束、果たしましたよ」

　それは、史人が作ってくれた懐中時計。中には詩音が作ったオルゴールが組み込まれている。開けてもいいかい、と問われて詩音は頷いた。流れる曲は、きっと史人も分かっている。

「きらきら星、だね」

「はい」

　蓋ふたを開けて流れ出すメロディに史人も優しく微笑む。懐中時計を受け取ったその時から曲は決まっていた。

「史人さんのために作りたいと思って、僕はオルゴール作りをはじめました。だけど、このオルゴールは史人さんと、それから自分のために作りました」

　小さなオルゴールは同じ曲を二度繰くり返してゆっくりと止まった。そして、史人の手の上の懐中時計に、詩音は自分の手を重ねる。

「僕はこれからも腕うでを磨みがいて、オルゴール職人としての仕事を続けます。史人さんのおかげで、大切な事を思い出すことができましたから」

　このオルゴールを作りながら、ずっと考えていた。史人の事と、自分の気持ち。

　史人の事を想いながらオルゴールを作って、完成した時にこみ上げてきたのは愛いとしさだ。

　大切な人のために想いを込めて作ったオルゴール。そこから流れてくる音色は、耳に馴な染じんだ祖父の音へ近づいている事が自分でも分かった。だからこそ、そんなオルゴールをこれからも作り続けたい。

「僕も、史人さんが好きです」

「詩音……」

「気づくのが遅おそくなってごめんなさい。あの頃も今も、僕にとっても史人さんは特別です」

　きっと、はじめから答えは決まっていた。

　安らぎを贈おくる音を作りたいと願うとき、いつだって史人の事が浮うかんだ。男同士で友人で、そんな想いが感情にブレーキをかけていただけで、史人への想いはずっと詩音の中にあった。

　ぎゅっと、重ねていた手を握にぎられる。

「友人として、じゃないよね」

「当たり前です。史人さんも、僕が男だって分かってますよね」

　互いのすれ違いを揶や揄ゆして笑い、どちらからともなく唇くちびるを重ねた。角度を変えて、啄ついばむような優やさしいキスを繰り返し、史人の方から身体を離す。

「止まらないけど、分かってるよね」

「一応、僕も男ですから」

　好きな人と思いを通じ合わせて、キスだけで終われるわけがない。熱の籠こもった史人の視線を受け止めて頷くと、激しいキスに言葉を奪うばわれた。







　溢あふれた唾だ液えきが滴したたるほどのキスに翻ほん弄ろうされている間、抱だきかかえるようにベッドへ運ばれた。

「んっ……、くふ、っ」

　濃のう厚こうに舌を絡からめられ、吐と息いきさえも奪われるほど口こう腔こうを激しく蹂じゆう躙りんされる。

　息が苦しい、と史人の胸を叩たたくと、詩音の身体をゆっくりとベッドの上に下ろした史人が、ちゅっと音を立てて口づけをしてから、ゆっくりと離れる。

「はぁ、あ……」

　肩かたで息を繰り返すと、ふっと笑われた。

「慣れないね」

「史人さんと、一緒にしないでください……」

　どこまでも余よ裕ゆうを失わない史人の態度が悔くやしい。拗すねて視線を逸そらす詩音の額に軽くキスをして、史人は目を細める。

「分かってないね。慣れてないから嬉しいんだよ」

　全部俺が教えてやれるだろ、と掠かすれた声で囁ささやかれ、ぞくりと肌はだが粟あわ立だつ。

　滅めつ多たに着ないスーツのネクタイを、慣れた手つきでスッと引き抜ぬかれた。ゆっくりとシャツのボタンを一つ一つ外され、顕あらわにされた肌が羞しゆう恥ちで赤くなっていくのが自分でも分かる。

　中ちゆう途と半はん端ぱに脱がされたシャツの上から胸のあたりを探さぐられ、目的の物を見つけると史人の唇が意地悪な弧こを描えがく。

「ほら、見てみなよ」

「やっ、やだ……っ」

　くにくにと服の上から刺し激げきされた部分が、ツンと尖とがって主張している。

　男でもここで感じるのだと身体に教えたのは史人だ。シャツを隆りゆう起きさせるほど固くなっているそこが、触さわって欲しいと強請ねだっているようで、嫌いやだと身を捩よじる。

「あっ……」

　先せん端たんを爪つめではじかれた瞬しゆん間かん高い声が上がり、慌あわてて口を塞ふさぐとその手を取られる。

「声、抑おさえないで。聞かせてよ」

「ふ、みと……さん、やだっ……」

　頭の上で両りよう腕うでをひとまとめにされ、片手で簡単に押さえつけられた。声を抑えるどころか、抵てい抗こうさえできなくなる体勢にもがくと、熱を孕はらんだ乳ち首くびに歯を立てられる。

「やっ……、あ、あ」

　痛いほどの刺激に、びくびくと腰こしが跳はねる。敏びん感かんだね、と笑われ自分の身体が淫みだらに変わっているようで怖こわくなる。

「は、離して、くださ……」

「だめ」

　せめて身体の自由は許して欲しいのに、たった一言で一いつ蹴しゆうされた。

　シャツの上から舐なめられたせいで、薄うすい布地がぴったりと胸にはりつき、その卑ひ猥わいな光景から目を閉じて逃のがれようとする。すると、布地の上から股こ間かんを撫なでられ、慌てて目を開けた。

「ここも、熱くなってるね」

「ひっ、あ……」

　形の変化を教えるように根元からゆっくりと撫で上げられ、さらに煽あおるように手を上下に動かされる。その間も史人は乳首への愛あい撫ぶを止やめない。

　服の上から与あたえられる愛撫に悶もだえていると、別の感覚が湧わき上がってきて、背中が震ふるえる。

（も、もどかしい……、なんて）

　服の上からの刺激が苦しい。もっと、直接触って欲しい。

　信じられない感情に自分でも戸と惑まどうのに、感情とは裏腹に腰が揺ゆれてしまい、息を吞のむ。

「どうかした？」

　溢れそうな言葉を堪こらえるように唇を嚙かむと、史人が顔をあげた。

　窺うかがうような声こわ音ねは優しいのに、目は詩音の心の内を見み透すかすように鋭するどい。

（ひ、ひどい……）

　史人はきっと分かっている。分かっていて、詩音に言わせたいのだ。

「さ、……さわって、ください」

「触る？　今も触ってるよ」

　ほら、というように弱い先端をぐりぐりと押される。服の上からなのに、ぬちゃりと卑猥な音が立ち、布地の下がどうなっているか想像してしまい、頭が煮にえる。

　それなのに、足りない。

「ち、ちが……」

「違ちがうの？　じゃあ、どうして欲しい？」

　ついには愛撫の手まで止められてしまった。中途半端な状態で身体を離し、詩音の手を押さえつけたまま史人は詩音を見下ろす。

　悔しい。だけど、身体からだの中で暴れる熱が苦しすぎて、抑えがきかない。

「もっと、ちゃんと……」

「ん？」

「脱ぬがせて、直接触ってくださいっ」

　半ば自棄やけになって叫さけぶと、「いい子だね」と口づけられ、ようやく手を外してもらえた。

　ぐったりとベッドに沈しずむ身体から一枚一枚服が剝はぎ取られていき、最後の一枚になった下着を脱がされるとき、ねっとりと引いた糸に慌てて目を覆おおった。

「ああ、もうこんなになってたんだ」

　先走りで濡ぬれた下着も剝ぎ取られ、一糸まとわぬ姿の頼たより無なさで身体を丸めると、史人が覆いかぶさってくる。

　いつの間にか史人も服を脱いでいて、肌と肌が重なる感かん触しよくにどくどくと胸が跳ねる。

「ひぃあ、っ……だ、だめっ」

「だめじゃないよね。触って欲しかったんだろ？」

　こんなに溢れてる、と熱い息を耳に吹ふき込まれながら、史人の大きな手が浅ましく濡れた股間を握り込む。赤くぷっくりと腫はれた乳首を再び舐められ、腰が跳ねた。

「あっ、ああっ」　>>>♥

　くびれた部分を擦こすられながら弱い先端に爪を立てられると、僅わずかに精液が飛び散った。

　あっけなくいってしまった自分が恥はずかしくて、「だめって言ったのに……」と消え入りそうな声で呟つぶやくと、くしゃりと髪かみを撫でられた。

「本当に、詩音は可愛かわいいね」

「……史人さんは、意地悪です」

「好きな子ほど苛いじめたいって言うだろ？」

　そんなの知らない。潤うるんだ目で史人を見上げると、宥なだめるように唇を寄せられる。

　優しいキスを繰くり返しながら、髪を撫でていた手が身体をなぞりながら下りていき、太ふと腿ももの間にとどいた瞬間、ぞくりと震える。

　男同士のセックスはどうするのか、すでに史人から教えられている。

　それでも、いざとなるとどうしても身体が強こわばる。

　奥歯を嚙み締しめながらこれから先の未知の体験への恐きよう怖ふを耐たえていると、突とつ然ぜん身体を裏返された。腰を突つき出すような姿勢にされ、羞恥を覚えるよりも早く濡れた感触を感じて声が上がる。

「ひっぁ……、嫌っ！　やだ、やめてくださいっ！」

　逃にげ惑まどう身体を両手で押さえられ、ぴちゃぴちゃと濡れた音が響ひびく。

　まさか、そんなところを舐められるなんて、信じられない。パニックを起こしてもがけばもがく程ほど、押さえる史人の手に力が入り、嫌だと首を振ふって涙なみだが溢れた。

「やめてっ……、史人さんっ」

　叫ぶように言っても、史人は行こう為いを止めようとしない。それどころか、滑ぬめりをまとった硬かたい指まで入ってきて、詩音は慌ててシーツを嚙んだ。

　そうでもしないと、とんでもない悲鳴をあげてしまいそうだった。

「んっ……んんっ」

　異物感に身体を固めると、衝しよう撃げきで萎なえていた下か肢しを握にぎられた。

　違い和わ感かんと快感を同時に与えられ、身体がおかしくなりそうだとひたすら耐えていると、史人の指が一点に触ふれた。その瞬間、無意識に腰が跳ねた。

「ひぃうっ……」

　衝撃で嚙んでいたシーツが離はなれ、高い声が上がる。異物感とは別の感覚が下肢から湧き上がり、恐おそる恐る振り返ると、ここだねと史人が嗤わらう。

「あっ、ああぁ……」

　その一点だけを指で刺激しながら、さらに激しく屹きつ立りつをこすられる。

　もう身体のどこが感じているのか分からない。また達してしまいそうだと頭かぶりを振ると、ずるりと中から指が引き抜かれた。

　ぞくぞくと身体が震える感覚にもう身体を支えることさえできなくなり、シーツの上に倒たおれると、もう一度身体を回された。

「ふ、みとさん……」

「悪いね。たぶん、後ろからの方が詩音は楽だと思うけど。詩音を見ていたいから」

　だらしなく開いたままの唇くちびるに、史人のそれが重なる。強ばりを解くようなキスに舌を絡めて応こたえると、太腿に熱いものが擦りつけられ、目を見開く。

「力抜ぬいて」

「っ……」

　濡れた切っ先を後こう孔こうにあてがわれ、身体が竦すくんだ。

　ぐっ、と押し付けられると同時に先端が身体の中に埋うまる感覚に、全身が総毛立つ。

　覚かく悟ごはしていた。それでも、それを上回る衝撃に反射で腰を引こうとすると、大きな手に摑つかまれ引き戻もどされる。

「あっ、ああ……」

（は、入ってくる……）

　ゆっくりじりじりと入ってくる感覚に涙が溢あふれる。身体の中が史人の形に変わっていくようで身体が震え、すべて入りきった時には全身から汗あせが流れていた。

「詩音」

「は、あ……」

　汗で張りついた前まえ髪がみをはらわれ、ゆるりと目を開く。

　史人の額にも汗が浮うかんでいて、きつく眉まゆを寄せていた。はじめて見る余よ裕ゆうのない史人の表情に詩音は驚おどろく。

「ふみと、さん……、苦しい？」

「え？」

　やはり男同士だし、無理な繫つながりは史人にも負ふ荷かをかけているのかもしれない。そう思って史人に手を伸のばすと、その手は触れる前に摑まれ、シーツへ縫ぬい留められた。

「本当に、詩音はこれだから困る……」

「え……、あっ」

　低い囁ささやきの意味が分からず、首を傾かしげるとぐっと史人の腰こしが押し付けられた。

　これ以上ないと思っていた奥まで史人の熱を感じ、身体を仰のけ反らせると、逞たくましい腕うでに抱だき寄せられる。

「あっ……、やぁ、ん、あ」

「あまり無理はさせたくなかったけど、もう抑おさえられそうにない」

　呻うめくような声で告げられた言葉に胸が震えた。一方的に翻ほん弄ろうされているだけだと思っていたのに、余裕のない史人の様子にどうしようもなくときめく。

「史人さん……、気持ちいい、ですか？」

「分からない？」

　教えるようにずるっと引き抜いた剛ごう直ちよくを、もう一度最さい奥おうまで突き入れられる。

　身体の中で感じる熱に史人も感じてくれているのだと分かり、少しだけ表情が緩ゆるむ。

「余裕だね」

「え？　ああっ」

　急な抽ちゆう挿そうに高い声が上がる。異物感しか感じなかった内ない壁へきが徐じよ々じよに熱を増して、指先がびりびりと痺しびれはじめると、二人の間で所在なく揺ゆれていた欲よく望ぼうを握られた。

「ひっあ、ああ……」

　強い刺し激げきに身体の力が抜ける。その瞬しゆん間かんを待っていたかのように、史人の熱が内壁の弱い一点を狙ねらって突き上げてきて、喉のどが震ふるえた。

（きもち、いい……）

　こんな所で感じているなんて、信じられない。それなのに、史人と繫がっている、その事が詩音の身体の熱をどんどん上げていく。

　史人の手に包まれた屹立から溢れた蜜みつが薄うすい腹の上にも滴したたり落ち、そんな僅かな刺激にさえ敏びん感かんに感じて、止まらない。

「も、やっ……」

　また達しそうになって頭を振る。突き上げるような動きだった猛たけりが、円を描かくように詩音の中をかき回す。不規則な刺激に絶頂のタイミングを逃のがした身体が、また熱い蜜を溢れさせる。

　身体が変わっていくようで怖こわい。潤んだ目で史人を見つめると、史人の唇が荒あら々あらしく重なる。

「くふ……、んっ」

　舌を絡からませたまま激しく突き上げられ、閉じられない唇から二人分の唾だ液えきが滴る。

　下肢からも唇からも響く水音が頭の中に刻まれていく。きっと、この音も自分は忘れられない。そう思った瞬間、頭の中が白くはじけた。

「い、いくっ……、ああっ」

　激しい突き上げに堪こらえきれず達してしまう。史人の熱を締め付けるように内壁がきゅうと窄すぼまり、その熱さにまた身体からだが跳はねる。

「も、だめ……やだぁっ……」

「まだだ」

　達したばかりなのに、まだ史人の律動は止まらない。

　力の入らない身体をがくがくと揺さぶられ、怖いと史人に手を伸ばすと、抱きしめられた。

「ひあっ……あああっ」

　夢中になって史人の身体に縋すがりつくと、低い声が響く。

「やっと、だ」

「ふ、みと……さっ、あ」

「もう離さないからね」

　覚悟して、と頭の中で声が響いても、もう理解できない。　>>>♥

「くっ……」

「ああっ」

　きつく抱きしめられながら身体の奥が熱く濡ぬれるのを感じて、高い声が上がった。

　頽くずおれる身体を支えられながら、肩かたにかかる熱い息と快感の余よ韻いんに意識が朦もう朧ろうとしてくる。

「愛してるよ、詩音」

　僕もです、と言いたかった言葉は声にならず、詩音はそのまま目を閉じた。







　耳に慣れた音が響ひびいている。

　重たい瞼まぶたをどうにか持ち上げて音の方へと視線を向け、詩音は微笑ほほえむ。

「また聴きいてるね」

　その声に振ふり返った史人も、ふっと表情を和やわらげた。

「何度だって聴くよ。詩音が俺のために作ってくれた、大切なオルゴールだからね」

　思い出を辿たどる言葉にくすくすと笑う。そんな僅わずかな振しん動どうが下肢に響き、詩音は身体を丸めた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ちょっと無理をさせすぎたかな」

「だ、大丈夫、です……」

　身体を気き遣づかう言葉に、カッと頰ほおが熱くなる。

　布ふ団とんの中の身体は服を身につけていないが、濡れた感かん触しよくはない。いつかの時のように、また史人に綺き麗れいにしてもらったのかと思うと、恥はずかしさと情けなさで顔が上がらない。

「ただでさえ移動で疲つかれている所に悪かったね。それに……」

　伸ばされた手に目元を撫なでられゆっくりと顔を上げると、史人が苦く笑しようする。

「だいぶ、無理をしたんだろう」

「えっと……」

「この短期間で二つも懐かい中ちゆう時計を作って、宏明から引き受けた修理も終わらせて、本当に、無む茶ちやなことをする」

　少し瘦やせたね、と気遣わしげに言われ、詩音は苦笑する。

　ノクターンの方の懐中時計はすでに部品が揃そろっていたが、史人の懐中時計と修理、その全すべてを一ヶ月弱しか日がない状態で仕上げるのは無む謀ぼうだった。それでも、絶対に全部仕上げた状態で史人に会いたかった。

「何かをやり残した状態だと、ガエルさんにも胸を張って日本に行きたいなんて言えなかったと思うんです。それに、早く僕も約束を果たしたかったから」

　痛む身体を無理やり起こし、史人の唇くちびるに触ふれるだけのキスをする。

　驚く彼の反応が嬉うれしくて、詩音は笑った。

「僕を見つけてくれて、約束を覚えていてくれて、本当にありがとうございます」

　史人の目をしっかりと見つめて言うと、腕を引き寄せられ、史人の腕の中に抱きしめられる。

「また、未来の約束をしようか」

「約束ですか？」

　もう幼い頃ころの約束は果たしてしまった。この先、どんな約束をするのか。

　史人の顔を見上げると、触れてしまいそうなほど唇を寄せ、囁かれる。

「一生側そばにいる」

「史人さん……」

　それはもう、終わらない約束だ。史人の言葉に詩音は微笑み、ゆっくりと唇を重ねた。




　＊　＊　＊




　体内時計できっちりと三十秒を数え、円を描くようにお湯を注ぐ。

　この時、早すぎても遅おそすぎてもいけない。教えられたことを一つ一つ反はん芻すうしながら、慎しん重ちように二杯はいのコーヒーを淹いれる。そうして出来上がったコーヒーをカウンター席に座る宏明と史人に出し、ドキドキしながら感想を待った。

「うん。美味おいしい。詩音くんは飲み込みが早いね」

「ほんとですか？」

「ああ、良くなったと思うよ」

　しっかりと味を確かめた二人からの賛辞を受け、詩音の表情も明るくなる。カフェ・アトリエで働く以上、オルゴールの修理だけではなく、カフェの方も手伝えるようにならなければと、詩音は宏明からコーヒーの淹れ方を学んでいた。

　オルゴールの修理だけでなく、カフェの方も常連客がついているこの店は、一杯ずつ丁てい寧ねいに淹れるドリップコーヒーがウリだ。オルゴール修理をきっかけに、この店のコーヒーが気に入ったと常連になる人も多いらしい。

「それで、宏明のオルゴールの方はどうなんだ？」

「いやー、なかなか上達しないもんだな。おまけに、詩音くんが意外とスパルタで……」

「そんなことないですよ。宏明さんだって釘くぎ打うちの腕うでが上がってきたじゃないですか」

「星の数ほどダメ出しされたからね」

　そんな大げさな、と苦笑するが、実際に結構な回数のダメ出しをしてしまった自覚はあるので、否定はできない。指導の厳しさは、ガエルに似てしまったのかもしれない。

　日本へ引っ越こす準備や仕事の引き継つぎ等で三ヶ月弱。そして、実際に日本に住み始めてから二ヶ月。嵐あらしのような日々がようやく落ち着き、日本での生活リズムにも慣れてきた。

　詩音が宏明と紀彦にスイスオルゴールの技術を教え、詩音もカフェの仕事を学び、充じゆう実じつした日々を送っている。懐中時計もいよいよ来月に迫せまった発売に向けての製作が順調に進んでいる。

　懐中時計は、詩音とガエル、二人で協力して作ることが決まった。オルゴールのパーツをガエルがスイスで作って日本へ送り、詩音が櫛くし歯ばの調律と最終的な組み立てを行う。そうすることで、製作期間だけでなく運送費も削さく減げんされ、結果として両社にとって理想の形で懐中時計の製作が進んでいる。

　受注生産分はすでに予約完売しており、この調子ならシャトーウォッチの定番商品にできるだろうと言われており、製作するガエルにも熱が入っている。

　先日電話で話したとき、他ほかの曲での製造も考えてみようとガエルから言い出し、すでに試作をはじめているらしい。活いき活きと働くガエルの様子が嬉しくて、詩音の仕事にも力が入る。

「でも、詩音くんが一人暮らしをはじめるのは意外だったな。史人と一いつ緒しよに住めばいいのに」

「な、何を言うんですか！」

　宏明の言葉に慌あわてて史人を見るが、彼は一いつ切さい動どう揺ようを見せずコーヒーを口にする。

　逆に詩音の反応が意外だったように、宏明は首をかしげた。

「だって二人、付き合ってるんだろ？」

「え、ええ!?」

　さも当然の様に言われさらに焦あせるが、史人の様子は変わらない。

　史人とは確かに付き合っているが、そんなこと宏明どころか誰だれにも明かしていない話だ。

「ど、どうして……」

「だって詩音くんって史人の初はつ恋こいの相手だろ？　そんな詩音くんが日本に来ることを決めた上に、こうして史人が定期的にカフェに来るから、てっきりそうだろうと思ってたんだけど」

　違ちがう？　と聞かれて答えに窮きゆうすると携けい帯たい電でん話わの音が鳴った。史人の携帯だ。

「悪い。仕事の電話だ」

「ちょ、ちょっと史人さん！」

　引き止める詩音に笑い返し、史人はそれ以上何も言わずに携帯を片手に外へと出てしまった。

　二人にされてしまい、動揺しながらも宏明に視線を向けると「どうなの？」と更さらに問われる。

「え、えっと……。史人さんから、何か聞いたんですか？」

「いや、俺の勘かん。でも、当たってるだろ？」

　これだけ動揺していれば、肯こう定ていしたも同然だ。諦あきらめたように息を吐つくと、宏明がニッと笑う。

「そういえば、詩音くんに言ってなかったな。俺と宏明が仲良くなったきっかけ」

「中学の同級生とは聞きましたけど」

「単なる同級生ってだけで、あいつと親しくなったやつなんかいねえよ」

　それはやっぱり、史人にとって宏明は特別な友人ということなのか。小さな嫉しつ妬とを感じて視線を落とすと、簡単な理由だよと言われる。

「俺の親おや父じがオルゴールの修理人だったから」

「え……」

「で、俺にスイスのオルゴール職人と交流はないかと聞いてきたのがきっかけ」

　ここまで言えば分かるよね、と笑え顔がおを向けられ詩音は赤くなった頰を隠かくすように俯うつむく。

（僕のこと、本当にずっと、探してくれてたんだ……）

　結局のところ詩音にまでたどり着くことはできず、史人はそれ以上宏明と交流を持とうとはしなかったらしい。それでも宏明が史人に興味を持ち、今になっても関係が続いているのだという。

「で？　なんで一緒に住まなかったんだ。史人は誘さそってきただろ？」

　さすがに史人との付き合いが長いだけのことはある。

　実際、詩音が日本に引っ越す際、どこに住むかで多少揉もめた。史人は当然のように詩音と一緒に住むつもりだったらしいが、詩音がそれを拒こばんだ。

　──ここで史人さんに甘えたら、ガエルさんにもじいちゃんにも顔向けできません

　自分の技術を活いかし、本当に一人でも日本でやっていけるか。それができなければ、アルトナー工こう房ぼうを離はなれた意味がない。

　詩音の強い意志に結局は史人が折れて、詩音はカフェから少し離れた古いアパートで一人暮らしをしている。楽な生活ではないけれど、少なくともスイスに居た時より自分の意志でオルゴール職人を続けているからこそ、毎日が楽しい。

「何もかも史人さんに甘えているわけにはいきませんから」

「いやいや、詩音くんは十分しっかりしてると思うよ。その歳で一人前に働ける職人なんて他に居ないって親父も言ってたぞ」

「もっと言ってくれよ、宏明」

　いつの間にか戻もどってきた史人が入口のドアにもたれ掛かかり、詩音を見つめる。

「詩音はもう少し俺に甘えてくれてもいいと思うんだけどね」

「ふ、史人さん……」

「ところで、そろそろ詩音を連れて帰ってもいいかな？」

　言いながら、史人は懐ふところの懐中時計を掲かかげる。

　すでに時間は二十一時。カフェの閉店時間も過ぎ、アトリエの方も閉めている時間だ。毎日残って練習をするのが当たり前だったので気にしていなかったが、明日は定休日。

　定休日の前日は、いつも史人の家に泊とまると約束していた。

　それが、詩音が一人暮らしをする上で史人が出した条件でもあったのだが。

「別に引き止めたりはしねえよ。後が怖こわいからな」

　軽く肩かたをすくめた宏明に行きなよ、と手を振ふられ、慌ててカウンターから出る。

　きっとこれから史人の家に泊まりに行く事を、宏明には見み抜ぬかれている。急いで荷物をまとめて店を出ると、すでに史人が車の中で待っていた。

　助手席に乗り込み、車が走り始めると、詩音は大きく息を吐く。

「次の仕事の時、どんな顔して宏明さんに会えばいいんですか……」

「別にいつも通りでいいと思うよ。むしろ、最初に詩音をここに連れてきた時から、宏明は俺と詩音が付き合ってると思っていたみたいだからね」

「ええ!?」

「一応その時はまだ口説いている最中だと否定しておいたけどね」

　否定をするのはそこなのかと、頭を抱かかえるとそんなにショックを受けることかと史人は笑う。

「一生一緒に居てくれるんだろう」

　信号で車が止まった瞬しゆん間かん、史人が不敵な笑みを浮うかべ、詩音の手首を摑つかんだ。

　手首に着けている腕うで時ど計けいは、日本に引っ越してきたその日に史人から贈おくられた物だ。

　──エンゲージリングの代わりだよ

　史人が作った時計。それを迷わず受け取り今も身につけているのは、自分の意志だ。

「もう約束を忘れたりはしませんよ」

　そう言って、詩音は史人と唇くちびるを重ねた。
















御曹司は初恋を捕らう
















　子供は嫌きらいだ。

　苦手なのではなく、明確に嫌い。五月蠅うるさい上に意味のない行動が多く、実益を伴ともなわない存在にまるで関心を持たなかった。

　だが、今日訪ねて来るという子供は、祖父の大事な友人の孫らしい。

　面めん倒どうな事この上ないが、手て懐なずけるに越こした事はない。多た賀が城じよう家の人間を蹴け落おとすには、この家の最高権力者である祖父──多賀城史ふみ明あき──に気に入られている必要がある。

　幸いな事に、聞き分けの良い優ゆう秀しゆうな人間のフリは二十四時間不休で続けられるほど身体からだに染しみ付いている。嫌いな子供の前であれ、ボロを出すようなヘマはしない。

　八歳という年ねん齢れいは大人から見ればまだ十分子供だろうが、それなりに捻じ曲がった環かん境きようで育った多賀城史ふみ人とは、本人の性格も自覚ありで捻じ曲がっていた。

　しかしその考えを、無む垢くな笑顔はいとも容た易やすく吹ふき飛ばしてしまった。

　あの子に出会った日の事は、今も鮮せん明めいに思い出せる。柔やわらかい栗くり色いろの髪かみを揺ゆらしながら自分の手を取った柔らかい肌はだの感かん触しよく。可愛かわいらしい声で拙つたなくも一いつ生しよう懸けん命めいに日本語を話し、微笑ほほえむ愛らしい表情。友達が居ない、というその子が自分へ向ける絶対的な信しん頼らいは、長く空いていた史人の胸の穴にすとんと入り込み、心ここ地ち良く心を満たす。

（この子は、俺のものだ）

　詩し音おんは捻じ曲がった環境の中で史人が唯ゆい一いつ見つけた綺き麗れいな物だった。この子を永遠に自分のものにするためにはどんな手でも使おうと思えたし、手段を選ぶ気もなかった。初はつ恋こいなんて甘い感情ではない。無垢な物を自分だけのものにしたいという異常なまでの執しゆう着ちやく心。

　十二歳で詩音と引き離はなされたのは想定外だった。日本とスイスという距きよ離りは、十二歳の身にはあまりに遠すぎた。元々養子である立場から行動に制限をかけられることが多く、詩音との連れん絡らく手段は完全に絶たれた。

　異様なまでに執着していた相手を奪うばわれた恨うらみは、そのまま多賀城家へ向いた。

（いつかこの家も会社も、すべて自分のものにする。そうすれば、詩音を迎むかえるとき、心地良い空間を用意できるだろう）

　巧こう妙みように隠かくし続けた牙きばを呼び起こしてしまったのは他ほかでもない多賀城家だ。二十七歳という若さで社長就任にまで漕こぎ着けた事は、我ながら良くやったと思う。

（最大の誤算は、詩音がなかなか見つからなかった事だな）

　個人でも探したし、専門家に依い頼らいもした。だが、性別の誤解はあまりに大きかった。はじめから調査対象を女性に絞しぼっていては、見つかるはずもない。調査を依頼した専門家の内の一いつ箇か所しよから「同どう姓せい同名の男性なら存在する」という回答を得たときはまさかと思ったが、ものは試ためしだと会いに行った自分の判断は間ま違ちがいなかったと今は思う。

（男か女かなんて、大した問題でもなかったからね）

　自分でも不思議なほどに、詩音への愛情は何一つ変わらなかった。いや、彼を手に入れた今となっては、今の方がよりずっと彼に執着していると言っても過言ではない。

「随ずい分ぶんと機き嫌げんがよろしいようですね」

「嫌いや味みなら言うだけ無む駄だだよ。今日の分の仕事はすでに終わらせてある」

「……常にそうであって欲しいものですね」

　社長室の椅い子すに深く腰こし掛かけた史人は、秘書の塚つか原はらの言葉に口元を歪ゆがめる。

　今日は金曜日。週末は史人の家に泊とまることを約束している愛いとしい恋こい人びとを迎えに行く日だ。業務を残そうものなら優秀な秘書がどんな手を使ってでも自分に残業を強しいるだろう。愛しい詩音との時間を、仕事に邪じや魔まされるなんて冗じよう談だんじゃない。

「結果として、全すべてあなたの計画通りというわけですか」

「そうでもないさ。全て俺の計画通りに進んでいたなら、彼は今いま頃ごろ俺と一いつ緒しよに住んでいるはずだからね」

　詩音が日本に来ることを決めた時、史人は一緒に住むことを提案したが、詩音本人がそれを頑かたくなに拒こばんだ。

　──一人前の職人になるために日本へ行くことを決めたんです。これ以上、史人さんに甘えるわけにはいきません

　そう言って、詩音は神か奈な川がわ県けん郊こう外がいのカフェ・アトリエの近くで一人暮らしをはじめてしまった。時には併へい設せつしているカフェの仕事を手伝いつつ、オルゴール職人として働き、物によってはスイスのアルトナー工こう房ぼうと連れん携けいして、数多くの修理依頼を引き受けているらしい。

「俺の計画通り事が進んだのは、大体八割というところかな」

「その割には愉たのしそうですね」

「計算外の出来事が起こる方が愉しい、そう思わないか？」

　鼻歌でも歌い出しそうなほど上機嫌な史人の様子に、塚原は大きく嘆たん息そくする。

「まあ、俺としてははじめから詩音が日本に住むようになれば、それでよかったんだ。その点だけでも実現できたのだから、俺にとっては十分」

「……詩音さんが不ふ憫びんだとは思いませんか？」

「彼のどこが不憫だい？　彼が日本に来たのはあくまで彼自身が決めた事だ。今の詩音は日本の生活を十分に楽しんでいると思うけど」

「全てあなたが仕向けた事とは知らずに、ですがね」

「鳥は籠かごの中に居る事を知らない方が、自由で可愛らしい。そう思わないか？」

　だからこそ、大きく翼つばさを広げられる、広く美しい籠を用意しただろう。そう告げると、塚原は諦あきらめたように首を横に振ふった。

　スイスでオルゴール職人を目指す事や、ガエルと共に働く事に詩音が不安を感じている事はすぐにわかった。それでも、責任感が強く真ま面じ目めな彼が、祖父の残した大事な工房を離れる決断をする事は容易ではないとすぐに想像がついた。

　工房を守るために自分が必要なら、詩音は決してスイスを離れないだろう。だが、その点はあのガエルという男が、工房を守る意志が強かったため、さほど問題ではなかった。残るは、詩音に日本で働く道を示せばよかった。日本でもオルゴール職人の需じゆ要ようがあり、自分にもできることがあると分かれば、優やさしい彼が日本行きを考え始めるだろうことは容易に想像できた。

　あとはどう決断させるかだったが、それは史人が想像していた以上に自分の望むように話が転がった。やはり、詩音が自分の側そばに居るのは運命だったのだ。

「本当に、あなたを優しい人だと慕したっている詩音さんが、気の毒でなりませんよ」

「詩音の名めい誉よの為ために言わせてもらうと、彼はそんなに鈍にぶい子ではないよ。俺の性格も、彼は十分に理解している。その上で、彼は俺の側に居ることを選んだんだ」

「まさか……」

「俺が詩音に執着していることも、彼にだけ優しいことも、ちゃんと分かっている。その上で、俺の側に居て、俺が安らげる時間を作ろうとしてくれているんだ」

　本当に、素す直なおで可愛い子だよ。

　そう呟つぶやいて笑えみを深くすると、塚原は信じられないと息を吐ついた。

　幼い子供の純じゆん粋すいさで史人の作り笑いを見破った詩音は、今もあの頃ころと変わらない純粋さで、史人に自然に笑って欲しいと願っている。その優しさが史人を一層彼に執着させているのだと知らずに。

「さて。俺はそろそろ帰らせてもらうよ」

　彼に会える時間を一分一秒たりとも無駄にしたくはない。本当は一緒に住んで毎日側に置いておきたいところだが、可愛い子の成長を見る楽しさを知ってしまったので、史人は現状をそれなりに楽しんでいる。

「私の忠告は無駄だった、というわけですね」

「いいや、詩音が逃にげなかった、それだけのことさ」

　逃げなかったのだから、二度と離さない。もし逃げようとすれば、今度は閉じ込めてしまうかもしれないな。

　そんな不ふ穏おんな考えを笑みの下に隠し、史人は社長室を出て行った。

　愛しい詩音を迎えにいくために。







　あとがき




　こんにちは。または初めまして。浅あさ海みゆいと申します。このたびは『御おん曹ぞう司しは初はつ恋こいを攫さらう』をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　工芸品やそれに携たずさわる職人という存在が大好きで、それを題材に書きたいと思ったのが本作の始まりでした。おそらく私の個人的萌もえのまま突つき進むと、四十代後半の仕事にしか興味のない職人が、弟子でし入りに飛び込んできた若者にほだされて美味おいしくいただかれる、という話になりそうでしたが、そこを担当様に上手うまく導いていただき、御曹司と見習い職人の再会物語という形になりました。と言いつつ、攻せめが腹黒策士なのは私の好みです。

　職人が攻か受かも非常に迷いました。繊せん細さいで寡か黙もくな美人職人受も良し！　無骨で無愛想な職しよく人にん肌はだ攻ぜめも良し！　いろいろな妄もう想そうが浮うかぶので、この二人に決まるまでには、非常に迷走しました。それでもやはり、頑がん張ばり屋な受と腹黒攻に落ち着くあたり、私は心底腹黒攻が好きなのだと再認識した次し第だいです。

　最初はもっと腹黒さ全開の攻キャラだったのですが、「本当に計算高い人は性格の悪さを表に出さない人」と思い、史ふみ人とというキャラクターが生まれました。巻末のＳＳでの史人を読んで、今回の物語がどこからどこまで史人の手の中だったのか、想像していただけると嬉うれしいです。

　今後の二人ですが、あれこれ言っても詩し音おんはスイスのアルトナー工こう房ぼうが一番大事なのだと思うのです。日本で様々な経験を積み自信がついたなら、詩音はスイスに帰ろうと思う日がくるかもしれません。そして、その時の事も史人は想定していると思います。ようやく攫ってきた初恋の相手を簡単に手放すような事はないでしょうから、また何らかの手を打つのでしょうね。

　その内、詩音には史人の予想の範はん疇ちゆうを飛び越こえるような行動を取って欲しいものです。腹黒策士は大好きですが、そんな計算高い攻が受に振ふり回されるという状じよう況きようも非常に好みです！

　さて、この物語が形になるまで、本当にいろいろありました。前作のあとがきでも紆う余よ曲きよく折せつがあったと書いたのですが、今作はそれに輪をかけて紆余曲折七しち転てん八ばつ倒とうしたように思います。

　何度も迷い、泣き言ばかりでご迷めい惑わくをおかけしてしまった担当様。無事刊行できるまでご尽じん力りよくいただいた現担当様。そして関係者の皆みな様さま。本当に、ありがとうございました。

　そして、急なお願いにもかかわらずイラストを引き受けてくださった、水みず貴き先生。お忙いそがしい中、本当に本当にありがとうございます。キャララフを頂いた時、木こ陰かげに座る幼い頃ころの史人と詩音の姿がイメージしていた以上に素す敵てきで、ドキドキしました。素敵なイラスト、本当に感謝しております。

　毎度毎度迷惑をかけている姉、Ｎさん、どうか今後も見捨てないでください。

　そして、ここまで読んでくれた皆様。本当に、ありがとうございました。




　また次のお話でお会いできる事を願って──。




　二〇一六年二月


浅海　ゆい　　
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